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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

日系アーティスト集団「画彫会」は 1922 年 11 月 1 日から 21
日まで、シビック・クラブで展覧会を開催した。写真前列中央
に古田土雅堂、前列右端が国吉康雄、後列一番左端が石垣栄太郎、
２列目左から２人目が犬飼恭平、後列左から４人目が清水登之

石垣栄太郎《失業音楽隊》( フェリーボート・トルバトール ) (1928 年 )　東京都現代美術館所蔵
Eitaro Ishigaki, A Musical Band Out of Work (Ferry Bout Troubadour, Unemployment Band), 1928, 

Courtesy of Museum of Contemporary Art Tokyo
日本語サイト　https://www.historyofjapaneseinny.org/jp/japanese-artists-during-the-prewar-period-in-new-york-city/

　
日
本
ク
ラ
ブ
で
３
月
27
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
歴
史
博

物
館
︵
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
︶
の
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
展

示
﹁Japanese A

rtists in 
N

ew
 Y

ork C
ity: A

rtistic 
T

races from
 the 1910s 

to 1940s

﹂
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
50
人
が

参
加
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
１
９
１
０

年
代
か
ら
１
９
４
０
年
代
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
芸
術
家

の
活
動
を
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
20
以
上
の
美
術
館
や
ア
ー
カ

イ
ブ
所
蔵
の
作
品
画
像
と
と
も

に
美
術
展
覧
会
の
図
録
、
英
字

新
聞
と
日
本
語
新
聞
の
美
術
欄

を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
歴
史
に
埋
も
れ

て
き
た
無
名
の
芸
術
家
に
も
着

目
し
、
彼
ら
が
創
作
活
動
を
し

た
時
代
と
作
品
が
生
み
出
さ
れ

た
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
立
命
館
大
学

国
際
言
語
文
化
研
究
所
客
員
研

究
員
の
佐
藤
麻
衣
氏
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
バ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
で

美
術
史
を
専
門
に
す
る
ボ
ブ
・

ウ
ル
フ
教
授
と
対
談
形
式
で
内

容
を
紹
介
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
は
、
20
人
を
超
え
る
日
本
人

芸
術
家
の
約
１
３
０
点
の
作
品

を
紹
介
し
て
い
る
。
主
な
作
家

は
、
国
吉
康
雄
︵
く
に
よ
し
・

や
す
お
︶・
保
忠
蔵
︵
た
も
つ
・

ち
ゅ
う
ぞ
う
︶・
石
垣
栄
太
郎

︵
い
し
が
き
・
え
い
た
ろ
う
︶・

清
水
登
之
︵
し
み
ず
・
と
し
︶・

古
田
土
雅
堂
︵
こ
た
と
・
が
ど

う
︶・
臼
井
文
平
︵
う
す
い
・

ぶ
ん
ぺ
い
︶
な
ど
、
１
９
１
０

年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
し
た
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
で
、
彼

ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
映
像
で

の
紹
介
も
交
え
つ
つ
、
日
本
の

伝
統
的
な
美
意
識
と
当
時
の
モ

ダ
ン
な
感
覚
の
融
合
に
焦
点
を

当
て
た
講
演
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

　
１
９
１
７
年
に
結
成
さ
れ
た

日
系
芸
術
協
会
の
紹
介
、
22
年

﹁
画
彫
会
﹂
の
展
覧
会
、
20
年

代
の
独
立
系
展
覧
会
、﹁
紐
育

新
報
﹂、﹁
日
米
週
報
﹂
な
ど
当

時
の
日
系
新
聞
の
記
事
に
よ
る

報
道
の
紹
介
や
、
大
恐
慌
時
代

の
日
本
人
芸
術
家
、
戦
前
、
戦

後
の
作
品
な
ど
も
デ
ジ
タ
ル
展

示
し
て
い
る
。

　
戦
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡

っ
た
日
本
人
画
家
た
ち
の
足
跡

を
綴
っ
た
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

日
本
人
画
家
た
ち
﹄︵
六
花
出

版
︶
の
著
者
で
も
あ
る
佐
藤
氏

は
、
講
演
の
中
で
当
時
の
日
系

画
壇
に
対
す
る
評
価
が
米
国
の

新
聞
と
在
米
日
系
新
聞
と
で
は

大
き
く
見
方
が
異
な
る
点
を
指

摘
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
米
国
の
新

聞
は
、
作
家
た
ち
の
画
法
に
つ

い
て
西
洋
の
技
術
を
う
ま
く
取

り
入
れ
て
マ
ス
タ
ー
し
て
い
る

と
い
う
比
較
的
好
意
的
に
評
価

す
る
記
事
だ
っ
た
の
に
対
し
、

日
系
新
聞
は
、
ア
メ
リ
カ
の
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
趣
味
に
迎
合
し

た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
西
洋
画

法
の
模
倣
で
あ
る
と
厳
し
い
記

事
が
み
ら
れ
た
側
面
を
紹
介

し
、
日
米
の
報
道
ぶ
り
を
対
比

で
き
る
形
で
展
示
し
て
い
る
と

解
説
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
﹁
実
際
に
現
在

は
絵
が
な
く
カ
タ
ロ
グ
で
の
み

見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
作

品
と
、
実
際
に
現
存
す
る
作
品

を
同
時
に
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で

紹
介
で
き
た
こ
と
が
特
徴
だ
﹂

と
述
べ
た
。
詳
細
は
デ
ジ
タ
ル

博
物
館
で
日
本
語
と
英
語
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

ウルフ教授

佐藤氏

海
を
渡
っ
た

日
系
芸
術
家

NY日本人歴史デジタル・ミュージアムに新企画
1910年代～1940年代
ニューヨークで活動した２０人の130点展示

www.saitollp.com
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.historyofjapaneseinny.org/jp/japanese-artists-during-the-prewar-period-in-new-york-city/
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（3）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）4月 6日（土）

4 月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳クラス
火曜日 1pm-3pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

第 16回サクラ・ヘルスフェア　4/5〜 5/5まで開催
■ 4月 5日（金）10:30am-12pm Apple kids企画「灘田篤子さ
ん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料

■ 8日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」田原ミ
チさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はるかさん
が行います。各 30分。お早めにご予約下さい。

■ 11日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話法
律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談に答え
ます。要予約。各 30分。

■ 11日（木）12pm-2pm「4月の第一敬老会」BentOnのお弁当、
中村英雄さんのピアノをお楽しみください。会費 $５、要予
約。敬老会参加、デリバリー、ピックアップも要予約。

■ 12日（金）5pm-7pm 「日本から高校生を迎えて体験談の発
表会とレセプション」被災地、過疎地、離島から高校生、そ
して難民として日本に住む高校生の体験発表。日本から春休
みを利用してＮＹを訪問。参加希望者は JAAに要予約。

■ 13日（土）9:30-11:00am オンライン & at JAA　NYシルバー
会共催「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さんと一
緒に楽しくおしゃべりしながら健康から介護まで情報交換し
ましょう！」

■ 18日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」 寺井真
美弁護士が相談にのります。各 15分。要予約。

■ 18日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ運びた
い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしましょう！」
誰でも参加可能。参加費 $5

■ 18日（木）6pm-8pm　JCCI/NC/JAA共催「2024年若者の
交流会」＠日本クラブ　詳細・申し込みは JAAまで。

■ 20日（土）11am-1pm 「第 19回 JAAサクラ祭り」バスは午
前 10時に日系人会前から出発、午後 3時帰着予定。参加費
（バス代とお弁当）$10（会員）、$15（非会員）参加希望者
は JAAにお申込みください。僧太鼓、沖縄舞踊、JAAコー
ラス、民舞座の民踊、野点、最後に花笠音頭をお楽しみ頂き
ます。

■ 21日（日）9:30am-11:30am @JAA HALL　乳幼児＆成人の
心肺蘇生（CPR）講師：加納麻紀先生（小児科内科）企画：
NYすくすく会

■ 22日（月）1pm-5pm NYC Dept. Of Aging/HIICAP主催「メディ
ケア説明と相談室」

■ 25日（木）12pm-2pm「4月の第二敬老会」BentOnのお弁当、
IWAKI Bandの歌と安西弦医師の「健康についてのお話」。4
月お誕生日の皆さんお集まりください。会費＄５要予約。敬
老会参加、デリバリー、ピックアップのご予約ください。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th St., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

ラ
ー
メ
ン
や
和
牛
な
ど
、
人

気
の
日
本
の
食
べ
も
の
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
街
の
ワ
ン
ブ
ロ
ッ

ク
を
使
っ
て
提
供
す
る
野
外
イ

ベ
ン
ト
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が

3
月
23
日
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
朝

か
ら
生
憎
の
大
雨
だ
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
会
場
に
は
傘
を
さ
し

て
大
勢
の
市
民
が
訪
れ
た
＝
写

真
上
・
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
提
供

＝
。
Ｊ
ス
ペ
ッ
ク
の
和
牛
や
カ

ー
ル
ス
ボ
ー
ル
の
た
こ
焼
き
な

ど
２
０
０
種
類
以
上
の
日
本
食

が
軒
を
連
ね
た
中
で
今
回
注
目

を
集
め
た
の
は
、
過
去
３
回
、

同
フ
ェ
ス
の
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
で
優
勝
し
た
鬼
そ
ば
だ
っ

た
。
傘
を
さ
し
な
が
ら
買
い
求

め
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
た
。
当
日

は
大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
日

で
３
０
０
食
が
出
る
人
気
だ
っ

た
。鬼
そ
ば
の
人
気
の
秘
密
は
、

海
老
味
噌
ラ
ー
メ
ン
。
オ
マ
ー

ル
海
老
の
深
い
味
わ
い
と
、
手

間
暇
か
け
た
ス
ー
プ
の
調
理
法

は
こ
だ
わ
り
抜
か
れ
た
味
。
店

主
の「
Ｈ
Ｅ
Ｙ
！
た
く
ち
ゃ
ん
」

は
、
ア
ゴ
モ
ノ
マ
ネ
芸
人
の
傍

ら
、
日
々
ラ
ー
メ
ン
作
り
に
情

熱
を
傾
け
て
い
る
。「
普
段
な

か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
と

出
会
う
場
を
提
供
し
た
い
」
と

の
思
い
で
、
手
頃
価
格
で
提
供

し
て
い
る
の
が
ウ
ケ
て
い
る
。

　

同
店
は
現
在
、
４
月
20
日
ま

で
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅

近
く
の
う
ま
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
45
丁
目
１
５
６
番
地
、
レ

キ
シ
ン
ト
ン
街
と
３
番
街
の

間
）
で
ラ
ー
メ
ン
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
ス
ト
ア
を
営
業
し
て
い

る
。
値
段
は
10
ド
ル
。
連
日
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
が
買
い
求
め

て
い
る
＝
写
真
左
＝
。

鬼
そ
ば
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ 
Ｕ
Ｐ
店

パ
ラ
ソ
ル
の
花
咲
く

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

　

Ｎ
Ｙ
州
の
観
光
を
促
す
ア
イ

ラ
ブ
Ｎ
Ｙ
ド
ッ
ト
コ
ム
は
、
桜

を
含
む
春
の
花
々
の
開
花
や
見

頃
の
最
新
情
報
を
伝
え
る
サ
イ

ト
「
Ｎ
Ｙ
ブ
ル
ー
ム
ズ
・
レ
ポ

ー
ト
」
を
開
設
し
た
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
現
地
で
日
々

観
察
し
て
い
る
同
州
内
の
庭
園

や
公
園
な
ど
30
施
設
以
上
の
報

告
を
基
に
、桜
や
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、

モ
ク
レ
ン
、
バ
ラ
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
の
開
花
状
況
を
毎
水

曜
日
に
更
新
し
、
地
図
上
で
示

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
、
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ

ー
、
グ
レ
ー
タ
ー
・
ナ
イ
ア
ガ

ラ
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
・
レ
イ
ク
ス
、

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
サ
ラ
ト
ガ
、
セ

ン
ト
ラ
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

シ
ャ
ト
ー
ク
ア-

ア
レ
ゲ
ニ
ー

地
区
の
見
頃
を
解
説
し
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
も
掲
載
し
て

い
る
。
６
月
ま
で
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

iloveny.com/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
州
公
式
の
開
花
マ
ッ
プ

桜
見
頃
の
最
新
情
報 （セントラルパークで、３月30日、写真・植山慎太郎）

https://minglesoho-ny.com/
https://neuroacuny.com/
http://www.keenecenter.org/
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
https://www.iloveny.com/
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （25）

日
本
政
府
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
へ
の
資

金
拠
出
再
開
へ

　

上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
、
４

月
２
日
こ
れ
ま
で
停
止
し
て
き

た
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国
連
パ
レ
ス

チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
）
へ

の
資
金
拠
出
を
再
開
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
３
月
末
の

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
ラ
ザ
リ
ー
ニ
事

務
局
長
と
の
会
談
を
経
て
の
決

定
で
す
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
職
員

数
名
が
去
年
10
月
の
ハ
マ
ス
に

よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
に
関
与

し
た
疑
い
が
も
た
れ
、
主
要
援

助
国
の
多
く
が
拠
出
を
停
止
し

ま
し
た
。

　

最
大
の
拠
出
国
米
国
は
来
年

3
月
ま
で
は
再
開
し
な
い
方
針

の
中
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
再
開
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
宗

教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、

本
部
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
主
催
の

東
京
平
和
円
卓
会
議
に
パ
レ
ス

チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
指

導
者
が
同
時
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
日
本
の
国
会
議
員
と
の

対
話
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
参
加
者
が
日
本
政

府
の
再
開
を
強
く
要
請
し
、
自

民
党
の
国
会
議
員
も
そ
の
支
援

を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ザ
リ
ー
ニ
事
務
局
長
は

「
資
金
が
枯
渇
す
れ
ば
、
ガ
ザ

地
区
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
職
員
の
立
場
も
危
う

く
な
り
、
継
続
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
だ
」と
訴
え
ま
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
宗
教
指
導
者
も
、

長
年
の
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
に
よ
る
き

め
細
か
な
支
援
は
、
米
国
が
主

張
す
る
他
の
国
際
機
関
で
は
代

替
で
き
な
い
と
訴
え
て
い
ま
し

た
。

　

ガ
ザ
で
５
０
０
人
以
上
の
学

生
が
日
本
風
の
タ
コ
を
空
に
飛

ば
し
、
日
本
の
教
育
イ
ン
フ
ラ

支
援
に
感
謝
し
た
他
、
日
本
に

よ
る
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
支
援
70
周

年
を
記
念
し
て
「Tsumugu

」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
進
行

中
で
す
。

日
本
が
議
長
の
国
連
安
保
理
が

ガ
ザ
停
戦
決
議
を
採
択

　

3
月
25
日
議
長
国
が
日
本
で

あ
る
国
連
安
保
理
が
「
ラ
マ
ダ

ン
期
間
中
の
即
時
停
戦
決
議
」

を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

停
戦
決
議
案
に
4
度
拒
否
権
を

行
使
し
て
き
米
国
が
行
使
せ
ず

に
棄
権
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

年
10
月
以
来
初
め
て
決
議
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
国
日
本

の
主
導
で
非
常
任
理
事
国
10
か

国
が
共
同
提
案
し
米
国
を
除
く

全
て
の
国
が
賛
成
し
ま
し
た
。

日
本
は
人
間
の
安
全
保
障
と
仲

介
外
交
で
貢
献
を

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
の
戦

争
は
、
一
般
市
民
が
犠
牲
に
な

る
残
忍
な
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
伝
え
、
胸
を
締
め
付
け
ま

す
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
東
京
平
和
円
卓

会
議
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
の
宗
教
指
導
者
も
参
加
し
ま

し
た
。
激
し
い
対
立
も
あ
り
ま

し
た
が
、ロ
シ
ア
を
含
め
て「
戦

争
と
暴
力
を
強
く
非
難
」、「
敵

味
方
な
く
生
命
の
尊
厳
と
神
聖

さ
の
平
等
性
」
な
ど
を
決
議
し

ま
し
た
。

　

上
川
外
交
は
人
間
の
安
全
保

障
と
仲
介
外
交
と
い
う
日
本
な

ら
で
は
の
貢
献
を
更
に
果
た
し

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

上
川
陽
子
外
相
国
連
外
交
の
ヒ
ッ
ト
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最
近
、
企
業
の
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
に
Ｚ
世
代
へ
の
仕
掛
け
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｚ
世
代
と
は
、
だ
い
た
い
10
代

後
半
か
ら
20
代
を
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
24
歳
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
で
社
長
で
、
最

近
で
は
企
業
な
ど
で
も
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
育
成
や
研
修
も

さ
れ
て
い
る
白
附
み
く
る
さ

ん
。「
Ｚ
世
代
の
取
扱
説
明
書
」

を
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
出
版
社
か

ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
褒
め
方
や
叱
り
方
は
、
人

に
よ
っ
て
違
う
」
な
ど
、
い
つ

の
時
代
も
同
じ
だ
と
思
う
こ
と

も
書
か
れ
て
い
る
一
方
で
「
確

か
に
こ
れ
は
知
っ
て
お
い
た
方

が
い
い
」
と
思
う
こ
と
も
た
く

さ
ん
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ひ
と
つ
が
「
承
認
欲
求
」。
ど

の
世
代
も
「
認
め
ら
れ
た
い
」

の
は
同
じ
。
け
れ
ど
、
Ｚ
世
代

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
で
「
承

認
」
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
。
そ
れ
は
、「
イ
イ

ネ
」
の
数
で
あ
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
中
で
の
友
達
の
数
だ
っ
た

り
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
数
だ
っ
た

り
す
る
。
そ
し
て
、
普
通
の
子

た
ち
で
も
「
こ
ん
な
の
持
っ
て

る
」「
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
」

と
発
信
で
き
る
こ
と
。
だ
か
ら

人
目
を
気
に
す
る
し
、
人
に
ど

う
見
ら
れ
て
い
る
か
を
意
識
し

過
ぎ
て
動
け
な
か
っ
た
り
、
潰

れ
た
り
し
て
し
ま
う
。

　

い
ろ
い
ろ
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
本
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し

も
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

Ｚ
世
代
の

取
り
扱
い
説
明
書

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
は

３
月
26
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ)

の
補
助
警
察

官
・
警
視
の
会
田
秀
樹
氏
と
同

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
補
助
警
察
官
・
警
視

で
ハ
リ
ソ
ン
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

消
防
士
の
佐
立
謙
一
氏
に
対
す

る
在
外
公
館
長
表
彰
式
を
森
美

樹
夫
大
使
公
邸
で
行
っ
た
。

　

会
田
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
警
察
第
19
分
署
に
お
い
て
約

26
年
間
も
の
長
年
に
渡
り
補
助

警
察
官
と
し
て
勤
務
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
治
安
維
持
に
貢

献
し
て
き
た
。
佐
立
氏
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
第
26
分
署

に
お
い
て
約
17
年
間
も
の
長
年

に
渡
り
補
助
警
察
官
と
し
て
、

ま
た
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

郡
ハ
リ
ソ
ン
消
防
局
に
お
い

て
、
約
９
年
間
に
渡
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
消
防
士
と
し
て
勤
務
す

る
な
ど
、
地
域
の
治
安
維
持
や

安
全
・
防
災
に
貢
献
し
て
き
た
。 　

両
人
は
、
在
籍
す
る
数
少
な

い
日
本
人
補
助
警
察
官
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
消
防
士
と
し
て
、

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
警
察
及
び
ハ
リ
ソ
ン

市
消
防
局
と
の
橋
渡
し
的
役
割

を
担
う
な
ど
、
当
地
治
安
・
消

防
機
関
と
の
関
係
強
化
に
貢
献

し
、
在
留
邦
人
の
安
全
向
上
に

も
尽
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
当

日
は
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
関
係
者
ハ
リ
ソ

ン
消
防
局
幹
部
ら
が
招
待
さ

れ
、２
人
の
表
彰
を
祝
福
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
ハ
リ
ソ
ン
か
ら

３
月
26
日
を
佐
立
さ
ん
の
功
績

に
ち
な
ん
だ
「
佐
立
デ
ー
」
と

す
る
認
証
書
も
手
渡
さ
れ
た
。

森大使（中央）から在外公館長表彰される会田さん（右）と佐立さん（左）

在
外
公
館
長
表
彰

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
会
田
氏
と
佐
立
氏
に

　

５
月
11
日
（
土
）
に
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス
ト
で
開

催
さ
れ
る
第
３
回
「
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
」
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ー

シ
ャ
ル
に
、
元
プ
ロ
車
い
す
テ

ニ
ス
選
手
の
国
枝
慎
吾
氏
＝
写

真
＝
が
決
定
し
た
。国
枝
氏
は
、

世
界
の
車
い
す
テ
ニ
ス
界
の
第

一
人
者
で
、
テ
ニ
ス
の
豪
仏
英

米
の
４
大
大
会
と
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
制
覇
し
た
「
生
涯
ゴ
ー

ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」を
始
め
、数
々

の
前
人
未
到
の
偉
業
を
成
し
遂

げ
て
い
る
。
パ
リ
で
の
夏
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
行
わ
れ
る
今
年
の
パ
レ
ー

ド
を
率
い
る
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ

ャ
ル
に
最
適
な
人
物
と
し
て
、

国
枝
氏
が
選
ば
れ
た
。

　

国
枝
氏
は
９
歳
で
脊
髄
腫
瘍

の
た
め
車
い
す
生
活
と
な
り
、

11
歳
で
車
い
す
テ
ニ
ス
と
出
会

い
、
健
常
者
の
友
人
と
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
こ
と
で
武
器
と
な
っ

た
「
車
い
す
操
作
」
を
身
に
つ

け
た
。
２
０
０
６
年
ア
ジ
ア
人

初
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
に

輝
き
、
翌
07
年
に
は
車
い
す
テ

ニ
ス
史
上
初
と
な
る
年
間
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
を
達
成
。
09 

年

４
月
、
車
い
す
テ
ニ
ス
選
手
と

し
て
日
本
初
の
プ
ロ
転
向
を
宣

言
し
、
10
年
11
月
ま
で
続
い
た

シ
ン
グ
ル
ス
連
続
勝
利
記
録
は

１
０
７
に
達
し
た
。
21
年
に
は

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で 

２

大
会
ぶ
り
３
度
目
の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
、
ダ
ブ
ル
ス
も
含
め
て

４
個
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
て
い

る
。
22 

年
に
は
悲
願
の
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
選
手
権
を
初
制

覇
、４
大
大
会
を
制
覇
す
る「
生

涯
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
」
を
車
い

す
男
子
で
初
め
て
達
成
し
た
。

ま
た
、
四
大
大
会
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
制
覇
す
る
「
生
涯
ゴ

ー
ル
デ
ン
ス
ラ
ム
」
の
偉
業
も

成
し
遂
げ
た
。
こ
れ
ま
で
に
全

豪
オ
ー
プ
ン
優
勝
11
回
、
全
仏

オ
ー
プ
ン
優
勝
11
回
、
全
仏
オ

ー
プ
ン
優
勝
８
回
、
ウ
ィ
ン
ブ

ル
ド
ン
優
勝
１
回
、
全
米
オ
ー

プ
ン
優
勝
８
回
と
前
人
未
到
の

功
績
を
残
し
て
い
る
。
23 

年

１
月
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の

ま
ま
引
退
し
、
３
月
に
日
本
政

府
よ
り
国
民
栄
誉
賞
を
授
与
さ

れ
た
。

　

今
年
1
月
に
フ
ロ
リ
ダ
州
オ

ー
ラ
ン
ド
に
拠
点
を
移
し
、
現

在
は
全
米
テ
ニ
ス
協
会
（
Ｕ
Ｓ

Ｔ
Ａ
）
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」

で
、
車
い
す
テ
ニ
ス
担
当
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
主
に
米

国
の
車
い
す
選
手
の
指
導
に
従

事
し
て
い
る
。
国
枝
氏
は
「
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
で
グ
ラ
ン
ド

マ
ー
シ
ャ
ル
を
務
め
る
こ
と
、

と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
文
化
を
広
め
る
機

会
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
で
す
。
当
日
は
皆
さ
ん
と

共
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

　
「
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ
ャ
ル
」

と
は
、
パ
レ
ー
ド
を
代
表
す
る

キ
ャ
プ
テ
ン
の
よ
う
な
独
特
の

存
在
で
、
第
１
回
目
は
俳
優
で

人
権
運
動
家
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ

ケ
イ
氏
、
昨
年
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ク
リ

ス
テ
ィ
・
ヤ
マ
グ
チ
氏
が
務

め
た
。
パ
レ
ー
ド
の
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

japanparadenyc.org/
を
参

照
す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ
ャ
ル
に

国
枝
慎
吾
さ
ん

　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ

モ
ア
で
３
月
26
日
午
前
1
時
30

分
、
パ
タ
プ
ス
コ
川
に
か
か
る

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
・
キ

ー
橋
の
橋
脚
に
大
型
コ
ン
テ
ナ

船
が
衝
突
し
た
。
橋
の
補
修
作

業
を
行
な
っ
て
い
た
メ
キ
シ
コ

や
グ
ア
テ
マ
ラ
、
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
か
ら
の
移
民
を
含
む
８
人

が
川
に
投
げ
出
さ
れ
、
う
ち
６

人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
が
発

見
で
き
ず
、
死
亡
し
た
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ナ
船
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
シ
ナ
ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
が

運
営
す
る
同
国
船
籍
の
「
ダ

リ
」
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
海
運

大
手
マ
ー
ス
ク
が
チ
ャ
ー
タ

ー
。
イ
ン
ド
人
22
人
が
乗
船

し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ

ン
ボ
に
向
け
て
ポ
イ
ン
ト
・
ブ

リ
ー
ズ
の
港
を
午
前
０
時
45
分

ご
ろ
に
出
港
し
た
。
米
連
邦
政

府
機
関
に
よ
る
と
、
船
は
出
港

時
に
「
推
進
力
を
失
っ
た
」
と

い
う
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
ウ

ェ
ス
・
ム
ー
ア
知
事
に
よ
れ

ば
、
船
が
救
難
信
号
を
出
し
た

こ
と
で
た
だ
ち
に
橋
の
通
行
止

め
を
行
い
被
害
が
広
が
ら
な
か

っ
た
と
い
う
。
原
因
は
不
明
だ

が
船
は
電
力
を
喪
失
し
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。
米
国
家
運
輸
安

全
委
員
会
は
船
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
を
回
収
し
た
が
、
調

査
に
は
１
〜
２
年
か
か
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。
米
陸
軍
は

橋
の
残
骸
の
除
去
に
工
兵
隊
の

隊
員
１
０
０
０
人
超
を
投
入
す

る
と
い
う
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州

の
ウ
ェ
ス
・
ム
ー
ア
知
事
は
28

日
、
橋
の
再
建
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
と
の
見
方
を
示

し
た
。
　（
５
面
に
関
連
記
事
）

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
で

幹
線
大
型
橋
崩
落

コ
ン
テ
ナ
船
衝
突

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.nyseikatsu.com
http://www.Jhelp.com
https://www.japanparadenyc.org/


（5）　　 ［社　会］ 2024 年（令和 6 年）4 月 6 日（土）

　
「
ア
メ
リ
カ
で
沖
縄
の
未
来

を
考
え
る
」（TOFU

：Think 
of Okinawa’s Future in the 
United States

）
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪

問
し
た
沖
縄
県
の
高
校
生
及
び

大
学
生
22
人
と
の
意
見
交
換
会

が
３
月
25
日
午
前
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
公
邸
で
行
わ
れ

た
。
当
日
は
佐
藤
貢
司
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
会
長
、
フ
レ

ッ
ド
・
カ
タ
ヤ
マ
米
日
カ
ウ
ン

シ
ル
副
会
長
の
２
人
が
個
人
的

体
験
や
日
系
社
会
の
歴
史
、
日

米
関
係
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は 

沖
縄
の
将

来
を
担
う
高
校
生
・
大
学
生
を

米
国
に
派
遣
し
、
関
係
者
と
の

意
見
交
換
や
各
種
視
察
等
を
通

じ
、
語
学
と
し
て
の
英
語
力
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
英
語
を

用
い
て
様
々
な
分
野
に
つ
い
て

学
ぶ
教
育
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
30
年
以

降
、
沖
縄
県
の
高
校
生
・
大
学

生
等
を
米
国
（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
に
派

遣
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
実

施
実
績
は
平
成
30
年
３
月
に
20

人
を
、
平
成
31
年
３
月
に
24
人

を
米
国
に
派
遣
。
滞
在
中
、
米

政
府
・
国
連
関
係
者
と
の
面
会

誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

話
し
た
。「
世
界
に
目
を
向
け
、

リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
い
と
わ

ず
、
積
極
的
に
生
き
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
高
校
２
年

生
の
仲
田
優
月
さ
ん
が
「
片
面

か
ら
だ
け
で
な
く
広
い
視
点
か

ら
、
悲
観
的
で
は
な
く
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
観
点
か
ら
自
分
の
考
え

を
述
べ
、
日
米
の
架
け
橋
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
学
生
か

ら
「
安
全
保
障
、
戦
争
と
平
和

と
い
う
点
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
」と
の
質
問
に
佐
藤
氏
は「
ア

メ
リ
カ
を
選
択
す
る
か
日
本
を

選
択
す
る
か
と
い
う
の
は
父
親

を
選
ぶ
か
母
親
を
選
ぶ
か
と
言

わ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
く
ら
い

困
る
。
夢
を
見
る
と
、
ア
メ
リ

カ
人
の
友
人
が
日
本
語
で
話
し

て
い
た
り
、
日
本
の
友
人
が
英

語
で
話
し
て
い
た
り
、
混
乱
す

る
。
戦
争
で
原
爆
を
２
回
落
と

さ
れ
た
日
本
人
と
し
て
は
戦
争

は
反
対
だ
」
と
述
べ
た
。

　

カ
タ
ヤ
マ
氏
は
「 

安
全
保

障
や
米
軍
基
地
に
関
す
る
沖
縄

県
民
の
感
性
は
よ
く
理
解
し
て

い
る
し
、
共
感
し
て
い
る
。
私

は
、
沖
縄
が
日
本
の
軍
事
基
地

の
不
釣
り
合
い
な
大
多
数
を
抱

え
て
い
る
と
い
う
事
実
も
、
時

折
起
こ
る
軍
属
に
よ
る
犯
罪
や

オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
も
知

っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
も
っ

と
大
局
的
に
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
基
地
は
日
本
だ
け
で
な

く
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安

高
校
生
と
大
学
生
が
来
米

Ｎ
Ｙ
大
使
公
邸
で
意
見
交
換
会

沖縄の未来を考える研修
　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
Ｎ
Ｙ
市
警
察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
）
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ａ
・
キ

ャ
バ
ン
本
部
長
は
３
月
28
日
、

深
刻
化
す
る
地
下
鉄
犯
罪
の
防

止
対
策
と
し
て
、
銃
器
探
知
機

を
複
数
の
地
下
鉄
駅
構
内
に
設

置
す
る
計
画
を
発
表
し
た
。

　

同
市
警
は
今
後
90
日
間
、
公

共
監
査
監
視
技
術
法
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ

Ｔ
）
に
基
づ
き
、
武
器
探
知
の

た
め
の
先
端
技
術
を
検
討
し
、

そ
の
後
、
探
知
機
を
複
数
の
駅

に
設
置
し
て
性
能
を
監
視
す

る
。
ロ
ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
フ
ル
ト
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
共
同
記
者
会

見
を
行
っ
た
同
市
長
は
「
Ｎ
Ｙ

に
と
っ
て
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
的

瞬
間
だ
」
と
述
べ
、
武
器
探
知

機
メ
ー
カ
ー
の
エ
ボ
ル
ブ
社
の

製
品
を
紹
介
し
た
。
同
社
の
製

品
は
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
や
ワ
ン
・
ヴ

ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
、
シ
テ
ィ
・

フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
が
す
で
に
利

用
し
て
い
る
。

　

導
入
台
数
や
無
作
為
に
利
用

者
を
検
査
す
る
の
か
な
ど
、
利

用
の
詳
細
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
法
的
事
項
担
当
の
マ

イ
ケ
ル
・
ガ
ー
バ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

本
部
長
補
佐
は
、
同
探
知
機
を

通
る
か
否
か
に
は
市
民
の
権
利

が
あ
り
、
拒
否
し
た
と
し
て
も

乗
車
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
話
し
て
い
る
。
ア
ダ

ム
ス
同
市
長
は
、
同
探
知
機
は

利
用
者
の
顔
認
識
や
生
体
認
証

の
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
市
長
は
、
地
下
鉄
機

関
を
巡
回
し
精
神
的
疾
患
が
原

因
の
暴
力
行
為
に
対
応
す
る
、

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
新

た
な
地
下
鉄
協
調
的
支
援
（
Ｓ

Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
）
チ
ー
ム
の
拡
大
の

た
め
に
、
臨
床
医
の
雇
用
を
開

始
す
る
こ
と
も
伝
え
た
。
Ｍ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
と
、
同
チ
ー
ム
は
過

去
３
か
月
間
で
、
１
日
当
た
り

１
人
に
相
当
す
る
約
90
人
に
対

処
し
た
。

地
下
鉄
駅
に
武
器
探
知
機

Ｎ
Ｙ
市
さ
ら
に
警
備
強
化

全
保
障
に
不
可
欠
で
あ
る
。
中

国
が
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
軍

事
力
を
誇
示
し
、
北
朝
鮮
が
ミ

サ
イ
ル
を
撃
ち
続
け
、
ロ
シ
ア

が
プ
ー
チ
ン
の
下
で
権
威
主
義

に
回
帰
し
て
い
る
今
、
抑
止
力

と
し
て
機
能
す
る
戦
略
的
立
地

と
い
う
理
由
も
あ
る
」
と
答
え

た
。

や
現
地
学
生
と
の
交
流
等
を
実

施
。
令
和
２
年
度
は
東
京
で
実

施
、
令
和
３
年
度
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
。
令
和
４
年
度
は
令

和
５
年
３
月
に
40
人
を
米
国
に

派
遣
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
生
ま
れ
て
弁
護
士
に
な
っ
た

経
歴
、
日
系
人
の
歴
史
、
戦
後

の
ラ
ラ
物
資
の
日
本
支
援
や
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
の
現
在
の
活
動
な

ど
を
紹
介
し
た
。
日
本
人
留
学

生
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
国
際

的
な
人
材
に
育
っ
て
い
っ
て
欲

し
い
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
と
を
も

っ
と
学
ん
で
欲
し
い
と
述
べ

た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
長

く
活
躍
し
た
カ
タ
ヤ
マ
氏
は
戦

後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
生
ま
れ
、
父
と
そ
の

家
族
が
太
平
洋
戦
争
中
に
日
系

人
強
制
収
容
所
に
抵
抗
も
せ
ず

に
移
動
し
た
こ
と
に
子
供
の
頃

は
反
感
を
持
っ
て
い
て
自
分
が

日
系
の
ル
ー
ツ
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
恥
じ
て
い
た
が
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
に
入
学
し
て
ド
ナ

ル
ド
・
キ
ー
ン
教
授
と
の
出
会

い
に
よ
っ
て
日
本
文
化
に
魅
了

さ
れ
、
日
系
人
で
あ
る
こ
と
に

　

宝
酒
造
は
３
月
23
日
、
日
本

酒
の
「
松
竹
梅
白
壁
蔵
『
澪
』

PREMIUM

（ROSE

）」

約

9
万
6
０
０
０
本
を
自
主
回
収

す
る
と
発
表
し
た
。
原
料
に
使

っ
て
い
る
紅
麹（
べ
に
こ
う
じ
）

に
つ
い
て
、
供
給
元
の
小
林
製

薬
が
健
康
被
害
の
報
告
が
あ
っ

た
と
し
て
自
主
回
収
を
始
め
た

こ
と
を
受
け
た
措
置
。
米
国
で

同
社
の
「
澪
」
を
輸
入
販
売
し

て
る
Ｎ
Ｙ
共
同
貿
易
に
よ
る

と
、
今
回
自
主
回
収
対
象
と
な

っ
て
い
る
「ROSE

」
は
米
国

に
は
輸
入
し
て
お
ら
ず
販
売
し

て
い
な
い
。
無
色
透
明
の
ク
リ

ア
な
清
酒
「
澪
」
の
み
を
販
売

し
て
お
り
安
全
性
に
は
問
題
な

い
と
し
て
い
る
。
小
林
製
薬
は

24
日
、
健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
自
主
回
収
を
決
め
た

機
能
性
表
示
食
品
に
含
ま
れ
る

「
紅
麹
（
べ
に
こ
う
じ
）」
原
料

を
飲
料
や
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど

52
社
に
供
給
し
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

清
酒
「
澪
」ROSE

米
国
で
は
販
売
な
し

宝
酒
造
が
日
本
で
自
主
回
収

　

先
月
26
日
に
崩
落
し
た
フ
ラ

ン
シ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ー
橋

が
港
と
大
西
洋
を
寸
断
し
て
い

る
た
め
、
当
局
は
船
の
出
入
り

を
す
べ
て
停
止
し
た
。
国
際

港
湾
労
働
者
協
会
（
Ｉ
Ｌ
Ａ
）

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
支
部
の
ス
コ

ッ
ト
・
コ
ー
ワ
ン
支
部
長
は
、

「
２
４
０
０
人
の
組
合
員
は
間

も
な
く
職
を
失
う
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

　

ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
港
は
、
国
際

貿
易
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
に
お

い
て
米
国
第
９
位
。
供
給
網
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
の

港
湾
地
域
で
は
代
替
ル
ー
ト
が

あ
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

よ
り
物
流
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
影
響
は
な
い
と
い
う
。
海
上

輸
送
に
つ
い
て
も
物
流
専
門
家

ら
は
、
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
ノ
ー
フ

ォ
ー
ク
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
サ
バ
ン
ナ
と
い
っ
た
近

隣
の
港
湾
が
代
替
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

危
機
や
商
品
価
格
の
高
騰
は
起

き
な
い
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
港
は

車
両
が
そ
の
ま
ま
乗
り
込
め
る

ク
レ
ー
ン
不
要
の
最
大
取
り
扱

い
港
で
自
動
車
や
農
業
・
建
設

機
械
業
界
な
ど
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
３
年

は
約
85
万
台
の
自
動
車
・
小
型

ト
ラ
ッ
ク
を
取
り
扱
っ
た
。

船
舶
の
出
入
り
禁
止

ボ
ル
チ
モ
ア
港
事
故

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
３
月

31
日
深
夜
、
女
性
が
ハ
ン
マ
ー

で
殴
ら
れ
る
事
件
が
起
き
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
に
よ
る
と

１
日
午
前
0
時
９
分
頃
、
セ
ン

タ
ー
ド
ラ
イ
ブ
の
64
丁
目
付
近

で
、
自
転
車
に
乗
っ
た
男
が
歩

い
て
い
た
女
性
（
39
歳
）
に
接

近
し
て
押
し
倒
し
、
ハ
ン
マ
ー

で
背
中
を
殴
っ
た
と
い
う
。
暴

行
の
理
由
は
と
く
に
認
め
ら
れ

ず
、
男
は
す
ぐ
さ
ま
去
っ
た
。

女
性
に
治
療
の
必
要
は
な
か
っ

た
が
、
犯
人
は
捕
ま
っ
て
お
ら

ず
警
察
が
捜
査
を
続
け
て
い

る
。マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
最
近
、

女
性
が
路
上
で
殴
ら
れ
る
事
件

が
相
次
い
で
い
る
。「
リ
ア
ル
・

ハ
ウ
ス
ワ
イ
フ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
」
の
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
番
組
の
ス
タ
ー
、
ベ
セ

ニ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ル
さ
ん
が
3

月
28
日
、
市
内
で
ア
パ
ー
ト
探

し
を
し
て
い
た
際
に
「
ホ
ー
ム

レ
ス
の
男
性
」
に
顔
を
殴
ら
れ

た
と
動
画
投
稿
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｉ

ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ
ィ
ッ
ク
ト
ッ

ク
）」
で
報
告
し
た
こ
と
も
大

き
な
注
目
を
浴
び
た
。
女
性
が

無
作
為
に
襲
わ
れ
る
よ
う
だ
と

し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
「
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
女
性
に
恐
怖
心
を

植
え
付
け
る
運
動
の
一
環
で
は

な
い
か
」
と
の
陰
謀
論
も
出
る

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
襲
撃
事
件
は
少
な
く
と

も
６
件
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

最
初
は
3
月
17
日
に
ロ
ウ
ア

ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ケ
ン
メ

ア
通
り
75
番
地
で
発
生
。
犬
の

散
歩
を
し
て
い
た
25
歳
の
女
性

が
頭
を
殴
ら
れ
た
。
3
月
25
日

に
は
３
件
起
き
た
。
最
初
に
ロ

ウ
ア
ー
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
リ

ビ
ン
グ
ト
ン
通
り
と
ク
リ
ス
テ

ィ
通
り
で
36
歳
の
女
性
が
横
断

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
後
ろ
か
ら

男
が
駆
け
寄
っ
て
背
中
を
殴
っ

た
と
い
う
。
午
前
10
時
20
分
、

７
番
街
１
１
６
丁
目
で
23
歳
の

女
性
が
携
帯
電
話
を
見
て
い
た

と
こ
ろ
、
中
型
の
犬
を
散
歩
さ

せ
て
い
た
男
が
女
性
の
顔
を
殴

っ
た
。
３
件
目
の
事
件
で
は
、

27
歳
の
女
性
が
五
番
街
を
歩
い

て
い
た
と
き
に
顔
を
殴
ら
れ

た
。
26
日
は
２
件
あ
り
、
正
午

頃
、
男
が
24
歳
の
女
性
の
左
側

頭
部
を
ひ
じ
で
殴
っ
た
。
ま
た

別
の
24
歳
の
女
性
が
６
番
街
を

歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
男
に
頭
を

殴
ら
れ
た
。

女
性
殴
打
事
件
相
次
ぐ

Ｎ
Ｙ
市
内
で
連
続
６
件
発
生

https://nyaikikai.com/
https://www.fivelightscenter.com/
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確
定
申
告
の
方
法
と

追
徴
・
過
払
い
税
金

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

皆
様
の
中
に
は
す
で
に
確
定

申
告
書
が
完
成
し
て
申
告
さ
れ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
確

定
申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

税
務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
任
せ

す
る
と
し
て
も
、
完
成
し
た
確

定
申
告
書
は
税
務
当
局
へ
送
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
追
徴
税
が
発
生
し
て
い
る

方
は
当
局
へ
の
支
払
い
が
必
要

で
す
。
過
払
い
が
あ
る
方
も
、

ど
の
よ
う
な
形
で
精
算
を
受
け

る
か
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
皆
様
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
税
務
当
局

へ
の
確
定
申
告
の
送
付
、
支
払

い
、
な
ら
び
に
過
払
い
の
精
算

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

▽
確
定
申
告
方
法

　

米
国
確
定
申
告
は
電
子
申
告

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
確
定
申
告
書
作
成

者
は
電
子
申
告
で
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
子
申
告
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
告
デ
ー
タ
を
各
当
局
に
送

信
し
ま
す
の
で
、
申
告
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
作
成
や
郵
送
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
税
務
当
局
が
確
定

申
告
デ
ー
タ
を
受
理
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
や
、
当
局
で
の
申

告
書
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
確
に
行

わ
れ
る
、
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
早

く
行
わ
れ
る
た
め
に
還
付
金
が

早
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
々
電
子

申
告
が
で
き
る
確
定
申
告
書
の

範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
、
非
居

住
者
の
確
定
申
告
書
で
あ
る

1040NR

も
電
子
申
告
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
確
定
申
告
書
は
、
当
局

へ
書
面
で
郵
送
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
を
行
い
ま
す
。
年
中
に

居
住
者
と
非
居
住
者
の
両
方
の

居
住
者
身
分
を
有
す
る
二
重
身

分
者
は
電
子
申
告
に
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
番
号
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
）
の

新
規
の
申
請
は
、
申
請
書
類
を

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
行
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
は
原
本
で

あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
確

定
申
告
は
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
州
税
の
確
定
申
告

は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
の
で
別
途
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
追
徴
税
額

　

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た

最
終
税
額
が
源
泉
徴
収
税
や
予

定
納
税
額
な
ど
で
納
め
た
税
額

を
上
回
る
場
合
は
追
徴
税
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
支
払
い
の
期
日
は
4

月
15
日
と
な
り
ま
す
。
支
払
い

方
法
と
し
て
お
も
に
次
の
4
つ

を
説
明
し
ま
す
。

ａ　

小
切
手
の
郵
送
：
小
切
手

に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
番
号
と
年
次
、
申
告
様
式
を

記
載
し
、1040-V
な
ど
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
当
局
へ
郵

送
し
ま
す
。

ｂ　

銀
行
口
座
か
ら
の
引
き
落

と
し
：
電
子
申
告
を
行
う
場
合

に
、
指
定
し
た
日
に
銀
行
口
座

か
ら
追
徴
税
額
を
引
き
落
と
す

方
法
で
す
。

ｃ　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：
主

要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
追

徴
税
額
を
支
払
う
こ
と
も
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
法

は
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

ｄ　

Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
登
録
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
支
払
う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
支
払
い

ま
す
。

　

追
徴
税
額
を
一
度
に
全
額
支

払
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は

分
割
払
い
を
す
る
こ
と
も
条
件

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

申
告
期
日
ま
で
に
追
徴
税
を

支
払
わ
な
い
と
、
支
払
い
遅
延

の
罰
則(

延
納
税)

が
課
さ
れ

ま
す
。
延
納
税
は
未
納
の
税
額

に
対
し
て
月
々
０
・
５
％
、
最

大
25
％
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
追
徴
額
に
は
利
息

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
申

告
書
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
な

い
場
合
は
申
告
遅
延
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
納
税

額
に
対
し
て
月
々
５
％
、
最
大

で
25
％
ま
で
が
課
さ
れ
ま
す

が　

延
納
税
が
同
時
に
発
生
し

て
い
る
場
合
は
延
納
税
分
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。
確
定
申
告
書

を
期
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
延
長
申
請
書
（Form 

4868
）
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

延
長
申
請
は
納
付
の
期
日
を
延

長
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
延
納
税
と
利
子
の
支
払

い
を
避
け
る
た
め
に
は
4
月
15

日
ま
で
に
見
込
み
の
追
徴
税
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
過
払
い
税
額

　

最
終
税
額
が
納
め
た
税
額
を

下
回
る
場
合
は
過
払
い
の
状
況

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
3

つ
の
方
法
で
過
払
い
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ａ　

 

還
付
小
切
手
：
還
付
小

切
手
が
確
定
申
告
書
に
記
載
し

た
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ｂ　

銀
行
振
込
み
：
過
払
い
額

が
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

ｃ　

次
年
度
の
納
税
額
に
充
当

還
付
状
況
は
税
務
当
局
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.irs.gov 

“W
here’s My Refund?”

）
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

還
付
請
求
の
時
効
は
確
定
申
告

の
提
出
期
日
か
ら
3
年
と
な
り

ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

www.nyseikatsu.com
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る

従
業
員
が
お
る
ん
じ
ゃ
が
、
ど

こ
で
給
与
税
を
は
ら
わ
な
あ

か
ん
の
か
教
え
て
く
れ
ん
か

の
？
」
会
社
経
営
者
の
鬣
（
た

て
が
み
）
は
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
；
譲
謙
）
に

お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。「
た
し

か
に
昨
今
の
働
き
方
と
し
て
、

会
社
の
あ
る
場
所
以
外
の
州
に

住
ん
で
い
る
従
業
員
を
雇
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー

で
す
」「
そ
う
じ
ゃ
、
そ
ん
な

時
は
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
じ
ゃ
？
」「
原
則
と
し
て
、

そ
の
従
業
員
が
住
ん
で
い
る
州

で
連
邦
税
と
州
税
を
源
泉
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

「
そ
う
す
る
と
会
社
は
そ
の
州

で
源
泉
徴
収
の
た
め
の
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
の

う
？
」「
は
い
、
そ
の
通
り
で

す
。
さ
ら
に
、
州
の
労
働
局
に

も
登
録
が
必
要
で
す
」「
何
、

そ
う
す
る
と
そ
の
州
の
最
低

賃
金
やDisability Insurance 

やWorker’s compensation

の
規
則
も
そ
の
州
の
規
定
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
の

う
？
」「
は
い
、そ
の
通
り
で
す
」

「
そ
れ
は
厄
介
じ
ゃ
の
う
。
何

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
給
与
計
算
手
続
き

か
い
い
方
法
は
な
い
か
？
」「
特

定
の
州
間
で
は
給
与
税
に
つ
い

てReciprocal Agreement

（
相
互
協
定
）
と
い
う
も
の
が

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
」「
な
ん
じ
ゃ
そ
れ
は
？
」

「
互
恵
協
定
と
よ
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
」「
相
互
協
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
従
業
員

に
つ
い
て
は
、
住
ん
で
い
る
州

で
の
み
の
源
泉
徴
収
に
な
り
ま

す
。
そ
の
場
合
に
は
、
従
業
員

は
非
居
住
証
明
の
提
出
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」「
そ

れ
じ
ゃ
、
会
社
の
あ
る
州
と
従

業
員
の
住
ん
で
い
る
州
の
２
か

所
分
の
源
泉
徴
収
は
必
要
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
。
よ

か
っ
た
」「
源
泉
徴
収
に
関
し

て
は
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、

失
業
保
険
税
は
通
常
会
社
の
あ

る
州
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
」「
な
ん
か
面
倒
じ
ゃ
の
う
」

「
そ
の
相
互
協
定
が
結
ば
れ
て

い
る
州
は
ど
こ
じ
ゃ
？
」「
州

が
隣
同
士
で
州
を
越
え
て
の
通

勤
を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
近

隣
の
州
同
士
が
多
い
で
す
。
給

与
税
の
相
互
協
定
を
結
ん
で
い

る
州
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま

す
。AZ-CA-IN-OR-VA, 

DC-MD-VA, IL-IA-KY-MI-
W

I, IN-KY-MI-OH-PA-W
I, 

IA-IL,KY̶
IL-IN-MI-OH-

VA-WV-WI, MD-PA-VA-DC-
W

V, MI-IL-IN-KY-MN-OH-
WI, MN-MI-ND,MT-ND, NJ-
PA, ND-MN-MT, OH-ID-KY-
MI-PA-W

V, PA-IN-MD-NJ-
OH-VA-WV, VA-KY-MD-PA-
DC-W

V, W
V-KY-MD-OH-

PA-VA, W
I-IL-ID-KY-MI

」

「
す
ご
い
な
」「
ち
な
み
に
州
税

自
体
が
な
い
州
も
あ
り
ま
す
。

ア
ラ
ス
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
、
ネ

バ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ

ー
、
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
、
テ
ネ
シ

ー
、
テ
キ
サ
ス
、
ワ
シ
ン
ト

ン
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
の
各
州
で

す
」「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
は
、
特
別
な

源
泉
徴
収
の
ル
ー
ル
が
あ
る
と

聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
、本
当
か
？
」

「
は
い
、Convenience of the 

Employer Rule

と
い
う
も
の

が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
州

は
、
会
社
の
あ
る
州
で
の
み
源

泉
徴
収
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
」「
そ
れ
ば
楽

で
よ
い
の
う
」「
そ
う
な
ん
で

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
の
他
、
デ
ラ
ウ
エ

ア
州
や
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
、
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
も
採
用
し
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
も
こ
の
ル
ー
ル
を

採
用
し
ま
し
た
」「
な
ん
か
、

給
与
の
源
泉
徴
収
は
面
倒
く
さ

そ
う
じ
ゃ
が
、
適
法
に
行
わ
な

い
と
な
。
あ
り
が
と
う
」「
ど

う
い
た
し
ま
し
て
」

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

：

齊
藤
幸
喜

　

Ｎ
Ｙ
州
を
拠
点
と
す
る
大
手

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ

ー
ン
の
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
は
日
食

が
起
こ
る
４
月
８
日
、
従
業
員

が
観
測
で
き
る
よ
う
同
州
内
の

46
店
舗
を
午
後
の
30
分
間
、
営

業
を
停
止
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。同
ス
ー
パ
ー
は
声
明
で「
皆

既
日
食
が
観
測
で
き
る
の
は
一

生
に
一
度
の
機
会
で
あ
り
、
従

業
員
た
ち
に
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
し
て
ほ
し
く
は
な
い
」
と
伝

え
て
い
る
。
閉
店
す
る
の
は
午

後
３
時
か
ら
３
時
30
分
で
、
処

方
箋
薬
局
の
受
け
取
り
や
デ
リ

バ
リ
ー
も
一
時
的
に
利
用
で
き

な
い
。
ま
た
同
ス
ー
パ
ー
は
、

事
前
に
購
入
で
き
る
観
測
用
の

メ
ガ
ネ
や
日
食
パ
ー
テ
ィ
用
の

食
材
や
カ
ク
テ
ル
メ
ニ
ュ
ー
な

ど
も
各
店
舗
で
提
供
す
る
。
対

象
店
舗
・
詳
細
は
公
式
サ
イ

トhttps://www.wegmans.
com/

を
参
照
す
る
。

　

前
回
に
同
州
で
皆
既
日
食
が

観
測
さ
れ
た
の
は
１
９
２
５

年
、
次
回
米
国
か
ら
観
測
で
き

る
の
は
２
０
４
５
年
、
Ｎ
Ｙ
州

か
ら
は
79
年
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
地
域
に
よ
っ
て
は

月
が
太
陽
に
完
全
に
隠
れ
る
皆

既
日
食
も
観
測
で
き
る
た
め
、

同
州
内
で
は
日
食
観
測
用
メ
ガ

ネ
の
無
料
配
布
や
観
測
ツ
ア
ー

パ
ー
テ
ィ
、
花
火
な
ど
日
食
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
る
。

日
食
に
つ
き

30
分
営
業
中
止

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
4
月
8
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
春
の
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス

を
開
催
す
る
。
在
外
選
挙
人
登

録
申
請
の
受
け
付
け
、
パ
ス
ポ

ー
ト
の
交
付
、
各
種
証
明
書
の

交
付
と
受
け
付
け
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
▽
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ

＝
５
月
23
日
（
木
）
午
後
５
時

か
ら
８
時
。
▽
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

＝
５
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時

か
ら
正
午
。
▽
チ
ャ
ー
ル
ス
ト

ン
＝
５
月
30
日
（
木
）
午
後
５

時
か
ら
８
時
。
▽
バ
ッ
フ
ァ
ロ

ー
＝
６
月
６
日
（
木
）
午
後
５

時
か
ら
８
時
。
▽
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
＝
６
月
13
日
（
木
）
午

前
11
時
か
ら
午
後
２
時
。
利
用

に
当
た
っ
て
は
、
申
請
書
の
提

出
期
限
は
各
開
催
日
の
２
週
間

前
（
同
館
必
着
）
と
な
っ
て
い

る
の
で
要
注
意
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

ny.us.emb-japan.go.jp

春
の
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス

５
月
か
ら
５
都
市
で
開
催

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
tel:18778852726
mailto:kyoko5japan@gmail.com
tel:2122136069
https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.nyseikatsu.%E3%82%8B%E3%81%AE
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２
０
２
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ザ

の
申
請
費
用
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
（
２
）

クイックUSA

課
さ
れ
ま
す
。

　IRC 

§ 501(c)(3)

の
非
営

利
団
体(

内
国
歳
入
庁
か
ら
税

法
上
の
認
証
を
得
て
、
非
営
利

法
人
と
し
て
寄
付
行
為
に
対
す

る
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
認
め

ら
れ
て
い
る
団
体)

の
請
願
者

に
対
し
て
は
「
亡
命
プ
ロ
グ
ラ

ム
料
金
」
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
家
族
ベ
ー
ス
の
移
民
ビ
ザ
申

請
料
金
の
値
上
げ

　

ま
た
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
新
し
い

申
請
料
金
は
、
家
族
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
申
請
も
よ
り
高
額
に

な
り
ま
す
。こ
の
変
更
に
よ
り
、

米
国
市
民
が
海
外
の
婚
約
者
に

Ｋ-

１
ビ
ザ
を
申
請
す
る
場
合

に
必
要
なI-129F

の
申
請
料

金
は
今
ま
で
よ
り
１
４
０
ド
ル

高
く
な
り
、
６
７
５
ド
ル
と
な

り
ま
す
。
同
様
に
、
家
族
が
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
た

め
の
申
請
書I-130

の
申
請
料

金
も
26
％
増
の
６
７
５
ド
ル
に

な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申

請
す
る
場
合
は
50
ド
ル
安
く
申

166

請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
維
持
費

は
安
く
な
る
が
、
条
件
付
永
住

者
の
申
請
料
は
上
昇

　

10
年
間
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

を
持
つ
永
住
権
保
持
者
は
、
通

常
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
が
失
効

す
る
６
か
月
前
以
内
に
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
更
新
を
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
永
住
権
保

持
者
はI-90

（
永
住
権
更
新

申
請
書
）
の
申
請
料
金
が
今
ま

で
よ
り
下
が
り
、
５
４
０
ド
ル

か
ら
４
６
５
ド
ル
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
米
国
市
民
の
配

偶
者
が
永
住
権
を
取
得
す
る

際
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
発
給
時

に
婚
姻
期
間
が
２
年
未
満
で
あ

る
場
合
は
２
年
間
の
条
件
付

き
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
が
発
給
さ

れ
ま
す
が
、 

こ
の
条
件
を
取
り

外
し
、
10
年
間
有
効
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
へ
更
新
す
る
た
め
に

I-751

を
提
出
す
る
条
件
付
永

住
者
は
、
申
請
費
用
が
今
ま
で

の
６
８
０
ド
ル
か
ら
１
１
９
５

ド
ル
へ
と
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ

ま
す
。

■
市
民
権
取
得
手
数
料
に
関
し

て
は
緩
や
か
な
値
上
げ

　N-400
（
帰
化
申
請
書
）
の

料
金
は
今
ま
で
の
申
請
料
金
か

ら
５
％
増
の
７
６
０
ド
ル
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
バ
イ
オ
メ

ト
リ
ク
ス
の
手
数
料
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
の
申
請
料
金
の
一
部
と
な

る
た
め
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス

の
手
数
料
を
払
う
必
要
の
な
い

75
歳
以
上
の
申
請
者
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
実
質

19
％
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
・
プ
ロ
セ
ス
申

請
料
金
の
値
上
げ

　

ま
た
米
国
移
民
局
は
プ
レ
ミ

ア
ム
・
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
の
申

請
書
で
あ
るI-907

の
申
請
料

金
を
24
年
２
月
26
日
か
ら
値
上

げ
す
る
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

主
な
申
請
料
金
の
変
更
は
次
の

通
り
で
す
。
Ｈ-

２
Ｂ
、
Ｒ-

１
以
外
の I-129

とI-140

の

プ
レ
ミ
ア
ム
・
プ
ロ
セ
ス
の
申

■
そ
の
他
の
主
な
申
請
書
の
費

用
変
更

　

そ
の
他
の
主
な
申
請
書
の
費

用
変
更
は
次
の
通
り
。

I-140 

の
申
請
費
用
は
７
０
０

ド
ル 

か
ら
７
１
５
ド
ル
へ
。

I-485 

の
申
請
費
用
は

１
１
４
０
ド
ル 

か
ら 

１
４
４
０
ド
ル
へ
。

I-539 

の
申
請
費
用
は
３
７
０

ド
ル
か
ら
４
７
０
ド
ル
へ
。

■
新
た
な
追
加
申
請
料
金
の
発

生
　

ま
た
こ
れ
ら
の
基
本
申
請
料

金
の
値
上
げ
に
加
え
、
小
規
模

雇
用
主
お
よ
び
非
営
利
団
体
を

除
く
す
べ
て
のI-129

お
よ
び

I-140

の
申
請
書
に
対
し
て
、

新
た
に
６
０
０
ド
ル
の
「
亡
命

プ
ロ
グ
ラ
ム
料
金
」
が
課
さ
れ

ま
す
。

　

小
規
模
雇
用
主
（
フ
ル
タ
イ

ム
従
業
員
数
が
25
人
以
下
）
に

は
、
基
本
申
請
料
金
の
引
き
上

げ
に
加
え
て
３
０
０
ド
ル
の

「
亡
命
プ
ロ
グ
ラ
ム
料
金
」
が

　

今
回
は
米
国
移
民
局
に
よ
っ

て
発
表
さ
れ
た
24
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
大
幅
な
ビ
ザ

申
請
費
用
の
変
更
お
よ
び
申
請

費
用
以
外
で
の
注
目
す
べ
き
変

更
点
、
ま
た
24
年
２
月
26
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
・

プ
ロ
セ
ス
申
請
費
用
の
値
上
げ

に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
大
幅
な
ア
メ
リ
カ
ビ
ザ
申
請

料
金
の
改
正
は
、
様
々
な
移
民

手
続
き
に
関
連
す
る
コ
ス
ト
の

顕
著
な
変
化
を
意
味
し
、
特
に

雇
用
ベ
ー
ス
の
ビ
ザ
申
請
に
関

わ
る
雇
用
主
や
投
資
家
、
及
び

ビ
ザ
申
請
者
に
大
き
な
負
担
と

な
る
た
め
多
大
な
影
響
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
ビ
ザ
申
請
に
関
す

る
計
画
や
予
算
を
立
て
る
際
に

は
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
変
更
点

に
注
意
し
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

記
事
監
修

木
村
原

Kimura Law Offi  ce
www.919usa.com

Gambling Addiction 
ギャンブル中毒

　　　　　　　 大リーグ大谷選手の通訳がスポーツ賭博に手を染めていたとの報道が、アメリカと日本を
駆け巡りました。同氏は自分がGambling Addiction（ギャンブル中毒）だったと認め謝罪し
たのです。Addiction とは悪癖に溺れることで、そんな人はAddict（中毒者）と呼ばれます。

　アメリカにおけるスポーツ賭博は、日本とは全く比較にならないほど巨大です。2024年のアメフトのスーパーボ
ウルでは、230 億ドル　（約３兆5000億円）にも上る大金が賭けられたと言われています。そして、調査によると
全米人口の約１％がCompulsive（衝動的） Gamblingと表現される神経症で、ギャンブルから抜け出せない Addiction 
の状態にあるそうです。　　
　ギャンブルに関する法律は州ごとに異なります。大谷選手とドジャーズがいるカリフォルニア州においては、ス
ポーツ賭博は違法です。　ニューヨーク州は、2022年にオンラインでのスポーツ賭博を解禁し、その結果、これま
でに１７.５億ドル（約2650億円）の税収を得ています。ホークル州知事は今後も増収に期待していますが、当然、
Gambling Addictionも拡大するでしょう。
　大谷選手の通訳をめぐるニュースは残念です。しかし、主要メディアがこの事件を大きく報道することで、ア
メリカのGambling Addiction が白日の下にさらされました。各州は、賭博から得る税収だけではなく、Gambling 
Addiction がもたらす社会問題にももっと目を向けるべきではないでしょうか。（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【270】

請
料
金
は
２
５
０
０
ド
ル
か
ら

２
８
０
５
ド
ル
へ
。I-539

の

プ
レ
ミ
ア
ム
・
プ
ロ
セ
ス
の
申

請
料
金
は
１
７
５
０
ド
ル
か
ら

１
９
６
５
ド
ル
へ
。

■
申
請
費
用
以
外
で
の
注
目
す

べ
き
大
き
な
変
更

　I-907

の
プ
レ
ミ
ア
ム
プ
ロ

セ
ス
の
審
査
日
数
が
現
状
の
15

カ
レ
ン
ダ
ー
日
か
ら
、
15
営
業

日
へ
と

変
更
さ
れ
ま
す
。
15
営
業
日
と

な
る
と
3
週
間
に
相
当
す
る
た

め
顕
著
な
変
更
と
い
え
ま
す
。

　

バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
の
手
数

料
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
適
用
さ
れ

る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
主
要
な
手

数
料
に
組
み
込
ま
れ
ま
す
。

　

同
時
に
申
請
す
る
場
合
で

も
、I-485

（
在
留
資
格
／
ス

テ
ー
タ
ス
変
更
）、I-765
（
労

働
許
可
）、I-131

（
再
入
国
許

可
）
の
申
請
に
は
別
途
料
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
許
可
さ
れ
て
い
る
場

合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
料
金
は

ペ
ー
パ
ー
申
請
料
金
よ
り
低
く

な
り
ま
す
。

　

日
本
語
放
送
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ

ン
か
ら
移
行
し
た
新
サ
ー
ビ

ス
、Jme

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
録

画
す
る
に
は
、
ど
ん
な
方
法
が

あ
る
の
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が

同
社
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
に

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
質
問

に
つ
い
て
同
社
に
聞
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
答
え
は
「
残

念
な
が
らJme

で
は
、
番
組

の
録
画
は
出
来
な
い
設
定
に
な

っ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

そ
の
理
由
は
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
は
複
製
が
作
り
や
す
く
、
私

的
な
利
用
範
囲
を
超
え
た
複
製

が
行
わ
れ
、
無
断
で
営
利
目
的

に
流
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
著
作
権
を
保
護
す
る
観

点
か
ら
、
現
在
、
多
く
の
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
は
コ

ピ
ー
ガ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
保
護

手
段
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

い
う
。こ
う
し
た
事
情
を
受
け
、 Jme

で
は
録
画
は
出
来
な
い

が
、
同
社
で
は
次
の
２
つ
の
手

段
で
見
逃
し
た
番
組
を
後
で
観

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
そ

の
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
１
）Jme

セ
レ
ク
ト
＝
米
国
・

カ
ナ
ダ
で
の
生
活
時
間
帯
に
合

わ
せ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
プ

レ
ミ
ア
ム
か
ら
厳
選
し
た
6
時

間
分
の
番
組
を
1
日
4
回
配
信

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド

プ
レ
ミ
ア
ム
で
見
逃
し
た
場

合
、Jme

セ
レ
ク
ト
の
番
組
表

を
見
て
、
そ
の
な
か
に
お
目
当

て
の
番
組
が
あ
れ
ば
、
観
る
こ

と
が
可
能
。
ニ
ュ
ー
ス
７
や
連

続
テ
レ
ビ
小
説
、大
河
ド
ラ
マ
、

あ
さ
イ
チ
、
き
ょ
う
の
健
康
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど
を
配

信
中
。

　
（
２
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
＝
日
本
と
同
時
期
の
大
河

ド
ラ
マ
、
民
放
ド
ラ
マ
を
は
じ

め
、
話
題
の
映
画
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
、
ア
ニ
メ
な
ど
、
最
新
の

も
の
か
ら
過
去
の
名
作
ま
で
、

多
彩
な
番
組
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
録
画

し
た
番
組
と
同
じ
よ
う
に
、
い

つ
で
も
視
聴
で
き
、
一
時
停
止

や
巻
き
戻
し
、
過
去
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
観
る
こ

と
も
で
き
る
。

接
続
サ
ー
ビ
ス
を
業
者
に
委
託

　

４
月
か
ら
移
行
し
たJme

の
テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の
接

続
の
仕
方
が
よ
く
分
か
ら
な
い

と
い
う
視
聴
者
の
た
め
の
接
続

サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
も
ス
タ
ー

ト
し
た
。Jme

配
信
会
社
が

各
地
の
Ｉ
Ｔ
関
係
業
者
に
業
務

委
託
す
る
形
で
自
宅
で
の
接
続

を
手
伝
う
。
詳
細
は
同
社
カ
ス

タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
＝
電
話
１
・

８
７
７
・８
８
５
・２
７
２
６
ま

で
。

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
移
行

のJm
e

は
録
画
で
き
る
の
か

https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://on-timelimo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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こ
ん
に
ち
は
。
水
素
と
の
出

会
い
が
私
の
生
活
に
革
命
を
も

た
ら
し
て
か
ら
、
そ
の
恩
恵
を

身
近
な
人
々
と
共
有
す
る
こ
と

へ
の
興
奮
を
抑
え
き
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
直
感
的
に
は
す
ぐ
に

で
も
皆
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
慎
重
さ
を
優
先
し
て
３

か
月
の
自
己
試
用
期
間
を
設
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
爽
快

な
朝
を
迎
え
る
私
を
見
て
、
好

奇
心
の
強
い
娘
は
２
週
間
後
に

は
、
15
分
の
「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
モ

ー
ド
」で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

彼
女
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

水
素
吸
引
を
始
め
て
か
ら
、
彼

女
の
睡
眠
が
深
く
な
り
、
イ
ビ

キ
が
減
少
し
ま
し
た
。
論
文
で

は
、
水
素
に
よ
る
レ
ム
睡
眠
と

ノ
ン
レ
ム
睡
眠
の
変
化
に
触
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
な
変
化

が
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

希
望
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
親
戚
た
ち
も
水
素

を
試
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
喘
息
、
糖
尿

病
、
う
つ
病
、
心
臓
疾
患
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
問
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
が
、
水
素
の

使
用
を
開
始
し
て
か
ら
、
症
状

が
改
善
し
始
め
ま
し
た
。
喘
息

の
発
作
が
減
少
し
、
糖
尿
病
の

数
値
が
改
善
し
、
う
つ
病
が
軽

減
さ
れ
、
日
常
生
活
が
楽
に
な

っ
た
と
喜
び
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
経
験
を
通
じ
て
、
水
素

が
私
た
ち
の
身
体
に
も
た
ら
す

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
は
、
単
に

症
状
を
和
ら
げ
る
だ
け
で
は
な

く
、
心
に
も
作
用
す
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
痛
み
が
減
少

し
、
副
交
感
神
経
が
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
よ
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
前
向
き
な
気

持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

い
分
子
が
も
た
ら
す
無
限
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
ま

だ
表
面
を
か
す
め
た
だ
け
で

す
。
水
素
と
の
旅
は
こ
こ
か
ら

が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
３
）
身
近
な
人
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
体
験

う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ

ら
の
変
化
が
副
作
用
な
し
で
達

成
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

水
素
は
私
た
ち
の
生
活
に
新

た
な
希
望
を
も
た
ら
し
、
健
康

上
の
課
題
に
対
し
て
安
全
か
つ

効
果
的
な
解
決
策
を
提
供
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
第
16
回
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企
画
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
：
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ

ー
ズ
」
第
８
弾
が
４
月
20
日

（
土
）
か
ら
５
月
５
日
（
日
）

ま
で YouTube

で
公
開
さ
れ

る
。
参
加
は
無
料
で
誰
で
も
申

氏
（
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

師
）
が
「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
講
座　

夢
を
叶
え
る
時
間

術
」、
中
塚
茂
次
氏
（
コ
ー
ヒ

ー
関
連
器
具
開
発
者
）
が
「
コ

ー
ヒ
ー
は
生
鮮
食
品
！
コ
ー
ヒ

ー
の
プ
ロ
が
そ
の
魅
力
と
美

味
し
い
淹
れ
方
を
紹
介
」
す

る
。
講
座
を
視
聴
す
る
に
は

登
録
が
必
要
。
申
し
込
み
者

に
視
聴
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
連
絡
。
申

込
先
：
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
電
話

２
１
２
・８
４
０
・６
９
４
２
。

Ｅ
メ
ー
ルinfo@jaany.org

し
込
め
る
。
今
回
は
４
人
の
講

師
が
連
続
し
て
セ
ミ
ナ
ー
配
信

を
行
う
。
各
講
師
30
分
程
度
の

凝
縮
セ
ミ
ナ
ー
。
期
間
中
何
度

で
も
自
由
に
視
聴
で
き
る
。

　

講
師
は
、
山
口
里
美
氏
（
一

般
社
団
法
人
日
本
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事
）

が
「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

た
い
！
日
本
の
医
療
・
介
護
と

リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
」。
一
万

田
彬
志
氏
（
柔
道
整
復
師
）
が

「
明
日
か
ら
使
え
る
！
腰
痛
改

善
セ
ル
フ
ケ
ア
」、
篠
原
丈
司

山
口
里
美
氏

一
万
田
彬
志
氏

篠
原
丈
司
氏

中
塚
茂
次
氏

Ｊ
Ａ
Ａ
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

医
療
介
護
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
ま
で

大人の教養
講座第8弾
YouTubeで配信

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
歴
史
研
究
会

は
４
月
26
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
、
日
本
ク
ラ
ブ
・

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
２
階
）
に
て
、
第

１
０
３
回
例
会
／
令
和
6
年
4

月
特
別
例
会
を
開
催
す
る
。
特

別
例
会
と
し
て
日
本
か
ら
2
人

の
講
師
を
招
く
。
西
村
眞
悟
元

衆
議
院
議
員
は
『
現
在
日
本
の

最
大
の
政
治
課
題
は
国
軍
の
創

設
』、
田
母
神
俊
雄
元
航
空
幕

僚
長
は『
日
本
を
取
り
戻
そ
う
』

と
題
し
た
講
演
を
行
う
。
参
加

費
１
２
０
ド
ル
（
食
事
込
み
）。

　

ま
た
、
27
日
（
土
）
は
特
別

企
画「
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト（
米

国
陸
軍
士
官
学
校
）
特
別
研
修

バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
午
前

８
時
15
分
に
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ア

ッ
ト
ホ
テ
ル
前
（
グ
ラ
ン
ド
セ

ン
ト
ラ
ル
駅
横
）
を
出
発
し
、

午
後
６
時
に
帰
着
予
定
。
当
日

は
、
陸
上
自
衛
隊
派
遣
教
官
か

ら
の
施
設
案
内
の
ほ
か
、
こ
の

日
に
開
催
さ
れ
る
サ
ン
ド
ハ
ー

ス
ト
（
総
合
戦
技
）
競
技
会
出

場
の
日
本
代
表
、
防
衛
大
学
校

チ
ー
ム
の
応
援
も
行
う
。
参
加

費
は
１
２
０
ド
ル
、
18
歳
未
満

80
ド
ル
（
昼
食
込
み
）。
バ
ス

定
員
54
人
に
な
り
次
第
締
切
。

　

講
演
会
、
バ
ス
ツ
ア
ー

い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

rekishikenkyuny@gmail.
com

（
三
木
さ
ん
）
ま
で
。

西村氏 田母神氏

特別例会で講演会
Ｎ
Ｙ
歴
史
研
究
会

西
村
氏
と
田
母
神
氏
招
く

　

電
子
工
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
未
経
験
者
を
対
象
に
し

た
、
実
体
験
型
の
親
子IoT 

ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
る
。
対
象
は
小
学

高
学
年
以
上
の
子
供
と
そ
の
保

護
者
。
開
催
日
時
は
５
月
５

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
お
よ
び
19
日
（
日
）
の
2

日
間
。Raspberry Pi

を
使
い
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
語Python

と
ク
ラ
ウ
ド
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

（Kintone

）
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
行
う
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、zoom

を
使
っ
た
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
。
２
，
０
２
０
年
に

第
一
回
を
開
催
、
今
回
は
第
９

回
目
と
な
る
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
登
録

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ビ
ノ
ベ
イ
テ
ィ

ブ
（Binnovative

https://
www.binnovative.org/)　

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
る
ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｉ

Ａ
）
の
主
催
。
同
団
体
の
西
本

会
里
子
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
と
、
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
過
去
の

参
加
者
（
子
ど
も
）
が
講
師
を

務
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進

行
を
担
当
し
、
こ
れ
を
大
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支
援
す
る
形

を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
後
に
は
ハ
ッ

カ
ソ
ン
な
ど
の
学
び
を
活
か
す

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
用
意
さ
れ
て

お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

後
も
、
参
加
し
た
だ
け
で
終
わ

っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
、
学

び
を
深
め
る
機
会
が
得
ら
れ
る

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
る
と

い
う
。
同
団
体
の
外
部
イ
ベ
ン

ト
で
の
活
躍
は
、
本
紙
・「
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
２
０
２
４
年

新
年
特
集
号
で
紹
介
さ
れ
た
。

説
明
会
申
し
込
み
はhttp://

necia.binnovative.org/

参

加
費
無
料
。
但
し
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
使
用
す
る
機
材
は
購
入

す
る
（
50
ド
ル
程
度
）。
問
い

合
わ
せ　

Ｅ
メ
ー
ルkidsiot@

binnovative.org 

西
本
さ
ん
。

初心者向け IoT
オンライン講座
5月5日と19日

電
子
工
作
と

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（https://nyseikatsu.com/
gallery/

）
で
は
２
０
２
４
年

度
の
新
規
展
示
登
録
者
を
募
集

し
て
い
る
。
応
募
規
定
は
次
の

通
り
。

■
募
集
対
象
：
本
紙
で
過
去
に

記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た

は
将
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
開
催
や
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を

希
望
す
る
作
家
。
日
本
を
含
む

米
国
外
居
住
者
も
受
け
付
け

る
。

■
展
示
作
品
：
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
（
写
真
）
な
ど
平
面
で
表

現
で
き
る
画
像
と
し
て
最
大
10

点
ま
で
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
日

本
語
と
英
語
ど
ち
ら
で
も
可
）、

作
家
の
顔
写
真
、
作
家
の
ブ

ロ
グ
、
Ｈ
Ｐ
も
記
載
。
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
ウ
ェ
ブ
版

www.
nyseikatsu.com

　

現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

示
紙
面
ア
ド
レ
スhttps://

nyseikatsu.com/gallery/

で

も
紹
介
す
る
。

■
展
示
期
間
：
１
年
間
。
更
新

可
能
（
更
新
時
に
作
品
の
入
れ

替
え
が
可
能
）

■
掲
載
料
：
年
間
２
０
０
ド
ル
。

■
更
新
料
：
50
ド
ル
（
１
年
）、

75
ド
ル
（
２
年
）

■
販
売
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
２
割
。

■
掲
載
後
の
作
品
の
入
れ
替
え

料
：
１
作
品
に
つ
き
手
数
料
20

ド
ル
。

■

申

し

込

み

と

問

い

合

わ

せ
：

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
Ｅ

メ
ー
ル: miura@nyseikatsu.

com

　
（
担
当
・
三
浦
）
ま
で
。

申
し
込
み
者
に
用
紙
を
メ
ー
ル

送
信
す
る
の
で
必
要
事
項
を
記

載
の
上
、
作
家
の
顔
写
真
、
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
（
日
英
ど
ち
ら
で

も
可
）
を
添
え
、
展
示
作
品
の

画
像
（
１
枚
１
メ
ガ
以
下
の
で

き
る
だ
け
ほ
ど
ほ
ど
の
サ
イ
ズ

で
送
る
よ
う
に
）
重
た
く
な
る

場
合
は
番
号
を
つ
け
て
３
分
割

く
ら
い
に
分
け
て
メ
ー
ル
送
信

す
る
こ
と
。
応
募
し
て
か
ら
展

示
ア
ッ
プ
ま
で
１
か
月
ほ
ど
制

作
準
備
期
間
が
か
か
る
。
サ
イ

ト
が
完
成
し
て
作
家
確
認
後
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
代
金
を

引
き
落
と
し
、
支
払
い
が
完
了

し
て
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ
の
掲

載
と
な
る
。
掲
載
さ
れ
た
日
か

ら
１
年
間
の
掲
載
と
な
る
。

週刊NY生活ギャラリー

2024年度

出展作品を募集
https://nyseikatsu.com/gallery/
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国
際
酒
ソ
ム
リ
エ
は
日
本
酒

教
育
動
画
のYoutube 

チ
ャ

ン
ネ
ル
、SAKE CLUB

「
酒

倶
楽
部
」
を
開
設
し
た
。
英
語

で
日
本
酒
を
学
び
た
い
人
に
は

お
勧
め
の
５
分
間
の
動
画
で
、

SAKE CLUB

に
入
会
す
る
と
、

次
の
特
典
を
う
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
無
料
会
員
は
、
月
に
一

度
の
日
本
酒
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
会

に
参
加
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と

珍
し
い
日
本
酒
や
食
事
を
楽
し

む
会
（
参
加
費
別
）。
プ
レ
ミ

ア
ム
会
員
（
月
20
ド
ル
）
は
、

特
別
価
格
で
の
日
本
酒
ボ
ト
ル

購
入
、
月
に
一
度
の
日
本
酒
ミ

ー
ト
ア
ッ
プ
で
の
10
ド
ル
割

引
、
日
本
酒
醸
造
所
ツ
ア
ー
の

参
加
、Sake Club

日
本
酒
認

定
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
合
格
す
る
と
認
定
書
が
も

ら
え
る
、
な
ど
。

　

入
会
方
法
は
、a-un 

Brooklyn

（https://www.
aunbrooklyn.com/

）
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

「Sake Club

」
か
ら
「
酒
倶

楽
部
」
のSubscribe

ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。
第
１

回
の
ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
はKato 

Sake Works

の
代
表
、
加
藤

氏
を
迎
え
ペ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。Youtube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
は

https://www.youtube.com/
watch?v=LI0OIcvHKdo

YouTubeで
日本酒を学ぼう 酒

倶
楽
部

　

日
本
の
歌
姫
の
座
を
45
年
以

上
守
り
続
け
、
今
世
界
中
で
流

行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ポ
ッ
プ
ス
の
草
分
け

的
な
存
在
で
あ
る
八
神
純
子
の

初
の
単
独
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

が
、
６
月
30
日
（
日
）
午
後
５

時
30
分
か
ら
、
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

（
西
44
丁
目
３
１
５
番
地
）
に

て
開
催
さ
れ
る
。

　

デ
ビ
ュ
ー
時
と
変
わ
ら
ぬ
音

域
と
声
量
が
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
し
た
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ラ
イ
ブ
を

披
露
す
る
。
東
日
本
大
震
災
以

降
、
精
力
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
る
八
神

が
音
楽
の
力
がTERRA

（
地

球
）
を
守
る
糧
と
な
る
よ
う

願
い
を
込
め
て
作
っ
た
新
曲

『TERRA

』
の
海
外
初
披
露
も

予
定
。
11
分
を
超
え
る
大
作
に

も
関
わ
ら
ず
日
本
の
ラ
イ
ブ
で

高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
Ｎ
Ｙ

公
演
で
の
海
外
初
披
露
を
皮

切
り
に
全
米
、
全
世
界
へ
と

『TERRA

』
を
広
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
一
人
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
と
異
名
を
取
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
宮
本
貴
菜
が
友
情

出
演
で
バ
ッ
ク
を
務
め
る
。
ド

ア
オ
ー
プ
ン
は
午
後
４
時
30

分
。

　

入
場
料
は
テ
ー
ブ
ル
席
が
35

ド
ル
46
セ
ン
ト
、
バ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
が
24
ド
ル
91
セ
ン
ト
。

チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
はhttps://

www.birdlandjazz.com/tm-
event/junko-yagami-duo/

を
参
照
す
る
。

6月30日
バードランド

八
神
純
子
ラ
イ
ブ
公
演

　

乳
が
ん
の
最
新
治
療
情
報
や

早
期
発
見
の
啓
発
活
動
を
行
う

非
営
利
団
体
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
４
月
28
日
（
日
）
午
後

１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
、
ダ

ラ
ス
日
本
人
会
会
議
室（4100 

Alpha Road, Suite 103, 
Dallas, TX 75244

）
で
ラ
イ

ブ
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、第
５
回「
日

本
人
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠

イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
サ
ウ
ス
」

を
開
催
す
る
。

　

乳
腺
外
科
主
任
教
授
・
ロ
ズ

ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
高
部
和
明
医
師
が
「
乳
が
ん

の
遺
伝
子
検
査
っ
て
何
？
〜
最

高
の
治
療
を
求
め
て
」
と
題
し

た
基
調
講
演
を
、
一
般
婦
人

科
準
教
授
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
病
院
の
常
盤
真
琴
医
師
が

「
が
ん
の
予
防
に
使
え
る 

避
妊

法
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を

行
う
。
ま
た
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
創
立
者
・
代
表
の
山
本
眞
基

子
氏
が
「
38
歳
で
突
然
乳
が
ん

に
！
治
療
ま
で
の
軌
跡
」
と
題

し
た
経
験
者
ト
ー
ク
を
行
う
。

司
会
は
Ｆ
Ｃ
Ｉ
ー
Ｎ
Ｙ
の
久
下

香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー
。 　

　

講
演
は
会
場
で
の
開
催
の
他

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
生
配
信
さ

れ
、
人
数
制
限
な
し
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
参
加
で
き
る
。
参
加
希
望

の
場
合
、
Ｂ 

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

bcnetwork.org

）
か
ら
事
前

に
申
し
込
む
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ
メ
ー
ルinfo@bcnetwork.

org 

ま
で
。
同
非
営
利
団
体
は

米
国
で
日
本
人
の
多
く
住
む
西

海
岸
、
テ
キ
サ
ス
、
ハ
ワ
イ
に

も
拡
大
し
て
、
乳
が
ん
や
女

性
系
が
ん
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ

配
信
を
見
逃
し
た
人
の
た
め

に
、イ
ベ
ン
ト
１
週
間
後
に
は
、

YouTube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら

す
べ
て
の
講
師
の
動
画
を
配
信

し
て
い
る
。

高
部
和
明
医
師

常
盤
真
琴
医
師

久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー

山
本
眞
基
子
氏

4月28日

第5回乳がん
シンポジウム
BCネットワークがダラスから

　

心
と
身
体
を
整
え
て
磨
く

「
粋
な
女
子
道
」
の
創
始
者
で
、 

２
０
１
１
年
か
ら
粋
な
女
子
道

講
座
を
日
本
で
開
講
し
、
企

業
研
修
や
小
学
校
で
の
特
別

授
業
な
ど
行
っ
て
い
る
稲
垣

沙
織
さ
ん
が
３
月
21
日
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
で
英
語
本
「IKI 

TOTONOE

」(

ワ
ン
ピ
ー
ス
・

ブ
ッ
ク
ス
社
・
刊
）
の
出
版
記

念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
同
書

は
昨
年
９
月
に
出
版
さ
れ
、
日

本
の
精
神
性
を
自
然
と
生
活
に

取
り
入
れ
て
心
と
身
体
を
整
え

る
方
法
を
紹
介
し
た
内
容
。
禅

や
武
士
道
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
に
近
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
な

る
。「
禅
は
、
起
き
る
こ
と
は

自
分
の
中
に
原
因
が
あ
っ
て
、

自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
現
実
を
変
え
て
い
く
」
自

分
と
の
対
話
か
ら
答
え
を
導
き

だ
す
。
外
か
ら
答
え
を
も
ら
う

の
で
は
な
く
、
禅
問
答
の
よ
う

に
自
分
と
の
対
話
で
自
分
の
中

か
ら
答
え
を
出
し
て
い
く
。
禅

や
修
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
師

匠
が
い
な
く
て
も
、
特
別
な
苦

行
を
し
な
く
て
も
、
日
々
の
生

活
の
中
で
実
践
で
き
る
自
分
と

向
き
合
う
方
法
、
向
き
合
い
方

を
説
い
て
い
る
。
身
体
は
魂
の

乗
り
物
で
あ
り
、
い
つ
か
そ
れ

を
返
す
時
が
来
る
の
で
、
丁
寧

に
使
う
こ
と
。
他
人
に
施
し
た

こ
と
は
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
自
分
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
、

何
か
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
同

時
に
何
か
を
捨
て
る
こ
と
を
意

味
す
る
、
手
放
す
美
学
を
知
る

こ
と
、
一
日
の
始
ま
り
の
５
分

は
お
茶
を
立
て
て
瞑
想
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
、
寝
る

前
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
眠
り

に
つ
く
こ
と
な
ど
、
心
を
ス
ト

レ
ー
ト
な
状
態
に
保
つ
ヒ
ン
ト

を
紹
介
し
て
い
る
。
会
場
の
米

国
人
参
加
者
か
ら
は
「
忙
し
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
は
ぴ
っ
た

り
な
気
持
ち
の
リ
セ
ッ
ト
の
仕

方
だ
と
思
う
」
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
た
。
講
演
は
米
国
で
ア

ニ
メ
、
日
本
食
と
日
本
文
化
に

注
目
が
集
ま
る
な
か
で
、
次
に

稲
垣
さ
ん
Ｎ
Ｙ
で
出
版
記
念
講
演

粋 TOTONOE

来
る
の
は
日
本
人
の
精
神
性
で

あ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。
同

書
を
出
版
し
た
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
出
版
取
締
役
副
社
長
で
ワ
ン

ピ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
ス
社
長
の
金

子
仁
哉
さ
ん
も
来
場
し
、「
稲

垣
さ
ん
の
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に

住
む
読
者
に
と
っ
て
も
、
日
々

の
生
活
に
す
ぐ
取
り
入
れ
ら
れ

る
も
の
ば
か
り
。
ぜ
ひ
稲
垣
さ

ん
のTOTONOE

メ
ソ
ッ
ド

を
実
践
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

毎
日
が
充
実
す
る
と
思
い
ま
す

よ
」と
話
し
た
。
同
書
は
現
在
、

紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
、
ア

マ
ゾ
ン
で
購
入
可
能
だ
。
日
本

に
先
行
す
る
形
で
Ｎ
Ｙ
出
版
と

な
っ
た
同
書
の
英
語
版
に
続

き
、
日
本
国
内
で
日
本
語
版
も

出
版
さ
れ
る
予
定
。　
　
（
三
）

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/junko-yagami-duo/
http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
http://bcnetwork.org
https://www.aunbrooklyn.com/
https://www.youtube.com/watch?v=LI0OIcvHKdo
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在
Ｎ
Ｙ
オ
ラ
ン
ダ
王
国
総
領

事
館
は
４
月
７
日
（
日
）
午
前

11
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
14
丁
目
の
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク

エ
ア
を
満
開
の
20
万
本
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
で
飾
り
、
Ｎ
Ｙ
市
初

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
デ
ー
の
祭

典
を
開
催
す
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
毎
年
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
収
穫
が
始
ま
る
１

月
の
第
３
土
曜
日
を
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
デ
ー
と

し
て
祝
い
、
３
月
中
旬
か
ら
５

月
中
旬
が
見
頃
と
な
る
。
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
は
オ
ラ
ン
ダ
を
象
徴

す
る
花
だ
が
、
国
花
と
し
て
定

め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
現
在
は

世
界
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
市
場
の

75
％
以
上
を
オ
ラ
ン
ダ
産
が
占

め
て
い
る
。

　

今
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
デ

ー
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
１
６
２
４

年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
南
端
に

上
陸
し
、
ニ
ュ
ー
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
と
命
名
し
て
か
ら
４
０
０

年
を
記
念
す
る
同
総
領
事
館
の

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
４
０
０
」
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
る
。
同
総
領
事
館
は
同
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
、
植
民
地
時
代
の
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
強
制
移
住

や
有
色
人
種
に
対
す
る
弾
圧
を

含
む
歴
史
を
す
べ
て
認
識
し
、

率
直
な
視
点
か
ら
示
し
て
い
く

と
い
う
。
当
日
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
10
本
の
花
束
が
無
料
で
配
布

さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
フ
ュ
ー
チ

ャ
ー
４
０
０
に
関
す
る
詳
細
は

同
総
領
事
館
の
公
式
サ
イ
ト

dutchcultureusa.com

を
参

照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
日

7
日
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で

　

大
阪
風
と
広
島
風
の
違
い

は
、
大
阪
風
は
生
地
が
メ
イ
ン

で
ソ
ー
ス
は
辛
め
、
広
島
風
は

キ
ャ
ベ
ツ
と
焼
き
そ
ば
が
メ
イ

ン
で
ソ
ー
ス
は
甘
め
。
広
島
県

呉
市
出
身
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

川
本
達
也
さ
ん
が
、
日
本
か
ら

取
り
寄
せ
た
専
用
の
鉄
板
で
美

味
し
い
広
島
焼
き
を
作
っ
て
く

れ
る
。
部
分
温
度
調
整
可
能
な

鉄
板
で
キ
ャ
ベ
ツ
、
焼
き
そ

ば
、
卵
を
焼
き
分
け
、
昆
布
パ

ウ
ダ
ー
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ
ダ

ー
、
魚
粉
を
振
り
か
け
て
、
瀬

戸
内
海
の
藻
塩
で
味
が
き
り
り

と
し
ま
る
。
ス
ラ
イ
サ
ー
を
使

わ
ず
に
包
丁
で
手
切
り
し
た
山

盛
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
熱
で
し
ん

な
り
と
ふ
わ
ふ
わ
に
。
お
た
ふ

く
ソ
ー
ス
特
製
の
ビ
ー
ガ
ン
ソ

ー
ス
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
て

具
沢
山
の
広
島
焼
き
が
出
来
上

が
り
。
ア
ー
ト
と
前
衛
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
発
信
地
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
モ
ー
ガ
ン
駅
か
ら
徒
歩
１

分
の
便
利
な
場
所
。
店
内
で

コ
ネ
ク
ト
し
て
い
るMOMO 

SUSHI SHACK

の
姉
妹
店
と

し
て
先
月
開
店
し
た
。
お
値
段

は
豚
、
牛
、
鶏
が
22
ド
ル
、
ビ

ー
ガ
ン
が
20
ド
ル
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
が
入
っ
た
ハ
ワ
イ
ア
ン
が

22
ド
ル
、
豚
、
キ
ム
チ
、
チ
ェ

ダ
ー
チ
ー
ズ
が
入
っ
た
豚
キ
ム

チ
ー
ズ
が
24
ド
ル
。　

  （
三
）

MOMO TEPPAN 
SHACK
43 Bogart St 

Brooklyn, NY 11206
(718) 418-6666

17:00-22:00

広
島
焼
き
専
門
店
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に

https://www.bozubrooklyn.com/
https://newyork-apartment-realestate.com/
https://sobaya.square.site/
https://japanvillage.com/
https://aantcinc.com/
https://silverplusconnect.com/
https://checkout.square.site/merchant/MLSXG8EQ6S9AM/checkout/W2P7ORHW36D47MTMLMZ7JFJO?src=webqr
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.easeny.com/
dutchcultureusa.com
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 春を楽しむ 4月のイベント特集
■ハモンド・ミュージアム＆日本
庭園開園
　ノースセーラムにあるハモンド・
ミュージアムと日本庭園は、東洋
と西洋の文化鑑賞と自然の美しさ
を楽しめる場所として、１９５７ 
年に故ナタリー・ヘイズ・ ハモン
ドによって設立された。池を中心
とする 3 エーカーの日本庭園には
日本の樹木や植物が植えられてい
るほか、京都から移築した茶室も
あり、茶道のイベントに使用され
ている。11 月から冬季閉園中だっ
たが、ありふれた素材をどのよう
にして美しい感動的なアートに変
えることができるかをテーマにし
た「Ruby Silvious: Waste Not」 な
ど新しい展示と共に 4 月 6 日（土）
に開園する。
Hammond Museum & Japanese 
Stroll Garden (28 Deveau Road, 
North Salem)
www.hammondmuseum.org/
■ハドソンバレー・レストランウ
ィーク
　ウエストチェスターをはじめ、
ロックランド、パットナムなどハ
ドソンバレーの８つの郡で開催さ

れるレストランウィークで、この
春の参加レストランは１４０を超
える。プリフィックスのランチと
ディナーが 24 ドル 95 セント、29
ドル 95セント、39ドル 95セント、
44 ドル 95 セントのいずれかで楽
しめる（税金、チップ別）。のんび
りした田園風景が広がる郊外のレ
ストランもあるので、レストラン
ウィーク参加店でのランチやディ
ナーを組み込んだ休日のドライブ
も一案。シティ同様、人気店は早
めに予約すること。会期は４月８
日（木）から 21（日）まで。参加
店やメニューなど詳細は https://
valleytable.com/restaurant-week/
を参照。
■ナッシング・イズ・インポッシ
ブル
　アービントンの「オクタゴン・
ハウス」として知られるアーマー・
スティナー・ハウスは、１８７０
年建造のドーム型八角形のビクト
リア朝様式の家で、国の歴史建造
物に指定されている。この建築様
式は 16 世紀にローマに建てられた
テンピエット（小さな寺院）を再
現したもので、19 世紀の米国でち

ょっとしたブームになったが、完
全な形で現存する住居はこの「オ
クタゴン・ハウス」のみ。持ち主
が変わる中、一時は廃墟のように
なったが大規模な修復工事を経て
建築当時の姿に復元された。建物
内を見学するクラシック・ツアー
とは別に、この建物の修復工事に
焦点を当てたツアーが「ナッシン
グ・イズ・インポッシブル」で、
非常に困難だった工事の舞台裏を
見学できる。ツアーは 4 月中の金
曜から月曜まで、午前 11 時半と
午後 2 時半の２回。7 歳以上対象。
参加費29ドル。The Armour Stiner 
Octagon House (45 West Clinton 
Ave.Irvington) https://armourstiner.
com/
■陶芸作品展示即売会
　ウエストチェスターとロックラ
ンド郡在住の陶芸家 14 人による
展示即売会。会期は 20（土）午前
10 時から午後 5 時、21（日）午
前 10 時から午後 4 時の２日間。会
場は Bethany Arts Community（40 
Somerstown Rd Ossining）。入場無
料。
www.hudsonriverpotters.net/
■リンドハースト・ブルーム・シ
ョー
　邸宅美術館のリンドハースト
で開催される春のフラワーショ
ー。ガイド付きツアーではないの
で、訪問者は邸宅を自分のペース
で自由に歩きながら、豪華なイン
テリアと調和したさまざまな花の
ディスプレイを堪能できる。同週
末には花や園芸品、ギフト商品を

販売する 30 以上のベンダーが出
店するスプリングマーケットも開
催される。ハドソン川沿いのリン
ドハーストの美しい庭園を散策し
て春の訪れを楽しもう。会期：４
月 20 日（土）と 21 日（日）午前
10 時から午後 5 時。入場料：大人
30 ドル、子供（6 ～ 16 歳）24 ド
ル、5 歳以下無料。Lyndhurst (635 
S. Broadway,Tarrytown) https://
lyndhurst.org/

ハ
モ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
日
本
庭
園
開
園

■ポポビッチ・コメディ・ペット・
シアター
　グレゴリー・ポポビッチ率いる
動物が主役のサーカスシアター。
犬、猫、オウム、鳩、ミニブタ、
そして特別ゲストのミニホース「ミ
スター・ダイヤモンド」など 25 匹
以上の動物が登場する。彼らは動
物保護施設からレスキューされ、
訓練を受けて団員となり、新しい
人生を歩んでいる。ポポビッチは

「You CAN Train Your Cat」などの
ペットを育て、訓練し、共に暮ら
すための著作を持つ。４月５日（金）
午後 7 時開演。チケット大人 41 ド
ル、子供 31 ドル。
■ディオンヌ・ワーウィックショ
ー
　グラミー賞 6 回受賞、75 曲以上
のヒット曲をチャート入りさせ、1
億枚以上のレコードを販売した音

楽界のレジェンド、ディオンヌ・
ワーウィックがタリータウンにや
って来る。現在 83 歳のワーウィ
ックだがそのパワフルな歌唱力は
衰えていない。４月 17 日（水）
午 後 8 時 開 演。 チ ケ ッ ト 84 ～
１２４ドル。いずれも会場はタリ
ータウン・ミュージック・ホール

（13 Main St. Tarrytown）https://
tarrytownmusichall.org/
■サルサ・フェスティバル
　トニー・ヴェガ、ニーノ・セガラ、
ロベルト・ブラデス、ヨシマール、
ハビエル・ヴァスクェスらのライ
ブ演奏による大サルサ祭り。ステ
ージで踊るプロダンサーのみなら
ず、観客も踊り出すこと間違いな
し。４月 19 日（金）午後 8 時開演。
チケット 78 ～１５３ドル。会場：
Westchester　County Center (198 
Central Ave. White Plains)

4 月のエンターテイメント情報

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
http://www.hammondmuseum.org/
https://valleytable.com/restaurant-week/
https://valleytable.com/restaurant-week/
https://armourstiner.com
http://www.hudsonriverpotters.net/
https://lyndhurst.org/
https://lyndhurst.org/
https://tarrytownmusichall.org/
https://tarrytownmusichall.org/
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昨
年
２
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
の
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
』
で
、「
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
か

ら
海
外
出
稼
ぎ
へ
〜
稼
げ
る
国

を
目
指
す
若
者
た
ち
〜
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
放
映
さ
れ
た
番

組
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
働

く
日
本
の
若
者
た
ち
を
紹
介
し

て
い
た
。
こ
の
番
組
は
日
本
人

に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
内
容
だ

っ
た
よ
う
だ
。
番
組
放
送
時
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
低
賃
金

は
21
・
38
豪
ド
ル
、
日
本
円
で

２
０
０
０
円
ほ
ど
で
あ
る
。
こ

れ
は
日
本
の
約
２
倍
で
あ
る
た

め
、
カ
フ
ェ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

も
月
収
40
〜
50
万
円
に
な
る
。

調
べ
て
み
る
と
、
厚
生
労
働
省

が
発
表
し
て
い
る
日
本
の
最
低

賃
金
（
令
和
５
年
度
）
は
東
京

で
１
１
１
３
円
、
一
番
低
い
岩

手
県
が
８
９
３
円
、
全
国
平
均

が
１
０
０
４
円
で
あ
っ
た
。
確

か
に
、
東
京
の
最
低
賃
金
を
米

ド
ル
に
す
る
と
７
ド
ル
40
セ
ン

ト
ほ
ど
に
な
る
の
で
、
最
低
賃

金
16
ド
ル
（
約
２
４
０
０
円
）

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
働
く
私

た
ち
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
安

さ
だ
。

　

本
書
『
安
い
ニ
ッ
ポ
ン
か

ら
ワ
ー
ホ
リ
！
最
低
時
給

２
０
０
０
円
の
国
で
夢
を
見
つ

け
た
若
者
た
ち
』
は
、
日
本
を

飛
び
出
し
て
海
外
で
仕
事
を
見

つ
け
、
日
本
に
い
た
と
き
以
上

の
給
料
を
も
ら
っ
て
い
る
若

者
た
ち
を
取
材
し
た
リ
ポ
ー

ト
で
あ
る
。
ワ
ー
ホ
リ
と
は

１
９
８
０
年
に
日
本
で
ス
タ
ー

ト
し
た
「
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー
制
度
」
の
こ
と
で
、
２
国
間

の
取
り
決
め
に
基
づ
き
、
文
化

や
生
活
を
理
解
す
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
一
定
期
間
の
休

暇
を
過
ご
す
活
動
と
そ
の
間
の

滞
在
費
を
補
う
た
め
の
就
労
を

相
互
に
認
め
て
い
る
も
の
。
働

い
て
も
、働
か
な
く
て
も
い
い
。

対
象
は
18
〜
30
歳
で
あ
る
。

　

私
も
20
代
前
半
に
カ
ナ
ダ
へ

ワ
ー
ホ
リ
に
行
き
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
に
滞
在
し
た
。
そ
の
時
の

た
っ
た
１
年
の
経
験
は
本
当
に

楽
し
く
い
い
思
い
出
ば
か
り
で

当
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
友
人

た
ち
と
は
今
も
交
流
が
あ
る
。

１
９
９
９
年
ま
で
は
カ
ナ
ダ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
の
３
か
国
の
み
だ
っ

た
ワ
ー
ホ
リ
も
、
そ
の
後
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
、
韓
国
や
台
湾

な
ど
も
加
わ
り
、
現
在
は
29
か

国
に
の
ぼ
る
と
い
う
か
ら
驚
い

た
。
ビ
ザ
に
厳
し
い
ア
メ
リ
カ

は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
29
か
国
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

本
書
に
よ
る
と
、
数
年
前
か

ら
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
海
外

に
目
を
向
け
る
若
者
た
ち
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。
ワ
ー
ホ
リ

の
か
つ
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
就

職
前
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
猶
予

期
間
）
と
し
て
遊
び
に
行
く

場
」
だ
っ
た
が
、
今
や
若
者
に

と
っ
て
「
稼
げ
る
場
」
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
そ
れ
は
結
果
的

に
そ
う
な
っ
た
だ
け
で
、
実
は

彼
ら
が
求
め
て
い
た
の
は
お
金

で
は
な
か
っ
た
。
世
界
に
遅
れ

て
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
日
本
を

離
れ
、
新
天
地
に
身
を
置
き
、

日
本
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
か

ら
新
し
い
人
生
を
拓
こ
う
と
し

て
い
た
。
実
際
に
ワ
ー
ホ
リ
期

間
を
終
え
た
彼
ら
は
、
現
地
の

専
門
学
校
・
大
学
に
進
学
す
る
、

就
職
す
る
、
起
業
す
る
、
永
住

権
を
取
得
す
る
な
ど
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
進
ん
で
い
る
人
も
多
い

の
だ
そ
う
。
彼
ら
が
得
た
の
は

「
人
生
は
自
分
で
切
り
拓
い
て

い
け
る
」と
い
う
事
実
だ
っ
た
。

　

海
外
に
住
む
と
い
う
経
験
を

カ
ナ
ダ
で
初
め
て
し
た
私
も
、

当
時
「
世
の
中
に
は
、
こ
ん
な

に
も
多
く
の
選
択
肢
と
可
能
性

が
あ
る
の
だ
な
」
と
感
じ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
拙
い
英
語

で
小
さ
な
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、

契
約
後
、
初
め
て
部
屋
の
電
気

が
つ
い
た
時
の
感
動
も
覚
え
て

い
る
。
本
書
の
著
者
は
こ
の
取

材
の
結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と

は
「
若
者
た
ち
よ
、
今
こ
そ
海

外
へ
出
よ
う
」
だ
と
述
べ
て
い

る
が
、
私
も
全
く
の
同
意
見
で

あ
る
。　
　
　
（
高
田
由
起
子
）

 日本を飛び出す若者たちのリアル
上阪 徹・著

 東洋経済新報社・刊

■この夏の星を見る（辻村深月、角川書店）2020年春、
コロナ禍で登校や部活動が次々と制限される中、全国の中
高生は複雑な思いを抱えていた。茨城県の高校2年生、亜
紗。渋谷区の中学1年生、真宙。長崎県五島列島の旅館の
娘、円華。それぞれに天文活動に出会った生徒たちは、オ
ンライン会議を駆使してつながっていく。■もふもふ　犬
猫まみれの短編集（恩田陸ほか、新潮文庫）けなげで忠実
な犬と気まぐれで愛くるしい猫の物語。猫に振り回される

「昨日もキーボードがめちゃくちゃになりました」（朱野帰
子）、誰が死んでも泣くことの出来なかった青年が直面し
た愛犬の死「笑う門」（カツセマサヒコ）、「夕映えに響く
遠吠え」（結城光流）ほか、8人の作家によるアンソロジー。
■「品がいい」と言われる人（鹿島しのぶ、三笠書房）「な
ぜ、あの人は感じがいいのだろう？」朝の挨拶で、初対面で、
食事の席で、別れ際に、ちょっとしたことに気をつければ、
あなたの「品」はもっとよくなる。所作、服装、言葉遣い
から気の遣い方まで。（株）総合会話術仟言流の代表を務
める接遇のプロが教える「自分磨き」のヒント。■ブラッ
ク・ショーマンと覚醒する女たち（東野圭吾、光文社）亡
き夫から莫大な遺産を相続した女性の前に絶縁したはずの
兄が現れ「あんたは偽者だ」といいだす。女性は一笑に付
すが、果たして嘘をついているのはどちらなのか。謎に包
まれたバー『トラップハンド』のマスターと、彼の華麗なる魔術によって変
貌を遂げていく女性たちの物語。■大学４年間の行動経済学が10時間でざっ
と学べる（阿部誠、KADOKAWA）従来の経済学で見落とされていた生身の
人間行動を心理学で解き明かし、伝統的な経済理論を拡張することによって
新たな知見を見出す「行動経済学」。東大で学ぶビジネス成功への近道。「現
金値引き」と「ポイント付与」販促効果はどっちが大きいのか。モノの売り方、
賢い消費のノウハウが満載された本。■ユメノチカラ（武尊、徳間書店）「世
紀の一戦」那須川天心戦で味わった挫折から、格闘家の武尊（タケル）はど
う立ち上がったのか。K-1 WORLD GP３階級制覇10年間無敗、世界の格闘
技界にその名を轟かせた武尊が紆余曲折の半生を語った本。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

全
国
で
つ
な
が
る
天
文
部
の
中
高
生
た
ち
。
８
人
の
作
家
が
描
く
犬
と
猫
に
関
す
る
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
。「
自
分
磨
き
」
の
ヒ
ン
ト
。
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
と
変
貌
を
遂
げ
る
女
た
ち
。

賢
い
消
費
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
満
載
。
格
闘
家
の
武
尊
が
紆
余
曲
折
の
半
生
を
語
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

む
か
し
む
か
し
、
一
人
ぼ
っ

ち
の
女
の
人
が
魔
法
使
い
に
お

願
い
し
ま
し
た
。「
私
に
は
子

ど
も
が
い
ま
せ
ん
。
小
さ
く
て

も
か
ま
わ
な
い
の
で
可
愛
い
女

の
子
が
欲
し
い
の
で
す
」
す
る

と
魔
法
使
い
は
種
を
一
粒
く
れ

ま
し
た
。
そ
う
し
て
赤
い
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
か
ら
親
指
ほ
ど
の
大

き
さ
し
か
な
い
女
の
子
、
親
指

姫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
人
童
話
作
家
の

ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
１
８
３
５
年

に
発
表
し
た
童
話
集
に
収
録
さ

れ
た
『
親
指
姫
』。
海
の
泡
と

な
っ
た
『
人
魚
姫
』
や
、
大
晦

日
の
寒
空
の
下
で
命
を
落
と
し

た
『
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
』
な

ど
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
は
悲
し
い

結
末
が
多
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
親
指
姫
の
物
語
が
紆
余
曲

折
あ
り
な
が
ら
も
こ
ん
な
に
も

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
だ
っ
た
と

は
！
と
嬉
し
く
な
る
よ
う
な

展
開
。
多
く
の
英
語
版
が
出

版
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は

２
０
０
４
年
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ス
ニ
ー
ド

に
よ
る
美
し
い
水
彩
画
の
挿
絵

で
発
行
さ
れ
た
。
お
姫
様
好
き

の
女
の
子
た
ち
が
喜
び
そ
う
な

春
に
ぴ
っ
た
り
の
本
。（
高
田
）

花
の
国
で
幸
せ
に
な
る
ま
で
の
物
語

 『Thumbelina』
Written by Hans Christian Andersen

Published by Dial Books

BCネットワークは、日米両国に在住する日本人女性を対象に、乳がんに関する最新治療情報、治療後の賢明
な毎日の生活の取り組み方、早期発見の啓発情報発信を目的として活動している米国認定非営利団体です
BCネットワークは、日米両国に在住する日本人女性を対象に、乳がんに関する最新治療情報、治療後の賢明
な毎日の生活の取り組み方、早期発見の啓発情報発信を目的として活動している米国認定非営利団体です

http://bcnetwork.org/
https://usa.kinokuniya.com/


ー
と
し
て
活
動
後
、
コ
ロ
ナ
禍

日
本
に
一
時
帰
国
。
２
０
２
１

年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
入
学

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活
動

を
再
開
。
卒
業
生
上
位
15
％
に

与
え
ら
れ
るcum

 laude

と

し
て
23
年
5
月
卒
業
。
同
年
に

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
拠
点
を
置

く
Ｍ
Ｊ
Ｂ
タ
レ
ン
ト
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
と
契
約
。
俳
優
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
日
本
国
内
で
も

選
択
肢
は
あ
っ
た
が
、
迷
わ
ず

に
ア
メ
リ
カ
行
き
を
決
め
た
こ

と
が
、
結
果
と
し
て
今
、
ア
メ

リ
カ
で
俳
優
活
動
を
す
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

昨

年

は

長

編

映

画
﹁

Ｆ

Ｏ

Ｒ
　

Ｈ

Ｅ

Ｒ

﹂︵2023 
M

orningside C
ollective

、

リ
リ
ナ
ツ
・
ハ
キ
ミ
監
督
︶
に

出
演
。
２
０
２
１
年
に
は
短
編

映
画
﹁
シ
ル
ク
・
カ
イ
ト
﹂、

22

年

に
﹁T

hree M
inuites 

to Sm
oke a C

ig

﹂
に
準
主

役
と
し
て
出
演
し
て
い
る
。
現

在
バ
ー
ナ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ
教

授
主
導
の
演
技
ラ
ボ
に
参
加
。

舞
台
作
品I said, “

I w
o(a)

nder and I m
ingle” 

の
出

演
に
向
け
て
準
備
中
。﹁
俳
優

は
一
生
、
就
職
活
動
だ
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
の
同
僚
が
言
っ
て
ま

し
た
。
ま
さ
に
そ
の
通
り
。
今

年
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
活
動

に
加
え
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

映
像
作
品
に
も
挑
戦
し
た
い
で

す
。将
来
の
夢
は
最
終
的
に
は
、

そ
う
で
す
ね
、
一
番
大
き
な
夢

は
オ
ス
カ
ー
ノ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
す
﹂
と
大
き
く
出
た
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

舞
台
は
世
界
、
夢
を
掴
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

（13）　　 ［NY生活ウーマン］ 2024年（令和 6年）4月 6日（土）

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
朝
は
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
始
ま
る
。
冬
か

ら
春
に
か
け
て
は
夏
の
リ
ハ
ー

サ
ル
に
向
け
て
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
の
人
気
作
品
は
、

午
前
４
時
か
５
時
に
は
予
約
の

サ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
始
ま
り
、
一

旦
帰
っ
て
午
前
９
時
か
ら
の
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
挑
む
毎
日

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
の
面
接
は
ビ
デ
オ
審

査
が
多
く
な
っ
た
が
、
対
面
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
今
年
に
な
っ

て
10
回
、
ビ
デ
オ
も
入
れ
る
と

30
回
ほ
ど
受
け
た
。
三
人
姉
妹

の
長
女
。
都
立
青
山
高
校
２
年

の
時
、
親
か
ら
、
三
姉
妹
平
等

に
高
校
卒
業
後
に
か
け
ら
れ
る

お
金
は
国
立
大
学
と
同
じ
額

で
、
そ
れ
を
自
由
に
使
っ
て
自

分
の
道
を
選
ぶ
よ
う
に
と
言
わ

れ
た
。
小
さ
い
時
、
ち
ゃ
ぶ
台

の
上
で
踊
る
よ
う
な
女
の
子
だ

っ
た
笹
部
さ
ん
は
、
８
歳
の
時

に
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
た
。
14
歳

の
時
、
恩
師M

om
oko

率
い

る
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
東
京
都
内
の
劇
場

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
公
演
に
参
加

し
、
す
で
に
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
デ

ビ
ュ
ー
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
日
本
で
見
た

メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
主
演
の

映
画
﹁
ソ
フ
ィ
ー
の
選
択
﹂
に

魅
せ
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
舞
台

芸
術
活
動
教
育
に
興
味
を
持

ち
、
２
０
１
７
年
に
単
身
渡
米

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
俳
優
活

動
を
始
め
、
２
０
１
９
年
に
フ

ロ
リ
ダ
の
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ワ
ー
ル
ド
に
て
パ
フ
ォ
ー
マ

俳優・ダンサー

笹部菜摘さん

　

陽
春
の
候
、
皆
さ
ま
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
明
る

い
春
の
陽
光
に
包
ま
れ
、
心
身

共
に
軽
や
か
に
な
る
季
節
で
す

ね
。
今
回
は
そ
ん
な
春
の
き

ら
き
ら
と
し
た
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
ぴ
っ
た
り
の
香
り
、

Petitgrain sur Fleurs

を
ご

紹
介
し
ま
す
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
、

ラ
イ
ト
フ
ロ
ー
ラ
ル
、
シ
ト
ラ

ス
、
ハ
ー
バ
ル
ウ
ッ
デ
ィ
。
ビ

タ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
木
の
枝
葉
と

花
を
一
緒
に
蒸
留
し
た
素
敵
な

香
り
の
精
油
で
す
。
ビ
タ
ー
オ

レ
ン
ジ
の
木
は
実
用
的
な
果
樹

で
、
異
な
る
部
位
か
ら
異
な
る

香
り
の
精
油
が
採
れ
ま
す
。
花

か
ら
抽
出
し
た
オ
レ
ン
ジ
ブ
ロ

ッ
サ
ム
と
ネ
ロ
リ
、
枝
葉
か
ら

抽
出
し
た
ペ
テ
ィ
グ
レ
ン
、
果

皮
か
ら
抽
出
し
た
ビ
タ
ー
オ
レ

ン
ジ
、
そ
し
て
意
図
的
に
枝
葉

と
花
を
合
わ
せ
た
ペ
テ
ィ
グ
レ

ン 

サ
フ
ル
ー
ル
、
ま
さ
に
香

り
の
な
る
木
で
す
ね
。
花
と
枝

葉
を
一
緒
に
蒸
留
す
る
こ
と

で
、
花
精
油
の
濃
厚
さ
は
や
わ

ら
ぎ
、
枝
葉
の
香
り
は
よ
り
上

品
に
な
り
、
花
の
ソ
フ
ト
で
フ

ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
と
枝
葉
の
ハ

ー
バ
ル
で
ウ
ッ
デ
ィ
な
香
り
、

そ
し
て
シ
ト
ラ
ス
の
さ
わ
や
か

さ
が
自
然
に
重
な
り
合
い
、
軽

や
か
で
明
る
く
優
雅
な
香
り
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

【
香
り
の
効
能
】

　

不
安
や
沈
ん
だ
気
持
ち
を
和

ら
げ
心
に
明
る
さ
と
希
望
を
運

ん
で
く
れ
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ

オ
イ
ル
に
加
え
る
と
筋
肉
の
こ

わ
張
り
を
緩
和
し
、
リ
ン
パ
の

流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
ま
す
。

深
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
は
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
し
、
自
律
神
経
を

整
え
快
い
睡
眠
へ
と
導
き
ま

す
。
お
風
呂
や
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ

ー
、
ま
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
に

つ
け
て
置
い
て
お
く
の
も
良
い

で
し
ょ
う
。
よ
り
明
る
い
香
り

に
は
オ
レ
ン
ジ
の
精
油
と
合
わ

せ
て
、
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
時
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
合
わ

せ
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。
ど

う
ぞ
素
敵
な
春
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。　

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に

て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製

品
や
精
油
の
調
合
を
実
施
す

る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

87

ペ
テ
ィ
グ
レ
ン 

サ
フ
ル
ー
ル
　
　

ビ
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
花
と
枝
葉
の
香
り

 

絵
・
古
舘
み
ど
り
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

4 月

卯
うづ き

月

　

桜
の
開
花
が
年
々
早
ま
り
、

東
京
で
は
三
月
下
旬
に
満
開
を

迎
え
る
こ
と
、
今
で
は
当
た
り

前
と
な
っ
た
。
現
代
で
は
、
一

般
的
に
桜
の
開
花
と
満
開
ま
で

が
興
味
の
対
象
の
よ
う
だ
が
、

俳
句
の
季
語
に
は
、
長
く
桜
を

楽
し
ん
で
き
た
、
い
に
し
え
の

日
本
人
の
心
が
残
っ
て
い
る
。

開
花
を
待
ち
わ
び
、
今
年
最
初

の
「
初
花
」
を
見
つ
け
、
散
り

行
く
「
飛
花
」「
落
花
」
を
味

わ
う
。
水
面
に
浮
か
ぶ
花
片
は

「
花
筏
」。
濃
い
紅
の
「
桜
蕊
」

が
散
り
、
み
ず
み
ず
し
い
「
葉

桜
」
が
現
れ
、
い
つ
し
か
晩
春

か
ら
初
夏
へ
。
咲
い
て
い
な
く

て
も
、
散
っ
て
い
て
も
、
ど
ん

な
種
類
の
桜
で
あ
っ
て
も
、
わ

た
し
に
は
一
つ
ひ
と
つ
が
い

と
お
し
い
。

季
語
＝
花 (

春) 

平
安
時
代
以

降
、
一
般
的
に
「
花
」
は
桜
の

花
を
さ
す
。
桜
は
日
本
の
国
花
。

自
生
種
、
園
芸
種
を
含
め
て
数

種
類
あ
る
。 

バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
、

落
葉
高
木
の
花
の
総
称
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

花は
な
に
会あ
わ
ん
は
む
君き
み
に
会あ
わ
ん
は
む
と
乗の

り
継つ

ぎ
ぬ

64

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
の
土
曜

課
程
は
、３
月
23
日
に
卒
業
式
・

修
了
式
を
行
っ
た
。
式
典
は
２

部
に
分
か
れ
て
構
成
さ
れ
、
前

半
は
幼
児
部
の
卒
園
生
、
後
半

は
小
学
６
年
と
中
学
３
年
の
卒

業
生
が
出
席
し
た
。
一
部
の
幼

児
部
の
式
典
に
お
い
て
、
卒
園

生
た
ち
は
呼
名
に
し
っ
か
り
と

返
事
を
し
て
演
台
へ
と
進
み
、

教
わ
っ
た
通
り
の
作
法
で
卒
園

証
書
を
受
け
取
っ
た
。
２
部
も

同
様
に
、
卒
業
証
書
の
授
与
、

校
長
の
式
辞
、
学
長
、
そ
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
祝
辞

を
経
て
、
在
校
生
の
送
辞
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
、中
学
３
年
、

小
学
６
年
の
生
徒
の
答
辞
が
続

い
た
。
同
校
で
幼
児
部
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
中
学
部
の
男
子
生

徒
は
、
在
籍
し
た
12
年
間
で
出

会
い
学
ん
だ
教
員
た
ち
と
の
思

い
出
を
振
り
返
り
、
自
身
の
母

親
へ
の
思
い
を
声
に
し
た
。「
毎

週
土
曜
日
に
早
起
き
し
て
お
弁

当
を
作
り
、
僕
を
起
こ
す
の
が

た
い
へ
ん
で
し
た
よ
ね
」
と
、

長
い
間
支
え
た
こ
と
へ
の
息
子

か
ら
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
き
、

会
場
に
い
た
生
徒
の
母
が
ハ
ン

カ
チ
で
目
頭
を
押
さ
え
る
姿
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

３
月
16
日
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
ハ
バ
フ
ォ
ー
ド
大
学

で
「
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ
ン
（
正

式
名
：
日
本
語
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
）」
が
行

わ
れ
た
。
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ
ン

と
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
近

郊
で
日
本
語
を
学
ぶ
中
学
や
高

校
生
を
対
象
と
し
た
「
日
本
語

の
ク
イ
ズ
大
会
」
で
、
毎
年
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協
会
主

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

卒
業
式
と
修
了
式
開
催

催
で
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
も

１
０
０
人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加

し
、
日
ご
ろ
の
日
本
語
の
学
習

を
生
か
し
て
盛
り
上
が
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
日
本
語
の
習
得

レ
ベ
ル
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
既
習
の
文
法
を
駆
使
し
て

語
彙
・
文
化
・
歴
史
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
「
日
本
に

関
す
る
ク
イ
ズ
」
に
答
え
た
。

初
対
面
の
学
生
同
士
も
ク
イ
ズ

が
進
む
度
に
ど
ん
ど
ん
親
し
み

合
い
、
ど
の
教
室
も
元
気
な
声

で
溢
れ
、
活
気
に
満
ち
た
時
間

と
な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
「
違

う
学
校
に
新
し
い
友
達
が
で
き

た
」「
頭
を
使
っ
て
疲
れ
た
け

ど
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」「
来

年
も
絶
対
に
来
た
い
」
な
ど
と

話
し
た
。
後
半
は
「
文
化
体
験

タ
イ
ム
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
バ

ッ
タ
二
美
代
氏
を
招
い
た
解
説

付
き
の
振
袖
の
着
付
け
シ
ョ
ー

を
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

ク
イ
ズ
大
会
を
締
め
く
く
っ

た
。「
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ
ン
」

へ
の
参
加
は
、
日
本
語
教
育
を

行
っ
て
い
る
中
学
・
高
校
か
ら

の
申
し
込
み
だ
け
で
な
く
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
勉
強
し
て
い
る

学
生
も
可
能
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
米
協
会
は
、
日
本
語
を

通
じ
た
つ
な
が
り
の
場
と
な
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
春
に
提

供
し
て
い
く
予
定
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

日
本
語
ク
イ
ズ
大
会

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家
族

会
主
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ

ン
ト
「
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
春
の
大
運
動
会
」
が
５
月

４
日
（
土
）
に
公
立
小
学
校 

Ｐ
Ｓ
９
（
ア
ン
ダ
ー
ヒ
ル
街
80

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。
日
本

ス
タ
イ
ル
の
運
動
会
を
子
供
と

そ
の
家
族
そ
し
て
日
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

で
、
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
の
年
齢
が
楽
し
め
る
競

技
が
実
施
さ
れ
る
。

　

年
齢
別
の
２
部
制
で
、
午

前
の
部
は
０
歳
か
ら
３
Ｋ

（
２
０
２
０
年
生
ま
れ
）
ま

で
、
午
後
の
部
はPre-K

か
ら

現
地
校
８
年
生
ま
で
と
な
る
。

参
加
費
は
35
ド
ル
（
子
供
１

人
）、
子
供
ひ
と
り
追
加
で
プ

ラ
ス
５
ド
ル
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

日
本
語
学
園
の
生
徒
は
無
料
で

参
加
で
き
る
。
雨
天
中
止
。
参

加
申
し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://bjafa.org/ 

か
ら
。
運

動
会
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
高
校

生
、
大
学
生
、
大
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
中
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
証
明
を
発
行

可
。

　

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

undokai@bjafa.org

（
Ｂ
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
大
運
動

会
実
行
委
員
会
）
ま
で
。

春
の
大
運
動
会

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ

参
加
者
を
募
集

　
晴
れ
の
姿
で
卒
業
式
・
修

了
式
に
出
席
し
た
生
徒
た
ち

と
祝
福
す
る
教
師
た
ち

日本語学ぶ中高生
約100人が参加
振袖の着付けも

https://starchildny.com/
https://movement-ief.net/travelcamp
https://miray109.com/
https://www.interschool-jp.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
https://bjafa.org/
https://bjafa.org/
https://bjafa.org/
mailto:undokai@bjafa.org
mailto:undokai@bjafa.org
mailto:undokai@bjafa.org


（15）　　 ［教　育］ 2024年（令和 6年）4月 6日（土）

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
サ

ウ
ス
・
オ
レ
ン
ジ
の
シ
ー

ト
ン
・
ホ
ー
ル
大
学
（400 

South Orange Ave　South 
Orange

） 

で
４
月
８
日
（
月
）

か
ら
12
日
（
金
）
ま
で
、
第
27

回
日
本
週
間
が
開
催
さ
れ
る
。

4
月
11
日
午
後
12
時
30
分
か
ら

は
ウ
オ
ル
シ
ュ
図
書
館
内
の
ベ

ッ
ク
ル
ー
ム
に
て
、
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
広
報

セ
ン
タ
ー
所
長
の
森
和
也
氏
に

よ
る
講
演
会
「
日
本
と
世
界
関

係
に
つ
い
て
」
や
、
最
終
日
の

12
日
午
前
11
時
30
分
か
ら
「
大

笑
い
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
開
催

さ
れ
る
。
優
勝
者
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
の
ほ
か
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
航
空
と
旅
行
会
社
ア
ム
ネ
ッ

ト
の
協
賛
で
日
本
行
き
航
空
券

な
ど
が
贈
呈
さ
れ
る
予
定
。
日

本
週
間
の
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
一
般
に
公
開
さ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.shu.edu/languages-
literatures-cultures/japan-
week/ 

を
参
照
す
る
。

シ
ー
ト
ン
・
ホ
ー
ル
大
で

日
本
週
間
を
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
日
本
語

学
校
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
）
の
8

組
の
生
徒
た
ち
は
教
科
書
4
年

生
下
「
感
想
を
言
葉
に
〜
心
の

動
き
を
言
葉
に
し
て
、
詩
を
書

こ
う
〜
」
と
い
う
単
元
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
元
に
詩
を
書
い
て

発
表
し
た
。
ま
ず
、
教
師
の
用

意
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き

た
い
こ
と
を
決
め
、
組
み
立
て

を
考
え
る
、
そ
し
て
自
分
の
想

い
に
ピ
ッ
タ
リ
合
う
言
葉
探
し

を
し
た
。
普
段
か
ら
元
気
一
杯

な
ク
ラ
ス
で
は
あ
る
が
、
や
る

気
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
生
徒
た

ち
は
冗
談
も
飛
び
交
う
活
発
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

方
向
性
が
決
ま
れ
ば
各
自
集
中

し
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
た
。
出
来
上
が
っ

た
個
性
的
な
作
品
の
数
々
は
廊

下
に
貼
り
出
さ
れ
た
。
夏
の
到

来
を
細
や
か
な
自
然
界
の
動
き

で
そ
の
喜
び
を
表
す
詩
や
、
風

を
切
っ
て
走
る
自
分
の
姿
を
シ

ャ
ー
プ
か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描

い
た
詩
、
ま
た
は
自
分
が
物
語

を
紡
ぐ
様
子
を
比
喩
的
に
表
現

し
た
詩
な
ど
、
ど
れ
も
創
造
性

に
富
み
、
生
徒
一
人
一
人
の
唯

一
無
二
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
作
品
群
と
な

っ
た
。

詩の書き方を学ぶ
NY 天理日本語学校

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校
（
平
本
秀
次
校
長
）
は
３
月

17
日
、
う
ら
ら
か
な
春
の
陽
射

し
の
下
、
卒
園
式
・
卒
業
式
を

行
っ
た
。
幼
稚
園
部
の
卒
園
式

で
は
、
年
長
ば
ら
組
18
人
が
一

人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
し
っ
か
り

と
し
た
声
で
「
は
い
！
」
と
返

事
、
お
辞
儀
を
し
、
和
田
幸
子

幼
稚
園
部
部
長
か
ら
卒
園
証
書

を
受
け
取
っ
た
。
ば
ら
組
で
の

１
年
間
を
振
り
返
る
お
別
れ
の

言
葉
や
歌
を
披
露
し
た
後
「
大

工
さ
ん
」「
獣
医
さ
ん
」「
野
球

選
手
」「
建
築
家
」
な
ど
、
将

来
の
夢
を
元
気
よ
く
順
番
に
発

表
し
た
。
最
後
に
卒
園
児
の
思

い
出
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。
子
供

た
ち
か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
保

護
者
は
に
こ
や
か
に
、
ま
た
目

を
潤
ま
せ
な
が
ら
成
長
し
た
様

子
を
見
つ
め
、
会
場
全
体
が
暖

か
い
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
小
学
部

と
中
高
部
の
卒
業
式
で
は
、
補

習
校
部
の
卒
業
生
（
小
学
部
16

人
、
中
学
部
11
人
、
高
等
部
３

人
）
が
平
本
校
長
か
ら
、
プ
リ

ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
の
卒
業
生

（
９
人
）
は
日
本
語
継
承
語
部
、

市
原
理
瑠
部
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
っ
た
。
式
辞
と
祝
辞

お
よ
び
各
種
表
彰
に
次
い
で
行

わ
れ
た
「
卒
業
生
の
言
葉
」
で

は
、「
宿
題
が
多
か
っ
た
け
れ

ど
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
計

画
を
立
て
て
工
夫
し
て
勉
強
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
運

動
会
な
ど
の
楽
し
い
行
事
も
あ

っ
て
、
自
分
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
い
い
仲
間
に
巡
り
合
え

た
」「
週
末
の
日
本
語
学
校
で
、

友
人
の
誕
生
日
会
な
ど
に
参
加

で
き
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、
代
わ
り
に
日
本
語
と
い
う

宝
物
が
手
に
入
っ
た
」
な
ど
、

日
本
語
学
校
へ
の
思
い
出
を
語

っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸

に
こ
の
日
を
迎
え
た
中
高
生
の

中
に
は
、幼
稚
園
部
か
ら
中
学
、

高
校
ま
で
通
い
続
け
、
自
分
の

人
生
の
大
半
を
こ
の
学
校
で
過

ご
し
た
卒
業
生
も
お
り
、
自
分

を
支
え
て
く
れ
た
保
護
者
や
先

生
へ
の
感
謝
を
ス
テ
ー
ジ
か
ら

伝
え
、
そ
の
ス
ピ
ー
チ
に
保
護

者
、
教
員
一
同
、
感
極
ま
っ
た
。

達
成
感
に
満
ち
、
晴
れ
や
か
な

顔
を
し
て
い
る
卒
業
生
ひ
と
り

ひ
と
り
に
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

プリンストン日本語学校

卒園式と卒業式

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
日
本
語
情

報
誌
を
発
行
す
る
「
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
日
本
の
大

学
に
よ
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
進
学

フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
学
費
が
年
々
高

騰
す
る
中
で
、
日
本
の
大
学
へ

進
学
す
る
学
生
が
増
え
て
い

る
。
英
語
で
の
入
試
制
度
や
海

外
生
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
、

秋
入
学
、
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
編

入
学
な
ど
、
大
学
の
特
色
や
取

り
組
み
に
加
え
、
入
試
に
向
け

た
最
新
情
報
を
説
明
す
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
日

本
語
と
英
語
の
両
方
で
ラ
イ
ブ

配
信
さ
れ
る
。
各
大
学
と
の
個

別
相
談
（
予
約
制
）
も
可
能
。

　

参
加
予
定
大
学
は
、
青
山
学

院
大
学
、
叡
啓
大
学
、
国
際
基

督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）、
駒
澤

大
学
、
上
智
大
学
、
中
京
大
学
、

東
京
国
際
大
学
、
広
島
大
学
、

立
教
大
学
、
立
命
館
大
学
、
山

梨
学
院
大
学 

国
際
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
学
部
、横
浜
国
立
大
学
。

日
程
は
、
5
月
21
日
（
火
）、

22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）
の

午
後
９
時
か
ら
11
時
ま
で
。

　

参
加
費
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｅ
メ
ー
ルseminar@

us-lighthouse.com

（

中

村
さ
ん
）
ま
で
。
申
し
込

み
・
詳
細
はhttps://bit.ly/

DAIGAKU24SPNY

を
参
照
。

日
本
の
大
学
進
学

フ
ェ
ア
２
０
２
４

ライトハウスがオンラインで

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
は
、
４
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
か
ら
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
大
学

の
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
エ
ス
テ
ベ

ス
・
ア
ベ
教
授
を
招
い
て
日
本

に
お
け
る
女
性
の
政
治
進
出
に

関
す
る
講
義
を
行
う
。
オ
ム
ニ

バ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第

11
回
目
。
同
教
授
は
幼
稚
舎
か

ら
大
学
院
ま
で
慶
應
義
塾
に
学

ん
だ
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博

士
号
を
取
得
後
、
米
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
日
本
で
活
躍
。
聴
講

は
一
般
参
加
も
可
で
Ｅ
メ
ー
ル

pr@keio.edu

で
要
予
約
。

ア
ベ
教
授
が
特
別
講
義

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で

日
本
女
性
の
政
治
進
出

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
mailto:pr@keio.edu
mailto:pr@keio.edu
mailto:pr@keio.edu
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week/%E3%82%92%E5%8F%82%E7%85%A7%E3%81%99%E3%82%8B%E3%80%82
https://bit.ly/DAIGAKU24SPNY
mailto:seminar@us-lighthouse.com
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皆
さ
ん
は
「
実
行
機
能
」
と

い
う
言
葉
を
お
聞
き
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
実

行
機
能
は
子
ど
も
の
学
習
や
学

校
適
応
に
大
変
重
要
な
も
の
で

す
。「
で
き
る
の
に
や
ら
な
い
」、

「
わ
か
っ
て
る
の
に
動
か
な

い
」、「
何
度
注
意
し
て
も
直
ら

な
い
」、「
や
る
気
は
あ
る
の
に

ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
」、「
朝
学

校
に
出
る
ま
で
が
大
変
」
な
ど

と
い
う
親
御
さ
ん
の
ご
心
配
を

よ
く
お
聞
き
し
ま
す
が
、
実
は

こ
れ
ら
の
こ
と
は
脳
の
実
行
機

能
が
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。

　

実
行
機
能
と
は
、「
目
的
を

定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め

に
、
自
分
の
持
つ
思
考
や
感
情

や
行
動
を
、
動
か
し
た
り
、
調

整
し
た
り
、
抑
制
し
た
り
す
る

プ
ロ
セ
ス
」
の
こ
と
を
指
し
ま

す
。こ
の
た
め
実
行
機
能
は「
脳

の
取
締
役
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

脳
機
能
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
例

え
、「
知
覚
」、「
感
情
」、「
思

考
」、「
行
動
」
の
指
揮
を
と
る

「
脳
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者

集
団
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
能
力
が
あ
っ
て
も
、
実

行
機
能
が
弱
け
れ
ば
、
学
習
や

生
活
面
で
必
要
な
時
に
そ
れ
ら

を
う
ま
く
使
え
ま
せ
ん
。
例
を

挙
げ
れ
ば
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル

を
10
秒
で
走
る
優
れ
た
能
力
が

あ
っ
て
も
、
ス
タ
ー
ト
で
ピ
ス

ト
ル
が
鳴
っ
た
瞬
間
に
「
今
走

り
出
す
ん
だ
」
と
思
え
な
け
れ

ば
、
つ
ま
り
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

そ
の
力
を
使
え
な
け
れ
ば
、
宝

の
持
ち
腐
れ
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

実
行
機
能
が
弱
い
子
ど
も

は
、
た
と
え
努
力
を
し
て
い
て

も
、
自
分
の
才
能
や
能
力
を
発

揮
で
き
ず
成
果
に
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
り
、
上
記
に
触
れ
た
よ

う
な
行
動
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

長
期
間
続
け
ば
、「
自
分
は
で

き
な
い
、
ダ
メ
だ
」
な
ど
と
思

い
込
み
、
自
暴
自
棄
と
な
り
努

力
す
る
こ
と
を
や
め
た
り
、
自

己
肯
定
感
が
傷
つ
い
て
し
ま
う

と
い
う
副
次
的
な
問
題
が
起
こ

り
か
ね
ま
せ
ん
。
効
果
的
な
支

援
を
行
う
に
は
親
や
教
師
が
ま

ず
こ
の
実
行
機
能
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
ず
は
実
行
機
能
の
14
の
機

能
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介

し
ま
す
。
＊
自
己
抑
制
：
必
要

に
応
じ
反
応
的
、
衝
動
的
な
行

動
や
考
え
を
止
め
る
力
。
例
え

ば
授
業
中
お
し
ゃ
べ
り
し
た

い
、と
い
う
欲
求
を
我
慢
す
る
。

ま
た
、
常
に
脳
に
入
っ
て
く
る

様
々
な
情
報
か
ら
、
今
必
要
で

な
い
も
の
に
反
応
す
る
の
を
自

動
的
に
抑
制
す
る
力
（
こ
れ
が

弱
い
と
そ
の
都
度
反
応
し
、
注

意
が
そ
れ
、
物
事
が
完
遂
で
き

な
い
）。
＊
意
図
的
注
意
：
意

図
的
に
注
意
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
保
持
す
る
力
。
＊
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
：
意
識
を
意
図
的
、
自
在

に
一
つ
の
こ
と
か
ら
別
の
こ
と

に
切
り
か
え
る
力
。
＊
計
画
・

構
造
化
：
現
在
ま
た
は
先
の
課

題
に
必
要
な
こ
と
を
マ
ネ
ー
ジ

す
る
力
。
方
略
を
立
て
る
、
段

取
り
を
決
め
る
な
ど
。
＊
順
序

立
て
：
頭
の
中
に
出
入
り
す
る

情
報
を
正
し
く
順
序
立
て
る

力
。
＊
も
の
の
整
理
：
勉
強
や

仕
事
な
ど
に
必
要
な
も
の
の
整

理
や
保
管
の
力
（
必
ず
し
も
見

た
目
の
整
頓
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
）。
例
え
ば
「
６
時
ま
で

に
宿
題
を
終
え
る
」
目
標
が
あ

る
場
合
、い
ざ
始
め
て
も「
〇
〇

が
な
い
」
と
そ
の
都
度
中
断
す

る
と
目
標
達
成
で
き
な
い
。
＊

目
標
設
定
：
自
分
の
ゴ
ー
ル
を

想
定
し
、
達
成
の
た
め
の
ス
テ

ッ
プ
を
決
め
る
力
。
＊
開
始
：

行
動
を
始
め
る
、
エ
ン
ジ
ン
ス

タ
ー
ト
す
る
力
。
＊
時
間
の
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
：
時
間
管
理
の

力
。
時
間
の
見
積
も
り
が
弱
い

と
、
例
え
ば
火
曜
が
期
限
の
宿

題
を
月
曜
の
夜
始
め
、
時
間
内

に
で
き
な
い
と
わ
か
り
パ
ニ
ッ

ク
す
る
。
ま
た
時
間
経
過
の
感

覚
も
含
む
。「
こ
れ
ぐ
ら
い
や

っ
た
か
ら
今
○
時
頃
の
は
ず
」

と
い
う
感
覚
。
こ
れ
が
弱
い
と

ふ
と
気
づ
い
た
時
は
す
で
に
遅

刻
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
や
す

い
。
＊
持
続
性
：
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
注
意
・
集
中
力
を
持
続
し
、

課
題
を
終
え
る
ま
で
取
り
組
み

続
け
る
力
。
＊
感
情
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
：
理
性
を
用
い
て
感
情
反

応
を
調
節
す
る
力
。
例
え
ば
予

期
せ
ぬ
こ
と
が
あ
っ
て
も
落
ち

着
い
て
い
ら
れ
る
力
。
＊
適

応
・
柔
軟
性
：
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

の
変
更
や
日
常
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
変
化
に
対
処
す
る
力
。
＊

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
：
課
題

達
成
の
た
め
情
報
を
作
業
が
終

わ
る
ま
で
記
憶
す
る
力
。
＊
セ

ル
フ
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
：
自
分

の
行
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
適

切
か
ど
う
か
自
己
を
モ
ニ
タ
ー

す
る
力
。
次
回
は
実
行
機
能
が

弱
い
子
ど
も
の
効
果
的
な
支
援

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

実行機能って何？～できるのにやらない、何度言っ
てもやらないあの子を理解し対応する方法～（前編）
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私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
N
B
A
に
入
っ
て

バ
ス
ケ
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
聞
い
て
お
そ
ら
く
み

な
さ
ん
は
「
現
実
味
が
な
い
」

「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ん
て
安
定

し
な
い
か
ら
公
務
員
に
な
っ

た
方
が
安
定
し
て
楽
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
」、
な

ん
て
い
う
で
し
ょ
う
。

　

だ
け
ど
、
一
度
き
り
の
人

生
で
す
。
本
当
に
夢
を
捨
て

し
ま
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

私
は
以
前
、
少
年
野
球
チ

ー
ム
に
所
属
し
て
い
て
、
毎

週
土
日
に
練
習
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
こ
で
の
練
習
は
朝

の
八
時
か
ら
午
後
の
五
時
ま

で
と
小
学
生
の
私
に
は
と
て

も
キ
ツ
く
辛
い
経
験
で
し
た
。

朝
起
き
て
、
憂
鬱
な
状
態
で

歯
を
磨
き
、
涙
を
拭
っ
て
自

転
車
を
漕
い
だ
あ
の
険
し
い

坂
道
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
バ
ッ
テ
イ
ン
グ
に
、
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
走
塁
の
練

習
、
長
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

様
々
な
練
習
を
こ
な
し
ま
し

た
が
、
小
学
生
の
僕
に
は
、

そ
の
練
習
の
意
味
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
に
、
監
督
が
怖
く

て
辞
め
た
い
な
ん
て
、
最
後

ま
で
言
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
す
。
結
局
、
小
学

校
六
年
の
卒
団
ま
で
、
そ
の

チ
ー
ム
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
苦
し
い
練
習

を
耐
え
抜
い
た
と
い
う
自
覚

は
あ
り
ま
す
が
、
さ
せ
ら
れ

て
い
る
練
習
で
、
自
分
か
ら

考
え
て
や
っ
て
い
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
に
出
会
っ
て
、
僕
は
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
練
習
の

楽
し
さ
を
知
り
、
何
よ
り
、

N
B
A
の
選
手
に
な
り
た
い

と
い
う
目
標
が
で
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
と
の
出
会
い
は
、

ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
父
が
何

気
な
く
見
て
い
た
テ
レ
ビ
の

N
B
A
の
試
合
で
し
た
。
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
ボ
ー
ル
回

し
。
空
中
を
駆
け
る
よ
う
に

い
と
も
簡
単
に
決
め
る
ダ
ン

ク
シ
ュ
ー
ト
。
選
手
同
士
が

ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
繰
り

広
げ
ら
れ
る
激
し
い
プ
レ
ー
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
七

年
間
野
球
人
と
し
て
過
ご
し

て
き
た
自
分
に
は
、
N
B
A

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

新
鮮
で
あ
り
、
豪
快
な
も
の

で
し
た
。
そ
の
テ
レ
ビ
を
見

て
か
ら
、
近
所
の
公
園
で
バ

ス
ケ
を
始
め
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
の
仲
間
と
一
緒
に
プ
レ
ー

す
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
近
所

に
住
む
ア
メ
リ
カ
人
と
練
習

す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
一
人
で
練
習
す
る
と

き
も
。
一
日
二
時
間
。
長
い

と
き
は
六
時
間
も
。
幼
年
野

球
の
練
習
を
し
て
い
る
と
き

に
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
楽
し
さ
や
高
揚
感
。

暇
な
時
間
さ
え
あ
れ
ば
、
ド

リ
ブ
ル
を
し
た
り
、
一
秒
で

も
多
く
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
り
。

楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
。
そ

ん
な
時
間
を
重
ね
る
中
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
頂
点

で
あ
る
N
B
A
の
選
手
に
な

り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
練
習
す
る
中
で
、

身
体
の
壁
を
大
き
く
感
じ
始

め
た
の
で
す
。
特
に
現
地
の

仲
間
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
す
る

と
、
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
自
分

の
体
の
小
さ
さ
や
力
の
差
を

痛
感
し
ま
し
た
。
体
と
体
が

接
触
す
る
プ
レ
ー
で
は
、
相

手
の
力
が
強
す
ぎ
て
、
抑
え

込
ま
れ
た
ら
何
も
抵
抗
で
き

な
い
の
で
す
。
自
分
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
身
体
の
差
と

い
う
髙
い
壁
に
、
バ
ス
ケ
を

諦
め
よ
う
、
そ
う
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　

　

そ
ん
な
と
き
、
当
時
担
任

で
あ
り
、
体
育
の
担
当
で
あ

っ
た
先
生
が
、
私
が
バ
ス
ケ

ッ
ト
へ
の
想
い
を
語
る
た
び

に
、
私
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
へ
の

熱
意
に
共
感
し
て
く
れ
、
私

の
プ
レ
イ
を
大
い
に
褒
め
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
僕
は

先
生
が
認
め
て
く
れ
た
こ
と

で
、
自
分
が
進
む
道
に
夢
と

希
望
を
感
じ
ま
し
た
。
バ
ス

ケ
へ
の
熱
い
想
い
。
こ
の
熱

い
想
い
さ
え
あ
れ
ば
、
身
体

的
な
壁
な
ん
ぞ
私
に
は
小
さ

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
憧
れ
の
バ
ス
ケ
選
手
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「
私
は
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
　
陽
斗

し
て
い
て
、
に
お
い
は
生
ぐ
さ

か
っ
た
で
す
。
オ
ス
よ
り
も
メ

ス
の
ほ
う
が
、
体
が
大
き
か
っ

た
で
す
。
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
も
は

な
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ク

リ
ー
ム
色
と
緑
色
の
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
た
ま
ご
が
、
千
個
い
上
あ

っ
て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

夜
は
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
み

ん
な
で
ト
ラ
ン
プ
で
楽
し
く
遊

び
ま
し
た
。
夕
食
は
、
す
ず
木

フ
ァ
ー
ム
で
と
っ
た
野
さ
い
で

す
。み
ん
な
で
食
べ
る
夕
食
は
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ね
る
前
に
、
た
く
さ
ん
話
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、楽
し
す
ぎ
て
、

な
か
な
か
ね
つ
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
朝
は
六
時
に
、
み
ん
な
が

起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
い
動
教
室
に
い

っ
て
、
本
当
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が

見
ら
れ
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
じ
っ
さ
い
に
見
る

こ
と
が
、
よ
い
べ
ん
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
友
だ
ち
と
す

ご
く
な
か
よ
く
慣
れ
た
の
で
、

ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

   　
（
滞
米
10
か
月
）

  「三年生の思い出」
　　　　　　ニューヨーク育英学園全日制小３

　　　　　　　　　　　　　　　　野口　あかね

　

缶
詰
の
グ
リ
ー
ン
ビ
ー

ン
、
袋
詰
め
さ
れ
た
ブ
リ
ー

ト
、
解
凍
さ
れ
た
に
ん
じ
ん
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
グ
リ
ー
ン

ビ
ー
ン
ズ
の
ミ
ッ
ク
ス
、
そ

し
て
プ
ロ
セ
ス
さ
れ
た
チ
キ

ン
の
入
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
。

僕
の
学
校
で
は
、
こ
の
よ
う

な
昼
ご
は
ん
が
出
る
。
学
校

の
昼
ご
は
ん
は
食
欲
を
そ
そ

ら
な
い
。
だ
か
ら
、
僕
は
家

か
ら
昼
ご
は
ん
を
持
っ
て
行

く
。
僕
の
両
親
は
、
ほ
と
ん

ど
毎
日
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
果

物
を
用
意
し
て
く
れ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
友
達
も
家
か
ら
昼

ご
は
ん
を
持
っ
て
来
る
。
家

か
ら
昼
ご
は
ん
を
持
っ
て
来

な
い
友
達
は
、
た
ま
に
ト
レ

ー
に
食
べ
物
を
乗
せ
て
テ
ー

ブ
ル
に
来
る
け
れ
ど
、
あ
ま

り
食
べ
な
い
。
そ
の
友
達
の

両
親
は
忙
し
い
の
で
昼
ご
は

ん
を
用
意
で
き
な
い
か
ら
だ
。

彼
は
、
何
も
言
わ
な
い
け
れ

ど
、
き
っ
と
お
腹
が
空
い
て

い
る
だ
ろ
う
。

　

お
腹
が
空
い
て
い
る
と
、

授
業
に
集
中
で
き
な
い
。
先

生
の
言
っ
て
い
る
事
が
、
頭

に
入
っ
て
来
な
い
。
だ
か
ら
、

ク
イ
ズ
や
テ
ス
ト
に
分
か
ら

な
い
問
題
が
た
く
さ
ん
出
て

く
る
。
そ
の
結
果
成
績
が
下

が
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と
進

学
校
に
進
め
な
い
、
そ
し
て

希
望
大
学
に
入
っ
て
勉
強
し

た
い
事
が
で
き
な
い
可
能
性

が
出
て
来
る
。

　

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
イ
ン
ス
テ

ィ
ト
ゥ
ー
ト
の
研
究
に
よ
る

と
、
直
接
証
拠
は
ま
だ
無
い

が
、
食
事
と
栄
養
摂
取
が
生

徒
の
学
歴
に
関
係
し
て
い
る

事
が
分
か
っ
て
き
た
。
だ
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
学

校
昼
食
の
予
算
を
上
げ
て
、

栄
養
価
が
高
く
食
欲
を
そ
そ

る
ご
飯
を
出
す
よ
う
に
す
る

べ
き
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る

と
、
お
腹
が
空
い
て
集
中
出

来
な
い
生
徒
が
減
る
。
し
か

も
、
食
品
ロ
ス
も
減
る
。

　

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
昼
ご

は
ん
は
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら

れ
る
。
毎
日
、
僕
の
学
校
か

ら
沢
山
の
食
品
ロ
ス
が
出
て

い
る
。
僕
の
学
校
だ
け
で
は

な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

学
校
で
沢
山
の
食
品
ロ
ス
が

出
て
い
る
と
思
う
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
だ
け
で
は
な
く
、

全
米
の
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
か
ら
食
品
ロ
ス
が
出
て

い
る
に
違
い
な
い
。
日
本
財

団
の
報
告
に
よ
る
と
、
世
界

で
約
年
間
二
十
五
億
ト
ン
の

「
学
校
で
の
昼
ご
は
ん
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
イ
ー
　
大
星
　

で
あ
る
コ
ー
ビ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア

ン
ト
は
、
毎
日
十
五
時
間
以

上
も
練
習
す
る
真
の
努
力
家
。

朝
四
時
半
に
起
き
、
一
時
間

以
上
の
筋
ト
レ
と
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
八
〇
〇
本
の
シ
ュ
ー
ト

練
習
。
決
し
て
恵
ま
れ
た
身

体
で
は
な
か
っ
た
彼
が
、
努

力
に
努
力
を
重
ね
、
N
B
A

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る

く
ら
い
に
な
っ
た
の
で
す
。

バ
ス
ケ
へ
の
熱
い
想
い
、
そ

し
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
ー
ビ
ー
の

よ
う
に
僕
は
身
体
の
壁
を
超

え
て
い
け
る
。
僕
も
N
B
A

の
選
手
に
な
り
た
い
。
自
分

の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
が
、

私
の
バ
ス
ケ
へ
の
熱
意
に
火

を
付
け
、
私
に
大
き
な
夢
を

授
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
自
分
と
は
違
っ
て
、

困
難
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い

程
、
自
分
自
身
を
鼓
舞
で
き

る
自
分
が
い
る
。
苦
し
い
幼

年
野
球
の
練
習
を
耐
え
抜
い

た
、
辛
い
経
験
が
今
、
自
分

の
中
で
、
努
力
で
き
る
自
分

を
支
え
て
い
る
。
あ
の
辛
い

経
験
が
な
か
っ
た
ら
、
も
う

す
で
に
バ
ス
ケ
は
辞
め
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

僕
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

が
大
好
き
で
す
が
、
正
直
上

手
く
あ
り
ま
せ
ん
。
秀
で
た

体
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
N
B
A
の
選

手
に
な
り
た
い
と
豪
語
で
き

る
ほ
ど
の
時
間
を
練
習
に
費

や
し
て
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
、
夢
に
向
か
っ
て
逃

げ
ず
に
ひ
た
す
ら
上
を
見
続

け
、
努
力
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
自
分
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
上
で
大
変
重
要
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
、
皆

さ
ん
に
は
夢
は
あ
り
ま
す
か
。

き
っ
と
、
そ
の
夢
は
皆
さ
ん

の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
、
夢
を
諦
め
ず
に
、
強

く
生
き
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　

  　
（
滞
米
１
年
８
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

食
品
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
な

ん
と
そ
れ
は
世
界
で
生
産
さ
れ

た
食
品
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
る
。
世
界
で
は
十
人
に
一
人

が
飢
餓
状
態
だ
。
食
べ
物
が
い

る
所
に
は
食
料
が
足
り
な
く
、

残
念
な
が
ら
お
い
し
く
は
無
い

け
れ
ど
、
僕
の
学
校
に
は
食
料

が
余
っ
て
い
る
。
世
界
的
に
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
く
不
平

等
だ
。

　

日
本
語
に
「
も
っ
た
い
な

い
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。
ま

だ
役
に
立
つ
の
に
使
わ
れ
て
い

な
い
、
無
駄
に
な
っ
て
い
る
と

言
う
意
味
だ
。
学
校
で
捨
て
ら

れ
る
食
品
は
も
っ
た
い
な
い
。

そ
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
動
物

た
ち
の
命
も
も
っ
た
い
な
い
。

お
腹
が
空
い
て
い
て
授
業
に
集

中
出
来
な
い
事
も
も
っ
た
い
な

い
。
僕
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
学
校
の
昼
ご
は
ん
は
重
要
だ

と
思
う
。　
　
　

 （
滞
米
12
年
）

　

三
年
生
で
は
た
く
さ
ん
楽
し

い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
わ
た
し
に
と
っ
て
一
番

の
思
い
出
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

へ
行
っ
た
い
動
教
室
で
す
。
出

発
前
は
、
い
ま
ま
で
べ
ん
強
し

て
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
あ
え
る

か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
は
じ
め
て
友
だ

ち
と
泊
ま
る
の
で
、
少
し
心
配

で
し
た
。

　

ビ
ー
チ
に
着
い
て
少
し
歩
い

た
ら
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
い
ま
し

た
。
持
っ
て
み
た
ら
、
思
っ
て

い
た
よ
り
も
重
か
っ
た
で
す
。

さ
わ
っ
た
感
じ
は
、
つ
る
つ
る

  「ぼくのお父さん」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　松田　颯真
　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
め
が

ね
を
か
け
て
い
て
、
は
で
な
色

が
好
き
で
、
せ
が
高
い
の
が
と

く
ち
ょ
う
で
す
。
た
ま
に
、
一

し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
く
れ
ま

す
。
土
曜
日
や
日
曜
日
に
は
パ

ソ
コ
ン
で
仕
事
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
の
い
い
と
こ
ろ

は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
た
ま
に
一
し
ょ

に
マ
リ
オ
カ
ー
ト
を
し
て
く
れ

る
こ
と
で
す
。
ス
イ
ッ
チ
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
て
、
ア

イ
テ
ム
の
使
い
方
が
神
み
た
い

で
す
ご
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
の
会

社
で
、
は
た
ら
い
て
い
る
事
で

す
。
会
話
を
し
た
り
、
え
い
語

で
仕
事
を
し
て
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
の
事
を

お
う
え
ん
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）
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米
国
外
に
滞
在
し
た
場
合
の

米
国
年
金
受
給
へ
の
影
響

　

正
し
い
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、

米
国
年
金
受
給
者
の
方
が
困
惑

さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
あ
る

「
米
国
外
に
滞
在
し
た
場
合
の

米
国
年
金
受
給
へ
の
影
響
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

 　
実
は
こ
れ
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
が
多
い
相
談
の
一
つ
が
、

日
本
帰
国
に
際
し
米
国
年
金
が

引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
か
ど
う

か
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
（
Ｓ
Ｓ
）
オ
フ
ィ
ス
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う

な
回
答
で
あ
っ
た
が
本
当
か
と

い
う
も
の
で
す
。

　
「
米
国
を
６
か
月
以
上
離
れ

る
と
米
国
籍
者
で
な
い
限
り
年

金
は
支
払
わ
れ
な
い
」「
日
本

で
も
継
続
し
て
米
国
年
金
を
受

給
で
き
る
が
、
６
か
月
毎
の
米

国
入
国
が
条
件
で
あ
る
」「
米

国
年
金
は
、
米
国
籍
が
あ
れ
ば

１
０
０
％
支
給
さ
れ
る
が
、
グ

リ
ン
カ
ー
ド
保
持
者
の
場
合
は

25
％
減
額
さ
れ
る
」「
米
国
籍

者
や
グ
リ
ン
カ
ー
ド
保
持
者
以

外
に
は
米
国
年
金
支
給
は
支
給

さ
れ
な
い
」と
い
う
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
の

回
答
は
す
べ
て
間
違
い
で
す
。

　

最
近
の
事
例
で
は
、
グ
リ
ン

カ
ー
ド
保
持
者
の
Ａ
さ
ん
か

ら
、
昨
年
ほ
ぼ
１
年
間
日
本
に

滞
在
し
そ
の
後
ハ
ワ
イ
に
戻
る

と
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー（
Ｓ
Ｓ
）オ
フ
ィ
ス
か
ら“

貴

方
は
米
国
籍
で
は
な
い
の
で
海

外
に
い
た
期
間
は
年
金
が
受
給

で
き
な
い
。
昨
年
受
け
取
っ
た

年
金
の
半
分
を
返
金
せ
よ”

と

い
う
と
い
う
手
紙
が
届
き
当
惑

さ
れ
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
Ａ

さ
ん
は
Ｓ
Ｓ
オ
フ
ィ
ス
で
受
給

手
続
き
を
し
た
際
、
米
国
を
出

国
す
る
時
は
書
類
で
届
け
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
日
本

に
行
く
際
出
国
届
を
提
出
し
ハ

ワ
イ
に
戻
り
帰
国
の
報
告
を
し

た
と
こ
ろ
そ
の
１
週
間
後
に
そ

の
手
紙
が
届
い
た
と
言
う
こ
と

で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
こ
の
様
な
Ｓ
Ｓ

オ
フ
ィ
ス
の
い
い
加
減
な
対
応

は
全
米
に
及
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
、
し
か
も
、
か
な
り
以
前
か

ら
現
在
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
米
国
年
金
の
受
給
資
格

を
維
持
す
る
た
め
仕
方
な
く
米

国
籍
を
取
得
さ
れ
た
方
が
少
な

か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

現
在
も
年
金
の
た
め
に
米
国
籍

を
取
得
し
て
し
ま
っ
た
と
残
念

が
る
方
が
引
き
続
き
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
て
し
ま
う
の
か
に
つ
い
て
考

え
て
見
ま
す
。

　

米
国
Ｓ
Ｓ
Ａ
（
米
国
社
会
保

障
庁
）
は
米
国
外
滞
在
者
に
対

す
る
米
国
年
金
の
支
払
い
に
つ

い
て{EN-05-10137 - Your 

Payments W
hile You are 

Outside the United States 
(June 2020) (ssa.gov)} 

次

の
様
に
説
明
し
て
い
ま
す
。　

（
１
）
米
国
籍
者
の
場
合
、
受

給
資
格
さ
え
あ
れ
ば
米
国
外
に

滞
在
し
て
い
て
も
米
国
年
金
を

支
払
い
ま
す
。（
つ
ま
り
原
則
、

米
国
籍
で
な
い
と
年
金
は
支
給

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
）

た
だ
し
、
あ
な
た
が
次
の
国
の

国
民
で
あ
る
な
ら
、
米
国
外
に

ど
れ
だ
け
滞
在
し
よ
う
と
、
受

給
資
格
さ
え
あ
れ
ば
米
国
年
金

は
引
き
続
き
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
例
外
国
）
日
本
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
フ
ラ

ン
ス
、
韓
国
等
21
か
国　EN-

05-10137

の
5
ペ
ー
ジ
３
を

参
照
。

（
２
）
あ
な
た
が
米
国
籍
者
で

な
く
、
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
メ

キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
77
か

国
の
国
民
で
あ
る
場
合
、
６

か
月
以
上
米
国
外
に
滞
在
し

た
場
合
、
次
の
例
外
国
を
除

き
、
米
国
年
金
の
支
払
い
は
米

国
を
離
れ
た
６
か
月
後
に
ス
ト

ッ
プ
し
ま
す
。（
例
外
国
）
現

在
、
米
国
が
社
会
保
障
協
定

を
締
結
し
て
い
る
国　

日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ス
、
韓
国
等
21
か
国
の
居
住
者

（Residents

）
で
あ
る
場
合
。　

EN-05-10137

の
8
ペ
ー
ジ

６
と
10
、
11
ペ
ー
ジ
に
協
定
締

結
国
の
リ
ス
ト
を
参
照
。

　

以
上
か
ら
、
日
本
国
籍
者
は

日
本
に
住
ん
で
い
て
も
米
国
年

金
の
受
給
資
格
さ
え
あ
れ
ば
、

米
国
年
金
を
受
給
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
年
金
受

給
者
の
当
惑
の
原
因
は
、
Ｓ
Ｓ

オ
フ
ィ
ス
の
担
当
者
が
こ
の
例

外
規
定
を
理
解
し
な
い
ま
ま
原

則
だ
け
を
相
談
者
に
伝
え
た
結

果
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
懸
念
さ
れ
る

こ
と
は
、
そ
の
様
な
Ｓ
Ｓ
オ
フ

ィ
ス
の
窓
口
担
当
者
の
不
勉
強

に
と
ど
ま
ら
ず
、
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
本

部
の
対
応
も
１
０
０
％
正
し
く

は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
回
の
相
談
者
の
方

に
は
す
ぐ
ク
レ
ー
ム
（Form 

SSA-561-U2 REQUEST FOR 
RECONSIDERATION

を
使

用
）
を
提
出
す
る
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
し
た
。
老
後
の
生

活
の
基
盤
で
あ
る
年
金
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
正
し
い
理
解
の

も
と
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
エ
イ

モ
ス
・
エ
ノ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

て
、
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
日
系
ア
メ

リ
カ
人
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
菅
原
ー
ベ
ダ
西
紀
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
個
展
が
２
月
29
日

か
ら
３
月
24
日
ま
で
開
催
さ
れ

た
。
展
示
会
の
タ
イ
ト
ル
は
、

Adapt Adopt

。
展
示
さ
れ
る

の
は
、KuroKuroShrio

（
黒

黒
白
）
シ
リ
ー
ズ
か
ら
の
新
作

を
合
わ
せ
た
30
点
程
。
奈
良
墨

を
使
用
し
、
日
本
独
特
の
詩
や

風
景
画
の
美
観
と
西
洋
の
抽
象

画
を
行
き
来
す
る
様
な
、
そ
し

て
鑑
賞
者
の
心
中
の
場
所
に
誘

う
様
な
抽
象
風
景
画
を
展
示
。

今
回
の
作
品
群
は
全
て
木
製
の

パ
ネ
ル
に
描
か
れ
て
い
て
、「
伝

統
」
と
は
何
か
、
そ
の
始
点
探

求
か
ら
、
そ
れ
を
作
り
出
し
た

人
間
と
の
関
係
を
問
い
な
が

ら
創
作
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も

と
は
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
社

員
と
し
て
働
い
て
い
た
が
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア

で
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
体

験
で
ア
ー
ト
で
生
き
る
道
へ
脱

皮
し
た
。
作
品
は
ダ
ラ
ス
美
術

館
（
テ
キ
サ
ス
州
）
や
デ
ノ
ス

美
術
館
（
ミ
シ
ガ
ン
州
）
を
含

む
個
人
お
よ
び
公
的
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ダ

ラ
ス
美
術
館
の
オ
ー
テ
ィ
ス
・

ア
ン
ド
・
ヴ
ェ
ル
マ
・
デ
イ
ヴ

ィ
ス
・
ド
ー
ジ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ

ル
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
賞
を
受

賞
し
、
現
在
、
テ
キ
サ
ス
州
ダ

ラ
ス
に
あ
る
サ
ザ
ン
メ
ソ
ジ
ス

ト
大
学
で
美
術
の
准
教
授
を
務

め
て
い
る
。

墨
で
描
く
心
象
風
景

抽
象
的
表
現
の
世
界
へ
誘
う

　

東
京
藝
術
大
学
同
窓
生
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
芸

術
集
団 「THE BRICKS NYC

」

は
４
月
12
日（
金
）と
13
日（
土
）

の
２
日
間
、
ブ
ル
ー
・
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
（
東
46
丁
目
２
２
２
番

地
）
で
能
登
半
島
地
震
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
「ARTISTS for 

NOTO

」
を
開
催
す
る
。
Ｎ
Ｙ

で
活
動
す
る
音
楽
家
と
美
術
家

が
集
ま
り
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
と
ア
ー
ト
作

品
の
展
示
販
売
、
サ
イ
レ
ン
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

13
日
に
は
茶
会
体
験
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
。
ま
た
、
輪
島
市
に
店

を
持
つ
「
田
谷
漆
器
店
」
が
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
来
米

し
、
輪
島
塗
の
作
品
の
即
売
会

が
同
時
開
催
さ
れ
る
。
被
災
を

免
れ
た
縁
起
の
良
い
輪
島
塗
の

作
品
の
ほ
か
、
日
用
使
い
で
き

る
お
箸
な
ど
も
販
売
予
定
。

　

今
回
は
「
芸
術
家
に
よ
る
芸

術
文
化
復
興
支
援
」
と
い
う
趣

旨
の
も
と
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
得
た
収
益
は
全
額
寄
付
、
被

災
地
域
で
吹
奏
楽
の
活
動
に
あ

た
る
子
ど
も
や
学
生
た
ち
を
支

援
す
る
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
「
石

川
県
吹
奏
楽
連
盟
吹
奏
楽
義
援

金
制
度
」
と
、
有
形
無
形
文
化

資
源
の
再
生
・
芸
術
作
品
の

修
復
・
被
災
地
を
応
援
す
る

芸
術
文
化
活
動
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
う
メ
セ
ナ
協
議
会

「GBFund

」
に
募
金
さ
れ
る
。

　

入
場
料
は
１
日
券
が
45
ド

ル
、
２
日
通
し
券
が
85
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

thebricksnyc@gmail.com

（
金
澤
さ
ん
）
ま
で
。
コ
ン
サ

ー
ト
の
時
間
な
ど
、
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

thebricks.nyc

を
参
照
す
る
。

東
京
藝
大
の
同
窓
生
ら

能
登
半
島
地
震
復
興
支
援

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
谷
口
恵
子
が
現

在
、
Ｎ
Ｙ
の
バ
ン
ジ
ー
ス
ペ
ー

ス
（
ス
タ
ン
ト
ン
通
り
13
番

地
）
で
初
の
展
覧
会
「
東
風
床
」

を
開
催
し
て
い
る
。
建
築
グ
ル

ー
プ
と
の
文
通
に
よ
っ
て
茶
室

を
共
同
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
デ
オ
作

品
も
展
示
し
て
い
る
。
谷
口
は

２
０
１
９
年
来
米
、
23
年
プ
ラ

ッ
ト
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
大

学
院
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
。
伝
統
文

化
の
発
展
に
つ
い
て
学
び
、
自

身
の
茶
道
活
動
に
反
映
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
で
の
茶
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
、
抹
茶
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ

ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
を
経
て
の
初

の
個
展
。
展
示
タ
イ
ト
ル
の
一

部
で
あ
る「
東
風
」（Kochi

）は
、

藤
原
道
真
の
俳
句
に
由
来
。
故

郷
を
懐
か
し
み
春
の
到
来
を
待

ち
望
ん
だ
情
景
に
思
い
を
馳
せ

る
。
４
月
28
日
ま
で
。

東風床
前衛茶室

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
谷
口
恵
子

Ｎ
Ｙ
で
初
個
展

　

ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
リ
ー
ズ
７
と
し
て
第
3

回
国
際
グ
ル
ー
プ
ア
ー
ト
展

「
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
大
画
面　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２
０
２
４
＝
ア

ー
ト
・
イ
ン
サ
イ
ド
・
ア
ー

ト
ス
ク
エ
ア　

100 ARTISTS 
OF THE W

ORLD

」（
主
催
・

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ト
メ
デ
ィ

ア
）
が
４
月
22
日
（
月
）
午
前

10
時
か
ら
11
時
に
３
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
の
電
光
掲
示
板
で
映

像
展
示
さ
れ
る
。
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は　

AyaNe.

、Key 
Designer SATOKO

、
米
窪
京

祐
、
下
坂
卓
也
。

　

こ
の
ス
ク
リ
ー
ン
展
示
は
、

エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の
安
達
元

一
と
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本

文
化
の
紹
介
で
知
ら
れ
る
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子
が
手
を

組
ん
だ
ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
ジ
ャ

ン
ル
や
経
歴
に
と
ら
わ
れ
ず
に

興
味
深
い
作
品
を
制
作
し
日
本

で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
先

端
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
取
り
込
ん

で
、
世
界
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
交
流
を
は
か
る
の
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　

安
達
氏
は
「
日
本
の
テ
レ
ビ

界
で
長
年
活
躍
し
て
き
た
感
覚

で
美
術
界
を
斬
る
。
古
く
か
ら

の
伝
統
を
重
ん
じ
る
世
界
に
、

自
由
奔
放
な
発
想
で
新
し
い
風

を
吹
か
せ
た
い
。
有
名
な
美
術

大
学
を
出
て
い
な
く
て
も
、
有

力
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
庇
護
を
受

け
て
い
な
く
て
も
、
美
し
い
作

品
は
美
し
い
、
面
白
い
作
品
は

面
白
い
。
魅
力
的
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
世
界
で
暴
れ
さ
せ
て
み

た
い
。
そ
ん
な
型
破
り
の
挑
戦

を
し
て
み
た
い
」
と
話
す
。

　

佐
藤
氏
は
「
日
本
は
第
二

次
世
界
大
戦
に
敗
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
多
く
の
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
世
界
で
の
成

功
を
夢
見
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

渡
っ
た
。
戦
後
か
ら
80
年
近
く

経
ち
、
業
界
の
状
況
は
変
化
し

て
い
る
も
の
の
、
今
で
も
そ
の

潮
流
は
変
わ
ら
な
い
。
歴
史
的

な
マ
ス
タ
ー
、
例
え
ば
国
吉
康

雄
（
１
９
１
０
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
移
住
）、
オ
ノ
ヨ
ー
コ

（
51
年
）、
草
間
彌
生
（
57
年
）、

河
原
温
（
65
年
）、
篠
原
有
司

男
（
69
年
）、千
住
博
（
93
年
）、

村
上
隆
（
２
０
０
１
年
）
ら
に

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
最
初
の
一

歩
が
あ
っ
た
。
本
展
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
か
ら
、
将
来
、
そ
ん
な

世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

話
す
。

　

参
加
作
家
のAyaNe. 

は
、

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
融
合

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
美
、
道

徳
心
、
命
の
尊
さ
を
表
現
す
る

マ
マ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
東
京
、

ミ
ラ
ノ
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
パ
リ
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
マ
イ
ア
ミ
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
展
示
。
日
本
フ
ラ
ン
ス
現

代
美
術
世
界
展
入
選
。

　

Key Designer SATOKO

は
、「
森
羅
万
象
全
て
に
神
が

宿
る
」
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的

思
想
で
絵
画
を
制
作
し
、
観
る

人
の
深
層
心
理
を
浄
化
す
る
。

英
国
王
立
美
術
家
協
会
名
誉
会

員
。

　

米
窪
京
祐
は
、
幼
い
頃
か
ら

父
と
海
へ
通
う
中
で
、
海
の
中

の
世
界
に
魅
了
さ
れ
る
。
日
々

複
雑
な
考
え
方
を
し
て
い
る
自

分
に
気
づ
き
、「
本
来
の
自
分
」

を
青
、
海
、
ク
ジ
ラ
を
通
し
て

表
現
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
音

楽
と
の
コ
ラ
ボ
展
な
ど
、「
世

界
を
も
っ
と
蒼
く
す
る
」
活
動

を
展
開
中
。

　

下
坂
卓
也
は
、
九
州
産
業
大

学
芸
術
学
部
卒
。
２
０
１
７
年

て
ん
か
ん
性
精
神
障
害
を
患

い
幻
聴
と
向
き
合
い
な
が
ら

絵
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
３
０
０

点
以
上
制
作
。「MONSTER 

Exhibition 2019

」
パ
リ
展
、

「
蒼
騎
展
」
新
人
賞
な
ど
受
賞

歴
は
多
数
。
海
外
で
の
活
動
も

広
げ
て
い
る
。

タイムズスクエアの
電光掲示板に作品
アートインキュベーション22日

mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:thebricksnyc@gmail.com
https://www.thebricks.nyc


（19）　　 ［文化・芸能］ 2024年（令和 6年）4月 6日（土）

 EVENT　
■第 92 回ジャパンフェス＠イースト
ビ レ ッ ジ ＝ 4/6　10:00 ～ 18:00　East 
Village （Broadway, 8th-9th St）人気の日
系ストリートフェア。今回は、シューク
リーム、唐揚げ弁当、今川焼き、タコせ
んべいなどが出店する日本食の祭典。
詳細は https://www.japanfes.com
■アートエキスポNY＝ 4/4 ～ 4/7 　Pier 
36（299 South St）1978 年から開催され
ている、コレクター、バイヤー、ギャラ
リスト、ディーラー、アートディレクター
など約 3 万人が来場するアートフェア。
毎回日本からの出展もあり世界中から
アートが集結する。入場料：一般＄30 ～、
学生・シニア＄15 ～、12 歳以下は無料。
詳 細 は https://redwoodartgroup.com/
artexpo-new-york/
■メイシーズフラワーショー＝ 4/7 まで  
Macy’s Herald Square（151 W 34th St）
メイシーズデパート１階フロアに花が咲
き乱れ、花の香りとともに華やかな空間
になる春の恒例イベント。
詳細はwww.macys.com/s/fl ower-show/
■第 21 回オーキッドショー＝ 4/21 まで  
The New York Botanical Garden（2900 
Southern Boulevard,Bronx）NY 植 物 園
で開催される毎年恒例のラン展。今年は
「Florals in Fashion」をテーマにデザイン
され色鮮やかで華やかな作品が展示され
る。入場料：一般＄35、学生・シニア＄31、
2～ 12 歳＄15、会員・2歳以下は無料。
詳細はwww.nybg.org/

CLASS/SEMINAR
■小説家・川上弘美トークイベント
＝ 4/7　紀伊國屋書店 NY 店（1073 6th 
Ave,）芥川賞、谷崎潤一郎賞などの文学
賞を受賞した川上弘美が、2023 年 9月に
翻訳出版された新作『Dragon Palace』（原
題『龍宮』）について翻訳者である Ted 
Goosen 氏と対談する。トーク後はサイ
ン会も予定。入場無料。予約不要。
■渡辺直美さん講演会＝ 4/12　18:00　
コ ロ ン ビ ア 大 学 ミ ラ ー 劇 場（2960 
Broadway, 116th St.）ソーシャルメディ
アプラットフォーム全体で 1000 万人近
い世界中のフォロワーを抱える、お笑
いタレントの渡辺直美さんが「NAOMI 
TAKES COLUMBIA」をテーマに語る。言

語は英語。入場無料だが要予約。
詳細は http://www.keenecenter.org/

MUSIC
■八神純子ライブ＝ 6/30  17:30  Birdland
（315 W 44th St.）八神純子の初の単独
ニューヨーク公演。東日本大震災以降、
ボランティア活動を続けている八神が音
楽の力が TERRA（地球）を守る糧となる
よう願いを込めて作った新曲『TERRA』
の海外初披露も予定。ピアニストの宮本
貴菜が友情出演する。入場料：テーブル
席＄35・46、バーカウンター＄24・91
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/
tm-event/junko-yagami-duo/　

THEATRE/DANCE
■ 80 年代の日本映画２作上映＝ 4/19・
20  19:00  Japan Society（333 E 47th St）
黒沢清監督作品『ドレミファ娘の血は騒
ぐ』と石井聰亙監督作品『逆噴射家族』
を上映。1985 年製作の『ドレミファ娘の
血は騒ぐ』は映画監督としてデビューし
た黒沢の監督第２作目で、女優・洞口依
子の映画デビュー作。1984 に公開された
『逆噴射家族』は家庭を舞台にした戦争映
画と注目された作品で、原案・脚本は漫
画家の小林よしのり氏、出演は小林克也、
倍賞美津子、植木等ほか。入場料：一般
＄16、JS 会員＄12 ドル
詳細は https://japansociety.org

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■「無功徳：ギッター・イエレン・コレ
クションの禅画」＝ 3/8 ～ 6/16  Japan 
Society（333 E 47th St）400 年以上にわ
たる禅画の概念をめぐる展示会。ニュー
オリンズ在住のカート・ギッターとアリ
ス・イエレン・ギッター夫妻の禅画コレ
クションで、水墨画や書画を通じて魅力
あふれる仏教の教義を教化することに貢
献した画僧たちの作品を展示する。入場
料：一般＄12、学生・シニア＄10、JS 会
員・16 歳以下は無料。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ラ
イ
ン

ベ
ッ
ク
拠
点
の
ノ
ー
ザ
ン
・

ダ
ッ
チ
ェ
ス
交
響
楽
団
が
４
月

20
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
か

ら
行
う
春
の
定
期
公
演
に
、
木

村
伶
香
能
が
箏
ソ
リ
ス
ト
と
し

て
出
演
す
る
。
演
奏
曲
目
は
、

オ
ペ
ラ
作
曲
家
ダ
ロ
ン
・
ハ
ー

ゲ
ン
に
よ
る
「
箏
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
：
源
氏
」。
源
氏
物
語
を
主

題
と
す
る
こ
の
作
品
を
木
村
は

自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
初
演
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
主
催

公
演
な
ど
、
20
回
に
及
ぶ
再

演
を
重
ね
て
き
た
。
会
場
は
、

ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
歴
史
あ

る
ラ
イ
ン
ベ
ッ
ク
（ Joseph 

L. Phelan Auditorium at 
Rhinebeck High School

：

45 N Park Rd, Rhinebeck, 
NY

）。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ダ
ロ

ン
・
ハ
ー
ゲ
ン
作
曲
「
箏
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
：
源
氏
」、
管
弦

楽
版
「
亡
き
王
女
の
為
の
パ

ヴ
ァ
ー
ヌ
」（
ラ
ヴ
ェ
ル
作
曲
）

ほ
か
。 

　

入
場
料
は
38
ド
ル
、
シ
ニ
ア

30
ド
ル
、
学
生
10
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
はhttps://

www.ndsorchestra.org/

ラインベックで
ソロ公演20日

木村伶香能

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
世

界
で
活
躍
す
る
ソ
プ
ラ
ノ
・
田

村
麻
子
と
、
力
強
い
龍
の
絵
を

描
く
画
家
・
西
村
麻
里
に
よ
る

初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
「RISING DRAGON in 

spring 2024

」
が
３
月
23
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ル
ー
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
。
田

村
が
月
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
曲

を
歌
い
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
市
川

純
子
が
演
奏
す
る
な
か
西
村
が

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
一
夜
限
り
の
特
別
企
画
と
な

っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
前
半
は
田
村
が

ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
「
セ
レ

ナ
ー
デ
」、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
月

の
光
」、「
朧
月
夜
」「
宵
待
草
」

な
ど
月
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
曲

を
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
し
っ
と
り
聞

か
せ
る
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
。
後

半
は
田
村
が
即
興
ピ
ア
ノ
、
市

川
と
の
連
弾
、
歌
を
披
露
す
る

な
か
、
西
村
が
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
で
色
鮮
や
か
に
大
き

な
龍
を
描
い
た
。

月
と
ド
ラ
ゴ
ン

春
雨
の
宵
に
コ
ラ
ボ
競
演

 
星
の
島
句
会

プ
ラ
ン
ト
の
土
を
篩
に
復
活
祭 

太
田
風
子　

鷹
鳩
と
化
す
西
郷
像
は
犬
を
連
れ 

豊
島
キ
ヌ　
　

モ
ノ
ク
ロ
の
雨
の
都
会
の
花
明
り 

中
川
手
鞠  

街
角
に
コ
ン
ガ
の
響
き
夏
隣　

 

長
谷
川
久
美
子

青
き
踏
む
孤
独
は
ひ
そ
と
野
の
に
お
い 

森
本
由
美
子

hoshinoshima819@gmail.com

　

Ｎ
Ｙ
在
住
ピ
ア
ニ
ス
ト
松
下

愛
美
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が

４
月
26
日
（
金
）
午
後
７
時
か

ら
、
オ
ペ
ラ
ア
メ
リ
カ
（
７
番

街
３
３
０
番
地
７
階
マ
ー
ク
・

Ａ
・
ス
コ
ラ
ホ
ー
ル
）
に
て
開

催
さ
れ
る
。
大
阪
府
出
身
。
大

阪
音
楽
大
学
器
楽
学
科
ピ
ア
ノ

専
攻
を
優
秀
賞
を
受
賞
し
卒
業

後
、
ド
イ
ツ
へ
留
学
。
ド
イ
ツ

国
立
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
音
楽
大

学
大
学
院
を
首
席
で
卒
業
。
ド

イ
ツ
国
家
演
奏
家
資
格
取
得
。

現
在
は
ス
タ
ン
ウ
ェ
イ
・
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
＆
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ベ
ー
ト
ー

べ
ン
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
32

番
」、
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
「
３

つ
の
前
奏
曲
」
ほ
か
。「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
よ
う
や
く
初
め
て

の
リ
サ
イ
タ
ル
が
実
現
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
皆
様
に
演
奏
を

聴
い
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
と

楽
し
み
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
今
回
は
暗
闇
の
中
で
ピ

ア
ノ
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、

元
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ダ
ン
サ
ー

の
リ
ナ
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
Ｍ
Ｃ

で
舞
台
と
客
席
の
心
の
距
離
を

縮
め
て
み
ん
な
で
共
有
す
る
、

そ
う
い
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
タ

ル
後
に
は
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
る
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
、
18
歳
以

下
は
15
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.operaamerica.org/

を

参
照
す
る
。

ピアノリサイタル26日に

松下愛美

　

Ｎ
Ｙ 

エ
ン
タ
メ
の
会
（
中

澤
利
彦
代
表
）
は
13
日
（
土
）

午
後
８
時
か
ら
第
43
回
Ｎ
Ｙ
エ

ン
タ
メ
の
会
を
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
（
東
３

丁
目
91
番
地
）
で
開
催
す
る
。

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
コ
メ
デ

イ
ア
ン
の
村
本
大
輔
さ
ん
を
招

く
。
村
本
さ
ん
は
福
井
県
出

身
。
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ウ
ー
マ

ン
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
」
の
主
に

ボ
ケ
担
当
。
２
０
１
１
年　

Ａ

Ｂ
Ｃ
お
笑
い
新
人
グ
ラ
ン
プ
リ 

最
優
秀
新
人
賞
。
12
年
「THE　

MANZAI

」
優
勝
な
ど
、
受
賞

多
数
。
23
年
か
ら
本
格
的
に
米

国
で
活
動
を
開
始
。
当
日
は
通

常
舞
台
で
行
っ
て
い
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
、
米
国
に
来
た
経

緯
や
こ
れ
か
ら
の
想
い
も
語

る
。　

　

主
催
す
る
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の

会
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す

る
日
本
人
の
エ
ン
タ
メ
の
業
界

人
を
応
援
し
、
新
し
い
繋
が
り

を
作
る
た
め
の
会
。
ゲ
ス
ト
の

講
義
か
ら
学
び
を
う
け
、
出
逢

い
か
ら
新
た
な
刺
激
、
情
報
を

得
、
参
加
者
の
世
界
が
こ
れ
か

ら
更
に
拡
が
る
た
め
の
充
実
し

た
時
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
エ
ン
タ
メ
関
係
以
外
の
一

般
の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
る
。

当
日
の
会
場
受
け
付
け
は
午
後

７
時
30
分
。
当
日
は
参
加
者
に

よ
る
１
分
間
の
自
己
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
。
参
加
費
は
30
ド

ル
。
問
い
合
わ
せ
、
予
約
は
Ｅ

メ
ー
ルny.entame@gmail.

com

、
詳
細
は
Ｎ
Ｙ 

エ
ン
タ

メ
の
会
Ｆ
Ｂ
＝　

https://
w
w
w.facebook.com

/
ny.entame/

。

ゲ
ス
ト
に
お
笑
い
の
村
本
大
輔

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
13
日
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
で
は
春
の
新
学
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、4
月
10
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

ま
で
0
歳
か
ら
4
歳
く
ら
い
を

対
象
に
第
１
回
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

ク
ラ
ス
（
テ
ー
マ
は
お
花
見
）

を
開
催
す
る
。
費
用
35
ド
ル

（
材
料
費
込
み
・
ミ
ニ
お
土
産

付
き
）。
ま
た
14
日
（
日
）
午

前
11
時
45
分
か
ら
12
時
30
分
ま

で
（
45
分
間
）
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
開
催
す
る
。
対
象
は
3
歳
か

ら
8
歳
く
ら
い
の
初
心
者
。
体

験
レ
ッ
ス
ン
受
講
後
に
正
式
入

会
を
希
望
す
る
生
徒
に
は
入
会

金
割
引
特
典
が
適
応
さ
れ
、
本

格
的
な
舞
台
で
踊
る
こ
と
が
出

来
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も

経
験
出
来
る
。費
用
は
20
ド
ル
。

場
所
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ダ
ン

ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
針

山
バ
レ
エ
（
７
番
街
４
２
１

番
地
３
階
）。
詳
細
はhttp://

nydanceart.com

Ｅ
メ
ー
ル

はContact@nydanceart.
com

針
山
さ
ん
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
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版
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2024年（令和 6年）4月 6日（土） ［LIVING in USA］　　（20  ）

　

１
８
７
９
年
に
建
て
ら
れ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ブ
ル
・
ヒ
ル
・

タ
ワ
ー
ズ
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
中
庭
、
外
階
段
を
備
え
、
慈
善

家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｔ
・
ホ
ワ
イ
ト
が
労
働
者
住
宅
の
新
し
い
モ

デ
ル
を
作
ろ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ェ

イ
コ
ブ
・
リ
ス
は
、
１
９
０
６
年
に
出
版
さ
れ
た
『Constructive 

and Preventive Philanthropy

』（
建
設
的
で
予
防
的
な
博
愛
主

義
）
の
中
で
、
こ
の
建
物
に
言
及
し
て
い
る
。

　
「
ア
メ
リ
カ
で
最
も
有
名
な
モ
デ
ル
長
屋
企
業
は
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｔ
・
ホ
ワ
イ
ト
が
１
８
７
７
年
、

１
８
７
８
年
、１
８
９
０
年
に
そ
れ
ぞ
れ
建
て
た
ホ
ー
ム
、タ
ワ
ー
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
建
物
で
あ
る
。
建
物
は
6
階
建
て
（
高
さ
60
フ

ィ
ー
ト
）
で
、
ほ
ぼ
完
全
に
耐
火
性
で
あ
り
、
優
れ
た
避
難
手
段

を
備
え
、
各
居
室
は
屋
外
に
面
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
貫
通
通

風
を
備
え
て
い
る
「
自
己
完
結
型
」
で
あ
り
、
部
屋
に
は
水
、
棚

と
フ
ッ
ク
付
き
の
衣
類
押
し
入
れ
、
ス
ト
ー
ブ
置
き
場
、
ベ
ラ
ン

ダ
で
も
遊
べ
る
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
建
物
の
４
階
に
あ
る
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
に
フ
ル
改
装
さ
れ
た
賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
、
家
賃
は
２
６
５
０
ド

ル
。
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
生
活
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
個
性
的
な
建
物
だ
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・３
７
４
・７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　ted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

歴史を感じさせる外観

 NY の歴史を感じながら暮らすブルックリン

　

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド

レ
ポ
ー
ト
誌
は
、
２
０
２
３
〜

24
年
度
の
「
米
国
内
で
最
も
住

み
や
す
い
場
所
」
ラ
ン
キ
ン
グ

を
発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
州
の
１
位
に

は
州
都
の
オ
ー
ル
バ
ニ
が
選
ば

れ
た
。
同
誌
は
、
米
国
勢
調
査

局
や
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）、

労
働
省
な
ど
の
公
表
さ
れ
て
い

る
デ
ー
タ
の
ほ
か
、
読
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
含
む
独
自
の
資

源
を
基
に
、
各
主
要
都
市
を
生

活
の
質
指
数
（
犯
罪
率
、教
育
、

福
祉
、
通
勤
通
学
、
医
療
、
大

気
質
、
緊
急
事
態
管
理
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ａ
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
指
数
）、

価
値
指
数
（
住
宅
取
得
能
力
、

パ
リ
テ
ィ
価
格
）、
希
望
指
数

（
住
み
た
い
場
所
、
移
動
率
、

気
候
、
人
口
に
対
す
る
公
共
機

関
）、
雇
用
指
数
で
比
較
し
、

市
民
の
日
常
生
活
の
満
足
度
を

評
価
し
た
。

　

オ
ー
ル
バ
ニ
に
つ
い
て
同
誌

は
「
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
商
業
と

文
化
の
中
心
地
と
し
て
活
気
が

あ
る
。
昔
な
が
ら
の
雰
囲
気
を

保
ち
つ
つ
、
身
近
な
フ
ィ
ン
ガ

ー
・
レ
イ
ク
ス
の
ワ
イ
ン
生
産

地
や
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
山
脈
の
眺

め
な
ど
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
宝
庫

で
も
あ
る
」と
評
価
し
て
い
る
。

　

以
下
Ｎ
Ｙ
州
の
ラ
ン
キ
ン
グ

の
上
位
５
位
は
、
２
位
シ
ラ
キ

ュ
ー
ス
、３
位
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、

４
位
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
５
位
Ｎ

Ｙ
市
。

　

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10

位
は
、
１
位
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

州
グ
リ
ー
ン
・
ベ
イ
、
２
位
ア

ラ
バ
マ
州
ハ
ン
ツ
ビ
ル
、
３
位

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
ロ
ー
リ

ー
＆
ダ
ー
ラ
ム
、
４
位
コ
ロ
ラ

ド
州
ボ
ル
ダ
ー
、
５
位
フ
ロ
リ

ダ
州
サ
ラ
ソ
ー
タ
、
６
位
フ
ロ

リ
ダ
州
ネ
イ
プ
ル
ズ
、
７
位
メ

イ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
８
位

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ト
、
９
位
コ
ロ
ラ
ド
州
コ

ロ
ラ
ド
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
、
10

位
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
フ
ェ
イ

エ
ッ
ト
ビ
ル
。
同
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
はhttps://www.

usnews.com/

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
で
一
番
住
み
や
す
い
都
市

１
位
は
オ
ー
ル
バ
ニ

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
地
下

鉄
Ｆ
線
と
Ｍ
線
は
数
か
月
に
わ

た
る
線
路
の
付
け
替
え
工
事
を

終
え
、
全
線
の
運
行
が
４
月
１

日
午
前
５
時
か
ら
再
開
さ
れ
常

運
行
を
再
開
し
た
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
47
丁
目
か
ら
50
丁
目
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー

と
ク
イ
ー
ン
ズ
区
の
36
丁
目
の

間
で
線
路
の
付
け
替
え
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
路
線
の

地
下
鉄
は
も
と
も
と
、
将
来
の

劣
化
を
防
ぐ
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

漏
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
昨
年

8
月
運
行
を
停
止
し
て
い
た
。

　

運
行
再
開
に
伴
い
、
レ
キ
シ

ン
ト
ン
街
63
丁
目
か
ら
21
丁
目

ク
イ
ー
ン
ズ
ブ
リ
ッ
ジ
間
を
運

行
し
て
い
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は

3
月
30
日
運
行
を
停
止
し
た
。

リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、
3
月
29

日
午
前
5
時
30
分
か
ら
午
後
10

時
ま
で
、
Ｍ
線
は
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
デ
ラ
ン
シ

ー
ス
ト
リ
ー
ト
〜
エ
セ
ッ
ク
ス

ス
ト
リ
ー
ト
間
、
お
よ
び
終
点

と
な
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
発
着
の
Ｊ
線
経
由
で
運
行

さ
れ
る
。
Ｍ
線
は
3
月
29
日
午

後
10
時
に
夜
間
お
よ
び
週
末
の

運
行
を
再
開
し
た
。

Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
工
事
終
了

Ｆ
、
Ｍ
線
の
運
行
再
開

https://www.redacinc.com/
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
https://www.usnews.com/
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ヘ
ア
カ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
、
第
13
回
「Japan 

Earthquake NYC Stylist 
Fund-raising

」
が
25
日
正
午

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
49
丁
目
の
ミ
ン
グ
ル
・

ソ
ー
ホ
ー
・
サ
ロ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
当
日
は
、
38
人
の
来
場

客
が
あ
り
、
総
額
２
８
９
２
ド

ル
の
収
益
全
額
を
日
本
の
一
般

社
団
法
人
日
本
美
容
サ
ロ
ン
協

議

会
（ABS

、https://jabs.
or.jp/archives/2608)

に
送

金
寄
付
し
た
。同
サ
イ
ト
に「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
美
容
師
一
同 

様
43
万
８
８
０
０
円
」
と
し
て

寄
付
が
計
上
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
、
普
段
60
ド
ル
か

ら
２
５
０
ド
ル
の
カ
ッ
ト
料
金

を
取
る
日
本
人
美
容
師
ら
30
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て

参
加
し
、
料
金
一
律
60
ド
ル
で

カ
ッ
ト
し
た
。
主
催
し
た
荒
木

み
ゆ
き
さ
ん
と
池
田
瞳
さ
ん

は
、
年
内
に
も
う
一
度
実
施
し

た
い
と
話
し
て
い
る
。

ヘアカットで
能登支援
ＮＹの美容師たちが寄付

　

日
本
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

毎
年
恒
例
の
軟
式
野
球
大
会

が
、
今
年
も
ラ
ン
ド
ー
ル
ズ
ア

イ
ラ
ン
ド
球
場
に
て
開
催
さ
れ

る
。
初
出
場
の
チ
ー
ム
も
歓

迎
。
人
数
が
足
り
な
い
チ
ー
ム

や
、
１
人
だ
け
ど
参
加
し
た
い

人
な
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
要
相

談
。
申
し
込
み
締
切
は
４
月
12

日
（
金
）。
参
加
資
格
は
、
登

録
会
員
が
１
人
以
上
の
日
本
ク

ラ
ブ
会
員
企
業
の
社
員
と
そ
の

家
族
、
及
び
個
人
・
ア
ソ
シ
エ

ー
ト
会
員
（
家
族
は
親
子
・
兄

弟
姉
妹
が
原
則
だ
が
、
親
戚
や

友
人
、
知
り
合
い
の
家
族
で

も
良
し
と
す
る
）。
試
合
方
法

は
、
予
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
。
予
選
リ
ー
グ

は
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

各
グ
ル
ー
プ
上
位
１
チ
ー
ム
、

も
し
く
は
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
。　
　
　

参
加
費
は
１
チ
ー
ム
１
２
０
０

ド
ル
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
７
１
・
７
１
６
４
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhnaito@

nippponclub.org

（

事

務
局
・
内
藤
さ
ん
）
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.nipponclub.
org/outdoor/47th-
annual-baseball-
tournament/?lang=ja

を
参

照
す
る
。 日本クラブ

野球大会
参加チームを募集

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
tel:9176780297
https://www.nipponclub.org/outdoor/47th-annual-baseball-tournament/?lang=ja
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つ
い
に
春
到
来
！
桜
の
シ
ー

ズ
ン
を
過
ぎ
る
と
あ
っ
と
い
う

間
に
夏
が
訪
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
メ
モ

リ
ア
ル
デ
ー
、
夏
休
み
に
行
く

ア
ム
ネ
ッ
ト
お
す
す
め
旅
行
先

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
夏
の
旅
行
計
画
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
夏
こ
そ
行
き
た
い
！
「
カ
リ

ブ
海
」
リ
ゾ
ー
ト

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
も
気
軽
に
行

け
る
南
国
リ
ゾ
ー
ト
「
カ
リ
ブ

海
」。
カ
リ
ブ
海
に
は
一
度
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
バ
ハ
マ
や

ア
ル
ー
バ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
セ

ン
ト
・
マ
ー
チ
ン
島
、、
タ
ー

ク
ス
・
カ
イ
コ
ス
諸
島
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ

な
ど
の
国
々
が
集
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
の
異
な
る

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
ー
チ
の

他
に
も
現
地
の
歴
史
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一

つ
で
す
。
ま
た
、
カ
リ
ブ
海
リ

ゾ
ー
ト
な
ら
で
は
の
「
オ
ー
ル

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」プ
ラ
ン
は
、

飲
食
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
料
金
に
す
で

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
滞
在

先
で
お
財
布
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
ア
メ
リ
カ

在
住
の
日
本
人
の
方
に
も
人
気

な
の
が
「
メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク

ン
」。
カ
ン
ク
ン
で
一
番
暑
い

時
期
は
日
本
と
同
じ
く
７
・
８

月
で
35
度
以
上
、
気
温
に
比
例

し
て
水
温
も
上
が
る
の
で
海
水

浴
も
思
い
っ
き
り
楽
し
め
ま

す
。
ビ
ー
チ
や
ホ
テ
ル
以
外
に

も
、
カ
ン
ク
ン
の
魅
力
と
言
え

ば
世
界
遺
産
や
本
場
メ
キ
シ
コ

料
理
。
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

も
豊
富
で
、
9
月
に
は
マ
ヤ
文

明
最
大
級
都
市
チ
チ
ェ
ン
・
イ

ッ
ツ
ア
遺
跡
の
神
秘
の
イ
ベ
ン

ト
「
ク
ク
ル
カ
ン
降
臨
現
象
」

が
あ
り
、
年
に
2
回
（
春
分
の

日
・
秋
分
の
日
）
し
か
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
す
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

■
夏
は
大
冒
険
へ
！
「
国
立
公

園
・
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」

　

ユ
タ
州
と
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
州

境
に
あ
る
パ
ウ
エ
ル
湖
を
中
心

に
、
半
径
２
３
０
キ
ロ
を
囲
ん

だ
範
囲
を
「
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク

ル
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
中
に

は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
は

じ
め
国
立
公
園
だ
け
で
も
10
か

所
、
そ
の
他
に
も
ア
ン
テ
ロ
ー

プ
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
な
ど
の
観
光

名
所
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、
行
き

先
に
よ
っ
て
違
っ
た
楽
し
み
方

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ジ
ャ

ー
シ
ー
ン
の
代
名
詞
の
一
つ

「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」。
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
グ
ラ
ン
ド
サ

ー
ク
ル
を
周
遊
す
る
場
合
、
ル

ー
ト
は
自
由
自
在
。
普
通
免
許

を
持
っ
て
い
れ
ば
運
転
が
で

き
、
ア
メ
リ
カ
で
は
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
こ
と
を
Ｒ
Ｖ
や
モ

ー
タ
ー
ホ
ー
ム
と
呼
び
、“
娯

楽
車”

や“

移
動
す
る
ホ
テ
ル”

と
い
っ
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
感
覚

で
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
特
別
な
独
立
記
念
日
を
！

「
Ｎ
Ｙ
花
火
ク
ル
ー
ズ
」

　

全
米
で
も
有
数
の
規
模
を
誇

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
独
立
記
念

日
。
そ
の
中
で
も
花
火
ク
ル
ー

ズ
は
特
に
人
気
の
高
い
イ
ベ
ン

ト
で
、
ハ
ド
ソ
ン
川
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

夜
景
と
と
も
に
盛
大
な
花
火
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
と
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
含
む

飲
み
放
題
も
含
ま
れ
て
お
り
、

年
に
一
度
の
独
立
記
念
日
に
最

高
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
い

た
だ
け
ま
す
。

■
家
族
で
行
き
た
い
！
「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
」

　

世
界
屈
指
の
広
さ
を
誇
る
テ

ー
マ
パ
ー
ク
「
フ
ロ
リ
ダ 

ウ

ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
」。
パ
ー
ク

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
部
屋
か

ら
敷
地
内
で
暮
ら
す
本
物
の
動

物
が
見
え
る
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ア
ニ
マ
ル
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ロ
ッ

ジ
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

特
色
の
あ
る
直
営
ホ
テ
ル
に
宿

泊
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
全
部
で
4
つ

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ク
の

所
要
時
間
は
1
日
以
上
な
の

で
、
オ
ー
ラ
ン
ド
到
着
日
と
出

発
日
を
除
い
て
4
日
間
ま
る
ま

る
遊
べ
る
5
泊
が
お
す
す
め
で

す
。
お
得
に
行
け
る
公
式
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
フ
ァ
ン

な
ら
一
度
は
体
験
し
た
い
「
デ

ィ
ズ
ニ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ

ン
」。
世
界
全
16
か
所
か
ら
出

航
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
や
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
も

乗
船
い
た
だ
け
ま
す
。
乗
船
中

は
毎
日
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た

ち
と
過
ご
し
、
寝
て
い
る
間
に

次
の
目
的
地
へ
。
途
中
立
ち
寄

る
カ
リ
ブ
海
の
島
々
で
は
、
一

度
船
を
降
り
て
現
地
で
の
絶
景

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。
海
の
上
に
い

る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う

な
豪
華
な
施
設
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
移
動
＋
宿
泊
が
一
緒

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
実
は
お
得
に
行
く
こ
と
が

で
き
る
お
す
す
め
の
旅
行
で

す
。

　

そ
の
他
に
も
夏
は
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
を
は
じ
め
楽
し
い
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
盛
り
だ
く
さ

ん
！
こ
の
機
会
に
夏
の
旅
行
計

画
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク
）

amnet-usa.com

今
年
は
ど
こ
行
く
？
夏
休
み
お
す
す
め
旅
行
4
選

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
に
も
お
す
す
め
！

　

東
京
都
美
術
館
で
開
催
中

の
「
印
象
派　
モ
ネ
か
ら
ア
メ

リ
カ
へ
」
展
（
２
０
２
４
年

1
月
27
日
〜
４
月
7
日
）
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。
ウ
ス
タ
ー

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、
印
象
派
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
ア
メ
リ
カ
へ
も
た
ら
し
た
衝

撃
と
影
響
を
た
ど
る
展
覧
会
で

す
。

　

ウ
ス
タ
ー
美
術
館

（Worcester Art Museum

）

は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
知
名
度

が
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
第
２
の

都
市
ウ
ス
タ
ー
に
あ
る
美
術

館
で
、
１
８
９
６
年
に
設
立
さ

れ
、
１
８
９
８
年
に
開
館
し
ま

し
た
。
同
館
は
、
開
館
当
初
か

ら
同
時
代
美
術
と
し
て
印
象
派

の
作
品
を
収
集
し
、
１
９
１
０

年
に
は
モ
ネ
の
《
睡
蓮
》
を
美

術
館
と
し
て
世
界
で
初
め
て
購

入
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
は
ウ
ス

タ
ー
美
術
館
の
印
象
派
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
日
本
で
初

め
て
の
機
会
で
、そ
の
《
睡
蓮
》

と
あ
わ
せ
て
、
ウ
ス
タ
ー
美
術

館
が
フ
ラ
ン
ス
の
画
商
デ
ュ
ラ

ン
・
リ
ュ
エ
ル
か
ら
同
作
品
を

購
入
す
る
際
の
金
額
の
提
示
か

ら
購
入
に
至
る
ま
で
の
取
引
の

経
緯
を
示
す
書
簡
等
も
展
示
さ

れ
て
お
り
、
手
紙
と
電
報
を
駆

使
し
た
生
々
し
い
や
り
取
り
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
で
こ
そ
大
人
気
の
印
象
派

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生
し
た
当

初
は
そ
の
前
衛
的
な
表
現
ゆ
え

に
な
か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
絵

も
す
ぐ
に
は
売
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
裕
福
な
ア
メ
リ

カ
人
た
ち
は
印
象
派
の
絵
を

受
け
入
れ
て
購
入
し
、
そ
の

需
要
に
応
え
る
た
め
多
く
の
ア

メ
リ
カ
人
画
家
が
フ
ラ
ン
ス
に

渡
り
ま
し
た
。
そ
の
技
法
が
ニ

ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
田
園
風

景
や
西
部
の
自
然
の
驚
異
な

ど
ア
メ
リ
カ
ら
し
い
主
題
に

も
応
用
さ
れ
、
19
世
紀
末
か

ら
20
世
紀
初
頭
に
か
け
て
「
ア

メ
リ
カ
印
象
派
（American 

Impressionism

）」
と
し
て
新

た
な
花
を
咲
か
せ
た
の
で
す
。

本
展
で
も
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
の
名
家
出
身
の
女
性
画
家
メ

ア
リ
ー
・
カ
サ
ッ
ト
や
、「
ア

メ
リ
カ
の
モ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る

ボ
ス
ト
ン
出
身
の
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ハ
ッ
サ
ム
の
作
品
な
ど
、

珠
玉
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
・
ト
ワ

ッ
ク
マ
ン
は
外
国
の
画
家
た
ち

と
活
発
に
交
流
を
し
、
自
宅
の

あ
る
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
（
コ
ス
コ
ブ
）
に
芸
術
家

コ
ロ
ニ
ー
を
開
い
た
印
象
派
の

継
承
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
の
所
有
す
る
敷
地
内

に
「
馬
の
首
滝
（Horseneck 

Falls

）」
と
呼
ば
れ
る
滝
が
あ

り
、
い
く
つ
か
そ
れ
を
描
い
た

作
品
が
あ
り
ま
す
が
、
本
展
で

も
１
点
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
滝
は
、
１
８
８
０
年
代

の
写
真
が
グ
リ
ニ
ッ
チ
歴
史
協

会
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
滝
と
し
て
の
形
態
は
失

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
）

　
な
お
、
ア
メ
リ
カ
印
象
派
と

同
時
期
に
は
、
淡
い
色
彩
と

目
に
見
え
な
い
も
の
の
描
写

を
重
視
す
る
「
ト
ー
ナ
リ
ズ
ム

（Tonalism

；
色
調
主
義
）」
も

現
れ
、
柔
ら
か
な
陰
影
と
神
秘

的
な
雰
囲
気
を
湛
え
た
風
景
画

で
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
ア
メ
リ
カ
美
術
の
諸
相

も
、
今
回
の
展
覧
会
の
見
ど
こ

ろ
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
同
展
は
、
今
後
郡
山
市
や
大

阪
市
を
巡
回
す
る
よ
う
で
す

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
周
辺
に
お

住
い
の
皆
さ
ん
は
、来
年
以
降
、

日
本
か
ら
作
品
が
返
却
さ
れ
た

後
、
ぜ
ひ
ウ
ス
タ
ー
美
術
館
を

訪
れ
て
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

アメリカ
印象派
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Ｃ
Ｇ
作
家
・
横
山
弥
生
の
今

季
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展

第
２
弾
と
な
る INNOCENCE 

が
４
月
４
日
（
木
）
か
ら
５
月

13
日
（
月
）
ま
で
、
金
融
街
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー 

（
メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン
80
番
地

14
階
）  

で
開
催
さ
れ
る
。

　

日
本
を
拠
点
に
国
際
的
に
活

動
す
る
横
山
は
、
近
年
、
女
性

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
継

続
的
に
制
作
。
同
展
で
は
「
情

熱
と
沈
黙
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

色
彩
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た

せ
て
い
る
。「
世
間
に
は
薔
薇

色
の
人
生
と
い
う
言
葉
も
あ
る

が
、
人
生
が
一
貫
し
て
薔
薇
色

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

人
の
一
生
に
は
精
神
的
・
身
体

的
に
浮
き
沈
み
が
あ
り
、
年
代

に
応
じ
て
モ
ノ
ト
ー
ン
の
時

代
・
色
彩
豊
か
な
時
代
・
中
間

色
の
時
代
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に

色
分
け
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
時

代
を
経
て
一
人
ひ
と
り
の
人
間

性
が
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
横
山
は
話
す
。
同
展
で

は「Innocent Red

」「Bloom

」

「Wave

」
の
赤
を
基
調
と
し
た

３
シ
リ
ー
ズ
で
構
成
さ
れ
た
作

品
を
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
・

詳
細
はhttps://artspheres.

org/

を
参
照
す
る
。

横
山
弥
生
Ｎ
Ｙ
展

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で

「
情
熱
と
沈
黙
」
テ
ー
マ
に

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
日

本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
の
支
援
活
動
を
行
う

CATCH US Performing Arts

（
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
）
が
23
日
夜
、
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
内
レ

ナ
ー
ド
・
ニ
ー
モ
イ
・
タ
リ
ア
・

シ
ア
タ
ー
で
、
第
２
回
目
と
な

る
ダ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス「
ク

パ
ダ
ン
」
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
ビ
デ
オ
審
査
を
通

過
し
た
上
林
万
澄
、
小
野
由
利

加
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
、
網
永
真

夏
、
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、
11

組
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
出

演
。
ダ
ン
ス
と
い
う
非
言
語
ツ

ー
ル
を
通
じ
て
言
葉
や
文
化
の

壁
を
超
え
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た

ち
が
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
、
シ
ア
タ
ー
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
ッ
プ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
を
披
露
し
た
。
ゲ
ス
ト
ダ

ン
サ
ー
に
は
「The Greatest 

Showman
」
出
演
の
小
森
悠

冊
、
ラ
ッ
プ
シ
ン
ガ
ー
のDag 

Force

、
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
日
本

や
世
界
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
す
るChio

が
出
演
し
た
。

若手ダンサー全員集合 !!

CUPAダンス公演

https://www.samuraimama.com/
http://hinomaru-limo.com
http://ariyoshiny.com
https://www.takesushi.us/
https://america-keitai.com/
https://artspheres.org/
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